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文教福祉委員会会議録 

 

令和６年３月１４日 木曜日 

  午前１０時０１分開議 

  午後 ６時０７分閉議（実時間３８３分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第１号・令和５年度八代市一般会計補

正予算・第１２号（関係分） 

１．議案第２号・令和５年度八代市国民健康保

険特別会計補正予算・第３号 

１．議案第３号・令和５年度八代市診療所特別

会計補正予算・第２号 

１．議案第４号・令和６年度八代市一般会計予

算（関係分） 

１．議案第４４号・令和６年度八代市一般会計

補正予算・第１号（関係分） 

１．議案第５号・令和６年度八代市国民健康保

険特別会計予算 

１．議案第６号・令和６年度八代市後期高齢者

医療特別会計予算 

１．議案第７号・令和６年度八代市介護保険特

別会計予算 

１．議案第９号・令和６年度八代市診療所特別

会計予算 

１．議案第１５号・専決処分の報告及びその承

認について（令和５年度八代市一般会計補

正予算・第１０号（関係分）） 

１．議案第１９号・財産の取得について（中北

町字北牟田の土地） 

１．議案第３５号・八代市介護保険条例の一部

改正について 

１．議案第３６号・八代市指定地域密着型サー

ビスの事業の人員、設備及び運営に関する

基準等を定める条例等の一部改正について 

１．議案第３７号・八代市立保育園の設置及び

管理に関する条例の一部改正について 

１．議案第３８号・八代市教育委員会委員の報

酬及び費用弁償条例の一部改正について 

１．議案第３９号・八代市心身障害児童生徒就

学指導委員会条例の一部改正について 

１．議案第４０号・八代市立学校統合等審議会

条例の一部改正について 

１．令和５年陳情第６号・学校給食の無料化を

進め、地場産食材はもとより安心・安全な

食材を使用して子どもたちの成長を保障す

ることを求めることについて 

１．所管事務調査 

・教育に関する諸問題の調査 

・保健・福祉に関する諸問題の調査 

 （八代市教育支援センター「くま川教室」

の移転について） 

 （新型コロナウイルスワクチン接種につい

て） 

 （こども家庭センターの開設について） 

 （八代市国民健康保険第３期保健事業実施

計画（データヘルス計画）・第４期特定健

康診査等実施計画について） 

 （八代市保健計画（第三次）・八代市自殺

対策計画（第二期）について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  成 松 由紀夫 君 

副委員長  北 園 武 広 君 

委  員  大 倉 裕 一 君 

委  員  橋 本 徳一郎 君 

委  員  橋 本 隆 一 君 

委  員  堀 口   晃 君 

委  員  増 田 一 喜 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 
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 健康福祉部長 
            福 本 桂 三 君 
 （福祉事務所長兼務） 
 
 
  健康福祉部次長 
            田 中 かおり 君 
  （福祉事務所次長兼務） 
 
 
  健康福祉部次長 
            梅 野 展 文 君 
  （福祉事務所次長兼務） 
 

  こども未来課長   橋 口 伸 一 君 

  こども未来課保育係長 石 本 裕 美 君 

  生活援護課長    萩 野 賢 志 君 

  国保ねんきん課長  早 川 孝 幸 君 
 
  国保ねんきん課 
            山 田   卓 君 
  医療給付係長 
 
 
  健康推進課長 
            森 田 克 彦 君 
  （子育て世代包括支援センター所長兼務） 
 
 
  理事兼 
            石 本   淳 君 
  健康福祉政策課長 
 
 
  高齢者支援課長 
            久 保 祝 子 君 
  （成年後見支援センター所長兼務）  
 
 
  高齢者支援課長補佐 
            窪 田 智 昭 君 
  兼高齢福祉係長 
 
 
  障がい者支援課長 
            吉 田   浩 君 
  （障がい者虐待防止センター所長兼務） 
 

  介護保険課長    草 西 亮 介 君 

 教育部長       中   勇 二 君 

  教育部次長     田 中 智 樹 君 

  理事兼教育施設課長 稲 本 健 一 君 

  学校教育課長    田 北 佳一郎 君 
 
  学校教育課指導主事 
            星 田 章 広 君 
  兼保健体育係長 
 

  博物館未来の森ミュージアム副館長 上 角 愛美子 君 

  教育政策課長    下 津 恵 美 君 

  教育サポートセンター所長 櫻 井 幸 枝 君 

 総務企画部 
 
  泉支所地域振興課長補佐 
            川 部 幸 博 君 
  兼市民福祉係長 
 

 建設部 

  用地課長      正 山 茂 文 君 

                              

○記録担当書記     小 谷   匠 君 

 

（午前１０時０１分 開会） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、定刻と

なり定足数に達しておりますので、ただいまか

ら文教福祉委員会を開会いたします。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

 なお、令和２年７月豪雨並びに企業誘致用地

及び新八代駅周辺整備に関連する予算、事件、

条例案等につきましては、特別委員会に付託と

なりますので、御承知おきを願います。 

                              

◎議案第１号・令和５年度八代市一般会計補正

予算・第１２号（関係分） 

○委員長（成松由紀夫君） 最初に、予算議案

の審査に入ります。 

 まず、議案第１号・令和５年度八代市一般会

計補正予算・第１２号中、当委員会関係分を議

題とし、説明を求めます。 

 それでは、歳出の第３款・民生費及び第４

款・衛生費について、健康福祉部から説明を願

います。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（福本桂

三君） おはようございます。（｢おはようご

ざいます」と呼ぶ者あり）健康福祉部の福本で

す。今日はよろしくお願いします。 

 議案第１号・令和５年度八代市一般会計補正

予算・第１２号、健康福祉部所管分につきまし

ては田中健康福祉部次長が説明いたします。ま

た、議案第２号・令和５年度八代市国民健康保

険特別会計補正予算・第３号につきましては早

川国保ねんきん課長が、議案第３号・令和５年

度八代市診療所特別会計補正予算・第２号につ

きましては石本理事兼健康福祉政策課長が説明

いたしますので、よろしくお願いいたします。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（田

中かおり君） おはようございます。（｢おは

ようございます」と呼ぶ者あり）健康福祉部の

田中でございます。よろしくお願いいたしま

す。失礼して着座にて説明いたします。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 
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○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（田

中かおり君） それでは、健康福祉部所管分の

補正予算について説明いたします。 

 議案第１号・令和５年度八代市一般会計補正

予算書・第１２号を御覧ください。 

 ３ページをお開きください。 

 第１表、歳入歳出予算補正の歳出です。款

３・民生費、項１・社会福祉費に９３８８万７

０００円を追加し、補正後の予算額を１４２億

９８１万円１０００円とし、また、項２・児童

福祉費に２億４６９４万１０００円を追加し、

補正後の予算額を１０１億１８５８万２０００

円とし、また、項３・生活保護費に１億１５７

４万９０００円を追加し、補正後の予算額を３

２億４９６７万４０００円としまして、民生費

の総額は、３つ上になりますが、２７５億７９

１２万９０００円としております。 

 次に、款４・衛生費、項１・保健衛生費に９

４４０万４０００円を追加し、補正後の予算額

を２３億３０３万７０００円とし、衛生費の総

額は、１つ上になりますが、４８億３３７３万

３０００円としております。 

 続きまして、１７ページをお願いいたしま

す。 

 歳出の主な内容を説明いたします。 

 上段の表、款３・民生費、項１・社会福祉

費、目１・社会福祉総務費です。介護基盤緊急

整備特別対策事業に伴う負担金補助及び交付金

として３８２万円を計上しています。これは、

地域の介護拠点となる施設等の整備を行う事業

者に対し、整備に要する経費の一部を補助する

もので、介護老人保健施設向春苑において、新

型コロナウイルス感染症拡大防止対策支援事業

として整備予定の家族面会室の整備に対し、補

助金を交付するものです。 

 特定財源といたしまして全額、県の介護基盤

緊急整備特別対策事業補助金を予定しておりま

す。 

 なお、年度内の竣工が見込めないことから、

事業費の全額を翌年度へ繰り越すこととしてお

ります。 

 次に、目３・社会福祉対策費で、地域福祉基

金事業に伴う積立金として４２７万円を計上し

ています。これは、個人や団体から地域福祉に

役立てることを目的として寄せられた寄附金を

地域福祉基金に積み立てるもので、個人３名、

企業３団体の合計６件と、当初の見込みを超え

る額の寄附があったことから、基金積立に必要

な額を追加するものです。 

 特定財源は全額、寄附金です。 

 次に、目４・障害福祉対策費で、更生医療給

付事業、障害福祉サービス給付事業、障がい児

通所支援事業に伴う扶助費として、それぞれ３

８５３万５０００円、３４０５万３０００円、

１３２０万９０００円、合計８５７９万７００

０円を計上しています。 

 更生医療給付事業は、身体障害者手帳の交付

を受けた方が、人工透析や心臓手術、関節形成

手術など、障害の軽減や日常生活能力の回復な

どのために必要な医療を受ける場合に、その医

療費の一部を負担するもので、主に生活保護者

に係る人工透析や心臓手術に対する給付金が当

初見込みより増加したことにより、その不足す

る給付費を補正するものです。 

 障害福祉サービス給付事業は、障害者の日常

生活や社会生活を総合的に支援するためのサー

ビスを提供するもので、主に昼間、施設におい

て入浴や排せつ、食事の介護等を行う生活介護

に係る給付費が当初見込みより増加したことに

より、その不足する給付費を補正するもので

す。 

 障がい児通所支援事業は、障害のある子供等

に日常生活における基本的な動作の指導や集団

生活への適応訓練等を行うもので、主に就学児

童に対して訓練等を行う放課後等デイサービス

が当初見込みより増加したことにより、その不
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足する給付費を補正するものです。 

 なお、特定財源としましては、それぞれ国庫

支出金２分の１、県支出金４分の１を予定して

おります。 

 次に、下段の表、項２・児童福祉費、目３・

保育所費で、私立保育所保育事業、施設型給付

事業、地域型保育給付事業に伴う負担金補助及

び交付金として、それぞれ１億９８５０万９０

００円、４１３０万４０００円、７１２万８０

００円、合計２億４６９４万１０００円を計上

しております。これは、人事院勧告による国家

公務員の給与改定に準じ、運営費の積算根拠と

なる公定価格が引き上げられたことや入所児童

数が見込みより増加したことにより、不足する

給付費を補正するものです。 

 なお、特定財源としましては、それぞれ国庫

支出金２分の１、県支出金４分の１を予定して

おります。 

 次に、１８ページ上段の表、項３・生活保護

費、目２・扶助費で、生活保護費給付事業に伴

う扶助費として１億１５７４万９０００円を計

上しております。これは、有料老人ホーム入所

等に伴う高齢単身者世帯の増加による住宅扶助

費の増加や新型コロナウイルス感染症が５類感

染症へ移行したことで、公費支援がなくなった

ことによる医療費負担の増加及び受診控えの傾

向が緩和されたことによる医療扶助費の増加に

より、不足した給付費を補正するものです。 

 なお、特定財源につきましては、国庫支出金

４分の３を予定しております。 

 続きまして、中段の表、款４・衛生費、項

１・保健衛生費、目１・保健衛生総務費です。 

 地域医療支援事業に伴う負担金補助及び交付

金として８８万６０００円を計上しています。

これは、令和５年度から７年度の３か年で熊本

労災病院が行う新棟建設に伴う災害時の負傷者

等受入スペースの整備に関し、令和５年度の国

の補助事業に係る地方負担分３分の１につい

て、県及び八代市と氷川町で構成する八代医療

圏域で負担を行うものです。 

 なお、特定財源として、市債７０万円を予定

しております。 

 次に、こども医療費助成事業に伴う扶助費と

して９１６４万２０００円を計上しておりま

す。これは、咽頭結膜炎や感染性胃腸炎などの

小児感染症に係る受診者数の増加や高校生世代

の受診率の増加などにより、医療費助成費用が

不足するため、補正するものです。 

 なお、特定財源としまして全額、ふるさと八

代元気づくり応援基金繰入金を予定しておりま

す。 

 次に、特別会計操出金事業（診療所）に伴う

操出金として１８７万６０００円を計上してお

ります。これは、令和４年度へき地診療所運営

費補助金の交付確定に伴い、県補助金が超過交

付となり、県への返還が生じましたことから、

その返還金の不足額について、診療所特別会計

への繰出金を補正するものです。 

 以上が、健康福祉部所管分の補正予算の説明

となります。御審議よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（大倉裕一君） すいません。保育所関

係の事業で、入園児の増加という表現があるん

ですけども、どういった背景があって入園児が

増加したのか、どういうふうに受け止めればい

いんですかね、私たちは。そこを御説明お願い

します。 

○こども未来課長（橋口伸一君） おはようご

ざいます。こども未来課の橋口でございます。

よろしくお願いいたします。 

 委員御質問の入所児童数の増加につきまして

の背景でございますが、昨年９月にですね、保

育料無償化等によりですね、入所が増えたとい
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うふうに思われる部分と、それと、就業形態で

すかね、コロナ禍あたりも明けまして、その辺

りの就業形態の増加にもよりまして児童数が増

えたというふうに見込んでおります。延べ人数

でいきますと、１００名ほど伸びたというふう

に手元のほうで資料でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） もう１点。他市からの

転入によって増えたという部分はございます

か。 

○こども未来課長（橋口伸一君） 他市からの

転入によって増えたという部分につきまして

は、手元のほうには、ちょっとすいません、今

ございませんが、今のところはそこまでの影響

までは把握してはございません。 

○委員（大倉裕一君） 把握していないという

か、出てないんですかね。市に転入してこられ

た方もいらっしゃるかもしれないっていう話で

すか。そこはつかんでおくべきじゃないかなと

思うんですけど。 

○こども未来課長（橋口伸一君） おっしゃい

ますように、市のほうでもですね、子育て世代

に選ばれるまちやつしろということでですね、

ＰＲはさせていただいております。 

 転入につきましての増加につきましては、問

合せ等はあるものの、明らかな増加というとこ

ろまでは今のところは把握できていないという

ところでございます。 

○委員長（成松由紀夫君） それはつかめない

の。つかめるの。どこか答えられないですか。

つかんでない。 

 大倉委員が言うように、そこ大事じゃない

の。 

○こども未来課長（橋口伸一君） おっしゃる

とおり、正確にはつかんでいないところでござ

います。 

○委員長（成松由紀夫君） まだ把握してない

っちゅうことな。 

○こども未来課長（橋口伸一君） はい。 

○委員（大倉裕一君） 意見になってしまうん

ですが、要望として、そこをはっきりやっぱつ

かんでいくべきだというふうに思います。 

 八代市としての施策として、保育料無料化を

やり出したわけですから、もともとの子供さん

に加えて転入があってとかいうところはしっか

り状況をつかみながら今後の運営に生かしてい

くべきだというふうに思いますので、その点し

っかり把握をしていただくようにお願いしとき

たいと思います。 

○委員長（成松由紀夫君） 要望ですね。 

○委員（大倉裕一君） 要望でいいです。は

い。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（橋本徳一郎君） 生活保護費の給付事

業のことで、高齢者世帯の単身世帯が増えたと

いうことで、高齢者施設への入居というふうな

理由も言われたんですけども、これは世帯分離

っていう形での単身世帯が増えたということで

よろしいでしょうか。 

○生活援護課長（萩野賢志君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）生活援護課の萩野です。 

 委員お尋ねの高齢者の単身世帯が増えてい

る、これが世帯分離によるものなのかについて

お答えしますと、現在、もともとお一人で居宅

で生活されて頑張ってらっしゃった方が、身体

上の理由でどうしても介護施設に――こちらで

いうと有料老人ホームあたりになるんですけれ

ども、家におるときは何とか御自身の年金で生

活できたのが、そういった有料老人ホームに入

られたことで今度は施設の利用料に困窮される

というケースが最近特に増えてきてます。 

 今年度の新規の申請件数を昨年と比較します

と、昨年がいわゆる施設――有料老人ホーム入
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所からの申請が、前年同月比でいきますと、４

０件に対して今年度はもう５５件と、１５件、

約３割ほど増えているという現状がございます

ので、それに伴って、いわゆる家賃相当額の住

宅扶助も今回は不足してますので、補正でお願

いしているものです。 

 以上、お答えいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（橋本徳一郎君） あわせて、一人での

過ごし方がもう厳しくなったということだと思

うんですけど、居宅での境をサポートで独居を

続けるということはもう難しいという判断から

の入居ということでよろしいんですかね。 

○生活援護課長（萩野賢志君） そちらにつき

ましてはですね、それぞれのお考えあるかと思

います。居宅介護サービスを導入しながらどう

してもやっぱり家で生活したいとおっしゃる

方、あとは、御家族の勧めでそういった有料老

人ホームに入られる方、現状としまして、先ほ

ど申しましたように、有料老人ホームに入られ

てから利用料に困窮し、生活保護を御利用され

る方が増えてきているという状況があります。 

 以上、お答えいたします。（委員橋本徳一郎

君「分かりました」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（増田一喜君） ちょっとお尋ねしたい

んですけどね、生活保護費給付事業の中の各項

目の中で、生業扶助というのはどんなもんなん

ですか。生活保護ちゅうのは生活に困ってるか

らしてほしいんだけど、生業ちゅうたら自分の

仕事というふうに何か感じるんですけど、これ

はどういう内容なのか。 

○生活援護課長（萩野賢志君） 委員御質問の

生業扶助についてですが、生業扶助につきまし

ては、生活保護の中にある８つの扶助のうちの

一つでございまして、意味合い的にはですね、

読んで字のごとく、なりわいとするための費

用、いわゆる事業はないんですけど、例えば、

将来自立に向けて資格を取るとかですね。例え

ば、普通免許は持ってるんだけど、今度、トラ

ックの運転手になるのに大型免許を取得する

と。そういう場合、技能習得費という形での生

業扶助。あとは、今、一番多いのが、高校生の

学費に関する部分。小学校、中学校まで教育扶

助のほうに分類されるんですけれども、高校は

義務教育じゃありませんので、生活保護の場合

は高校生の通常の学習支援費あたりについては

生業扶助という扶助で対応しているところで

す。 

 以上、お答えいたしします。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了いたします。 

 意見がありましたらお願いします。ありませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第１号・令和５年度八代市一般会計補正

予算・第１２号中、当委員会関係分について

は、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため小会いたします。 

（午前１０時２１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時２２分 本会） 

◎議案第２号・令和５年度八代市国民健康保険

特別会計補正予算・第３号 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第２号・令和５年度八代市国民健
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康保険特別会計補正予算・第３号を議題とし、

説明を求めます。 

○国保ねんきん課長（早川孝幸君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）国保ねんきん課の早川でございます。

どうぞよろしくお願いいたします。着座の上、

説明させていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○国保ねんきん課長（早川孝幸君） それでは、

議案第２号・令和５年度八代市国民健康保険特

別会計補正予算・第３号について、予算書の１

ページ目をお願いいたします。 

 第１条で、歳入歳出予算の総額にそれぞれ４

３３万７０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額をそれぞれ１６８億１８３９万８０００円と

し、また、第２条で、地方自治法第２１３条第

１項の規定により、翌年度に繰り越して使用で

きる経費は、第２表、繰越明許費によるとして

おります。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正の下の表の歳出に

おいて、款７・諸支出金、項１・償還金及び還

付加算金に４３３万７０００円を補正し、補正

後の予算額を１９０２万４０００円としていま

す。 

 次に、上の表、歳入において、款８・繰越

金、項１・繰越金に歳出と同額の４３３万７０

００円を補正し、補正後の予算額を４３３万８

０００円としています。 

 第２表、繰越明許費につきましては、款５・

保健事業費、項２・特定健康診査等事業費、事

業名、特定健診事業において、３９９万３００

０円を翌年度へ繰り越すものでございます。こ

れは、第４期特定健康診査及び特定保健指導の

内容変更に伴うシステムの改修経費でございま

すが、国からのシステム仕様書の発出が遅れた

ことにより、年度内にシステム改修を完了する

ことが困難となったため、繰り越すものでござ

います。 

 それでは、歳出の具体的内容について、御説

明します。 

 ５ページをお願いいたします。 

 下段の表、３、歳出、款７・諸支出金、項

１・償還金及び還付加算金、目１・償還金にお

いて、４３３万８０００円を県に返還するため

に補正するものでございます。 

 内訳としまして、１つ目、令和４年度国民健

康保険特定健康診査・保健指導負担金の実績報

告に伴い、過大交付となった令和４年度保険給

付費等交付金３９１万４０００円、２つ目、令

和３年度国民健康保険災害等臨時特例補助金の

金額確定に伴い、当初の特別調整交付金申請時

において、金額確定時の事業経費より過大に経

費を見込んでいたことに伴い、過大交付となっ

た令和３年度特別調整交付金２３万３０００

円、３つ目、実績報告に伴い、過大交付となっ

た令和４年度社会保障・税番号制度システム整

備費補助金１９万１０００円でございます。 

 次に、財源については上段の２、歳入の表、

款８・繰越金、項１・繰越金、目１・繰越金に

歳出と同額の４３３万７０００円を計上してお

ります。 

 以上で、議案第２号・令和５年度八代市国民

健康保険特別会計補正予算・第３号の説明を終

わります。御審議のほど、よろしくお願いしま

す。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（橋本徳一郎君） 繰越明許費の特定保

健指導の内容変更ということですけども、具体

的にどういうことが変更されるんでしょうか。 

○健康推進課長（子育て世代包括支援センター

所長兼務）（森田克彦君） 健康推進課、森田

でございます。よろしくお願いいたします。 

 今回の特定健診、特定保健指導の国の見直し
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でございますが、５年ごと見直しが行われてお

りまして、今回、令和６年度以降の見直しにつ

いては、特定健診の見直しとしましては、基本

的な健診項目の一部の見直しがあっておりま

す。また、問診を取るときの質問票でございま

すが、その内容に関して、喫煙や飲酒に関する

質問項目に修正が行われております。 

 また、特定保健指導につきましては、評価の

体系の見直しや服薬等の状況の確認等の条件の

内容の修正等が行われているところです。 

 以上でございます。 

○委員（橋本徳一郎君） ということは、これ

の項目に対するシステム上の項目を追加すると

いうことで、という理解でよろしいんですか。 

○健康推進課長（子育て世代包括支援センター

所長兼務）（森田克彦君） 今回、国の改正に

伴いまして、私どもが使用しております健康管

理システムのほうの仕様を変更する必要がござ

いますので、その改修のための費用でございま

す。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（大倉裕一君） この仕様書の関係が遅

れたということで、具体的に八代市で健診を受

ける辺りに影響が出たりとか何かそういった面

はないんですかね。 

○健康推進課長（子育て世代包括支援センター

所長兼務）（森田克彦君） 市のほうで特定健

診、複合健診のほうを４月から開始いたします

が、その健診後に保健指導等も行いますので、

それに間に合うように改修をしたいと思ってお

ります。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） 結構です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。ない

ですか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第２号・令和５年度八代市国民健康保険

特別会計補正予算・第３号については、原案の

とおり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため小会いたします。 

（午前１０時２９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時３０分 本会） 

◎議案第３号・令和５年度八代市診療所特別会

計補正予算・第２号 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第３号・令和５年度八代市診療所

特別会計補正予算・第２号を議題とし、説明を

求めます。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）健康福祉政策課の石本です。よ

ろしくお願いいたします。それでは、着座にて

説明をと思います。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 失

礼いたします。 

 議案第３号・令和５年度八代市診療所特別会

計補正予算・第２号につきまして、御説明いた

します。 

 初めに、今回の補正予算につきましては、過

年度、令和４年度における、へき地診療所運営

費補助金の実績報告による交付額の確定に伴

い、超過交付額の返還が必要となりましたこと

から、その不足額を補正するものでございま
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す。 

 それでは、補正予算書の１ページをお願いい

たします。 

 第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ１８７万６０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額をそれぞれ７０２０万２０００円と

いたしております。 

 ２ページの第１表、歳入歳出予算補正をお願

いします。 

 下の表、歳出で、款１・総務費、項１・総務

管理費に１８７万６０００円を追加し、補正後

の予算額を６８８４万１０００円としておりま

す。 

 また、上の表、歳入につきましては、款４・

繰入金、項１・一般会計繰入金に歳出と同額の

１８７万６０００円を追加し、補正後の予算額

を２８８９万５０００円といたしております。 

 その具体的内容につきまして、ページ飛びま

して、５ページをお願いいたします。 

 下の表、３、歳出で、款１・総務費、項１・

総務管理費、目１・一般管理費に補正額１８７

万６０００円の増額を計上いたしております。

これは、主に医薬品購入費等に係る医療費につ

いて、当初予定していた額より少なかったこと

などの歳出額の減により、県からのへき地診療

所運営費補助金に交付額の超過が生じたもので

ございます。 

 また、歳入につきましては、一般会計補正予

算の衛生費の中にも繰出金として説明がござい

ましたが、上の表、２、歳入の、款４・繰入

金、項１・一般会計繰入金、目１・一般会計繰

入金で、歳出と同額の１８７万６０００円の増

額を計上いたしております。 

 以上で、議案第３号・令和５年度八代市診療

所特別会計補正予算・第２号の説明を終わりま

す。御審議のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（橋本徳一郎君） 医療費とかが少なく

なった理由というのは、受診者が減ったという

ことの理解でいいんでしょうか。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 今

おっしゃられましたように、受診者の減という

のが一つの要因というふうに考えているところ

でございます。 

○委員（橋本徳一郎君） その背景というのは、

やっぱりその地域の人が少なくなったというこ

とでいいんですか。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 人

口の減少もですね、受診数が減った一つの要因

であるというところで考えているところでござ

います。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（橋本徳一郎君） 一つの理由というこ

とは、ほかに何か理由があるということです

か。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 大

変失礼しました。人口の減が要因というところ

で考えているところでございます。（委員橋本

徳一郎君「分かりました」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。

ほかにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第３号・令和５年度八代市診療所特別会

計補正予算・第２号については、原案のとおり

決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、
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本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため小会します。 

（午前１０時３５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時３５分 本会） 

◎議案第４号・令和６年度八代市一般会計予算

（関係分） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第４号・令和６年度八代市一般会

計予算中、当委員会関係分を議題とし、説明を

求めます。 

 まず、歳出の第３款・民生費について、健康

福祉部から説明願います。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（福本桂

三君） こんにちは。福本です。着座にて説明

させていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（福本桂

三君） 令和６年度八代市一般会計予算の審議

をお願いするに当たり、健康福祉部が所管しま

す第３款・民生費、第４款・衛生費につきまし

て、新たに取り組む事業を中心に、部長として

の総括を述べさせていただきます。 

 まず、子育て支援です。 

 少子化対策は喫緊の課題です。人口減少に歯

止めをかけ、本市の活力を維持していくために

は、本市が子育て世代に選ばれるまちとなる必

要があります。 

 そのため、昨年９月から市独自で実施してお

ります保育料の完全無償化を引き続き実施する

とともに、新たに放課後児童クラブを３クラブ

設置し、子育て世代の家庭と仕事の両立を支援

してまいります。 

 また、引き続き、子ども食堂応援事業を実施

し、子ども食堂を運営する地域ボランテア団体

などを支援し、子供の居場所づくりに取り組み

ます。 

 さらに、子育て支援の体制強化のため、こど

も未来課と健康推進課において、横断的な取組

を行う組織として、こども家庭センターを４月

１日に開設し、支援が必要な妊産婦や子育て家

庭、ヤングケアラー等に対して包括的な支援を

行ってまいります。 

 また、誰もがいきいきと暮らせるまちの実現

には、高齢者、障害者、生活困窮者等への支援

にも、引き続き力を入れていく必要がありま

す。 

 まず、高齢者福祉です。 

 本市の高齢化率は昨年末時点で３５.０％

と、前年同時期と比較しまして０.２ポイント

上昇しております。高齢者化とともに、認知症

高齢者の増加が見込まれる中、本年度に第２期

八代市成年後見制度利用促進計画を策定しまし

た。引き続き、成年後見制度の利用促進を図

り、必要な権利擁護の支援につなげるため、市

民後見人養成講座を実施し、成年後見人等の担

い手確保に取り組んでまいります。 

 また、高齢になっても健康的に過ごせる地域

づくりを進めるため、フレイル対策や生活習慣

病の予防、重症化対策に力を入れ、健康寿命の

延伸につなげてまいります。 

 次に、障害者福祉においては、本年度策定し

ました第７期八代市障がい福祉計画・第３期八

代市障がい児福祉計画に基づき、地域共生社会

の実現に向けた障害福祉サービスや地域生活支

援事業等の充実を推進してまいります。 

 また、保健、医療、福祉等の関係者から設置

を望む声がありました障がい者基幹相談支援セ

ンターを４月１日に開設します。センターを地

域における相談支援の中核的な機関として、相

談支援専門員のバックアップをはじめ、行政等

の協働による重層的な相談支援を行い、障害の

ある人が地域で自立した生活が送れるよう支援

してまいります。 

 次に、生活困窮につきましては、近年の物価

高騰、高齢化や核家族化に伴い、特に高齢者単
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身世帯の生活への影響が懸念されます。生活に

困窮されている方が安定した生活を営めるよ

う、それぞれの状況に応じて生活保護や生活困

窮者自立支援事業など、関係機関と連携し、適

切な支援を行ってまいります。 

 次に、保健・衛生関係です。 

 健康であることは、市民全て共通の願いであ

り、本市の重要施策です。本年度に策定します

第３次八代市保健計画に基づき、市民の皆さん

が健康で安心して暮らせるよう、母子保健や歯

科保健、各種予防接種、がん検診など、保健事

業を着実に推進し、健康づくりに取り組んでま

いります。 

 また、地域医療支援事業として、熊本労災病

院における災害時の負傷者等受入スペースの整

備費に対する負担、さらに、将来の八代圏域に

おける周産期医療体制構築への支援を熊本大学

へお願いする寄附など、持続可能な地域医療の

確保にも努めてまいります。 

 以上、令和６年度一般会計予算に係る健康福

祉部長としての総括といたします。 

 それでは、議案第４号・令和６年度八代市一

般会計予算、第３款・民生費を健康福祉部田中

次長が、また、第４款・衛生費関係分につきま

しては梅野次長が説明しますので、御審議のほ

ど、よろしくお願いいたします。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（田

中かおり君） 健康福祉部、田中でございます。

よろしくお願いいたします。着座にて説明いた

します。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（田

中かおり君） それでは、議案第４号・令和６

年度八代市一般会計予算をお願いいたします。 

 文教福祉委員会付託分のうち、款３・民生費

につきまして御説明いたします。 

 ５ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算の歳出でございます。 

 款３・民生費で２４９億３７１万７０００円

を計上しており、前年度と比較して７億１８８

４万９０００円の増額となっております。 

 内訳としまして、項１・社会福祉費は１２０

億８６５９万３０００円で、前年度比３億３５

６６万８０００円の増額、項２・児童福祉費は

９５億３８５４万１０００円で、前年度比２億

２４２６万１０００円の増額、項３・生活保護

費は３２億７７６１万７０００円で、前年度比

１億５９０１万６０００円の増額、項４・災害

救助費は９６万６０００円で、前年度比９万６

０００円の減額となっております。 

 民生費の増額の主な理由といたしましては、

項１・社会福祉費において、障害者や障害児に

係るサービス給付費の増加に伴い、障害福祉サ

ービス給付事業で１億１３１万２０００円、障

がい児通所支援事業で３８９１万３０００円の

増、項２・児童福祉費において、私立保育園の

施設整備に伴い、私立保育所施設整備事業で１

億６９７１万３０００円の増、公定価格改定に

よる私立保育所に係る給付費の増に伴い、私立

保育所保育事業で４５４７万３０００円の増に

よるもの、また、項３・生活保護費において、

新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴う医

療扶助の増などに伴い、生活保護費給付事業で

１億３７７５万１０００円の増によるもので

す。 

 それでは、歳出の内容を御説明いたします。 

 ６３ページをお願いいたします。 

 下の表、款３・民生費、項１・社会福祉費、

目１・社会福祉総務費では６９億７０５０万５

０００円を計上しており、前年度に比べ１億２

６１５万２０００円の増となっております。 

 右側の説明欄のうち、主な事業につきまして

御説明いたします。 

 説明欄の６つ目、後期高齢者医療広域連合負

担金事業２０億９８３６万７０００円は、７５

歳以上の後期高齢者等を対象とした医療保険を



 

－12－

運営する熊本県後期高齢者医療広域連合に対す

る負担金で、組織運営や事務経費に当たる共通

経費分が７３９５万１０００円、療養給付費分

が２０億２４４１万６０００円です。 

 １つ飛びまして、生活困窮者自立支援事業４

３０４万４０００円は、生活保護に至る前の生

活困窮者に対し、包括的な支援を早期に行うこ

とで自立の促進を図るもので、必須事業の自立

相談支援事業の委託料２３３８万６０００円、

住居確保給付金５１６万８０００円、任意事業

の一時生活支援事業、家計改善支援事業、子ど

もの学習・生活支援事業の負担金１１８０万８

０００円、就労準備支援事業の委託料２６６万

２０００円などです。 

 ６４ページ上段の特別会計繰出金事業（国

保）１４億８５０１万６０００円は、保険基盤

安定制度に係る国保税軽減分及び保険者支援分

や職員給与費等事務費、国保財政安定化支援事

業などに対するものです。 

 次の特別会計繰出金事業（後期高齢）７億６

９０５万５０００円は、低所得世帯に対する保

険料軽減分や職員給与費等事務費などに対する

ものです。 

 次の特別会計繰出金事業（介護）２４億５０

３万１０００円は、介護給付費や職員給与費等

事務費などに対するものです。 

 ６３ページに戻りまして、財源内訳の特定財

源のうち国県支出金１４億４３５５万５０００

円は、主に国民健康保険特別会計、後期高齢者

医療特別会計及び介護保険特別会計への繰出金

に対する国県支出金です。 

 また、その他の３１９万８０００円は、地域

福祉計画策定業務などに係る地域福祉基金繰入

金です。 

 ６４ページ中段をお願いいたします。 

 目２・老人福祉対策費で３億５９９８万９０

００円を計上しており、前年度に比べ３２９３

万３０００円の増額となっております。 

 説明欄の６つ目、シルバー人材センター運営

費補助事業２２９０万３０００円は、八代市シ

ルバー人材センターの事業運営を支援するもの

で、運営費補助金８７０万円、育児支援業務や

人手不足対策の分野等の取組により、働く現役

世代が安心して働けるよう下支えする高齢者活

用・現役世代雇用サポート事業補助金１４０１

万３０００円などです。 

 次に、１つ飛びまして、老人クラブ助成事業

３４７万円は、老人福祉の増進を図るため、老

人クラブの活動に対し助成を行うもので、単位

老人クラブ８４クラブに対する補助金２７７万

２０００円、市の老人クラブ連合会に対する補

助金６９万円が主なものです。 

 ３つ飛びまして、老人福祉施設入所措置事業

２億５４６３万円は、６５歳以上で居宅により

養護を受けられない者が保寿寮やすずらんの杜

などの市内外の養護老人ホームへ入所するため

に係る措置委託料が主なものです。 

 ２つ飛びまして、高齢者の保健事業と介護予

防の一体的実施事業１６８２万３０００円は、

熊本県後期高齢者医療広域連合の通知により、

後期高齢者医療特別会計から一般会計へ移行し

た事業で、生活習慣病と介護予防を一体的に取

り組み、医療費及び介護給付費の適正化を図る

ものです。具体的には、生活習慣病の重症化予

防のための個別支援と筋力アップ教室において

心身機能の低下を予防するフレイル予防を図る

などの集団支援を行う事業です。 

 財源内訳の特定財源のうち、国県支出金２５

６万３０００円は老人クラブ活動に対する県支

出金などで、地方債９８０万円は五家荘デイサ

ービスセンター管理運営事業に係る市債で、そ

の他の７１７９万４０００円は養護老人ホーム

の入所者からの負担金などです。 

 次に、目３・社会福祉対策費では１億５６８

４万１０００円を計上しており、前年度に比べ

４０６万２０００円の減額となっております。 
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 説明欄の２つ目、シルバーワークプラザ管理

運営事業２２５５万円は、高齢者の就業機会や

技能研修の場として古城町にあるシルバーワー

クプラザ八代の管理運営費で、令和６年度は空

調設備改修工事１８８７万１０００円を計上し

ております。 

 なお、同施設は、令和６年度末において管理

運営委託先のシルバー人材センターに無償譲渡

する予定としております。 

 ６５ページをお願いします。 

 説明欄の中ほど、社会福祉団体育成事業９２

０８万８０００円は、社会福祉法に基づき、地

域福祉の推進を図ることを目的とした八代市社

会福祉協議会に対する１７人分の人件費補助金

です。 

 ２つ飛びまして、成年後見制度利用促進事業

１０４万５０００円は、成年後見人等の担い手

確保に向けた取組強化のために実施する市民後

見人養成研修の委託料８２万円などです。 

 ６４ページに戻りまして、財源内訳の特定財

源のうち、国県支出金４０１万９０００円は主

に豪雨災害に係る事業に対する県補助金で、地

方債６４０万円は泉地域福祉センター管理運営

事業に係る市債で、その他１０３２万６０００

円はシルバーワークプラザ事務室実費徴収金な

どです。 

 ６５ページをお願いいたします。 

 目４・障害福祉対策費で４５億５８７８万６

０００円を計上しており、前年度に比べ１億７

５１９万４０００円の増額となっております。 

 説明欄の上から６つ目、更生医療給付事業２

億３３２０万９０００円は、１８歳以上の身体

障害者手帳の交付を受けた方が、指定医療機関

において、人工透析や心臓手術、関節形成手術

など、障害の軽減や日常生活能力の回復などの

ために必要な医療を受ける場合にその医療費の

一部を負担するもので、医療給付費２億３２９

５万４０００円などです。 

 １つ飛びまして、重度心身障がい者医療費助

成事業２億４６７万４０００円は、身体障害者

手帳１級、２級や療育手帳のＡ１、Ａ２などを

持つ重度の心身障害者や障害児に係る医療費の

一部を助成するもので、扶助費２億４４３万３

０００円などです。 

 ６６ページをお願いいたします。 

 説明欄の上から２つ目、特別障害者手当等給

付事業５０１３万９０００円は、重度の障害が

あるため日常生活において、常時、特別の介護

が必要な在宅の障害者や障害児に対して、精神

的・経済的な負担軽減の一助として手当を支給

するもので、全額が扶助費です。 

 説明欄の下から６つ目、地域生活支援事業１

億４７５８万７０００円は、障害者や障害児の

保護者からの相談支援、手話奉仕員の養成及び

派遣、創作的活動の提供など、国の制度に基づ

く必須事業のほか、障害のある方が自立した日

常生活・社会生活を営むために必要な任意事業

を行うものです。 

 また、本年４月からは、地域における相談支

援の中核的な機関としての役割を担う八代圏域

障がい者基幹相談支援センターにおいて、相談

支援専門員のバックアップや重層的な相談支援

を実施してまいります。 

 基幹相談支援センター業務委託料２７３６万

８０００円、市内２か所の相談支援事業所への

委託料１７４６万５０００円や市内４か所の地

域活動支援センターへの委託料３０７６万円の

ほか、ストマや紙おむつなどの日常生活用具の

給付費３１０７万２０００円などの扶助費５７

４１万３０００円などが主なものです。 

 その下の障害福祉サービス給付事業３０億３

２００万９０００円は、障害者の日常生活や社

会生活を総合的に支援するためのサービスを提

供するもので、生活介護などの日常生活に必要

な介護の支援を受ける介護給付と就労継続支援

やグループホームでの援助を行う共同生活援助
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などにより、自立した生活に必要な知識や技術

を身につける訓練等給付などがあります。 

 １つ飛びまして、障がい児通所支援事業６億

２４７９万４０００円は、障害児や障害の疑い

のある子供を対象に、日常生活における基本的

な動作の指導や集団生活への適応訓練、社会と

の交流等の療育訓練を行うとともに、保護者に

対し家庭での養育について支援や助言を行うも

ので、就学前の障害児を対象とした児童発達支

援と、小・中・高校の障害児を対象とした放課

後等デイサービスなどがあります。 

 ６５ページに戻りまして、財源内訳の特定財

源のうち、国県支出金３１億８７１２万１００

０円は障害福祉サービス給付事業に対する国県

支出金などで、その他８１９万８０００円は地

域生活支援事業等に対する氷川町からの負担金

です。 

 ６６ページをお願いいたします。 

 目５・国民年金費では４０４７万２０００円

を計上しており、前年度に比べ５４５万１００

０円の増額となっております。 

 説明欄の２つ目、年金事務事業４２万５００

０円は、国民年金事務に要する事務用品や郵便

料が主なものです。 

 なお、財源内訳の特定財源のうち、国県支出

金３２４８万４０００円は、年金の資格取得や

喪失等の各種受付を行う法定受託事務や年金相

談、口座振替の促進、制度の周知・啓発等を行

う協力・連携事務等の事務に対する国庫支出金

です。 

 ６７ページをお願いいたします。 

 項２・児童福祉費、目１・児童福祉総務費で

７億７７１１万円を計上しており、前年度に比

べ３６５６万１０００円の増額となっておりま

す。 

 説明欄の中ほど、ひとり親家庭等自立支援対

策事業２４０２万１０００円は、母子・父子自

立支援員が、独り親家庭等の相談に応じるとと

もに、生活の安定につながる資格取得を促進す

るためのひとり親家庭高等職業訓練促進給付金

や主体的な能力開発を支援するためのひとり親

家庭自立支援教育訓練給付金を支給し、独り親

家庭等の経済的自立を図るもので、給付金２１

１０万４０００円が主なものです。 

 次の放課後児童健全育成事業は、仕事などで

昼間に保護者がいない家庭の小学校児童の安全

な居場所を確保し、児童の健全育成と保護者の

仕事と子育ての両立を図る目的で、放課後児童

クラブの運営を委託するものです。 

 事業費３億４８８４万６０００円は、増加す

る利用児童に対応するため、鏡・千丁校区にお

いて２クラブ、これまで未設置の郡築校区にお

いて１クラブを令和６年度に追加し、計３８ク

ラブに対し、委託を行うこととしており、その

委託料が主なものです。 

 説明欄の下から４つ目、子育て世帯訪問支援

事業２５８万円は、訪問支援員が家事・育児等

に対し不安や負担を抱える子育て家庭や妊産婦

等を訪問し、不安や悩みの傾聴及び家事・育児

等の支援を行うことにより、安心した出産や安

定した育児につながり、子供の安心・安全な生

活を確保するもので、訪問支援事業所等に対す

る委託料です。 

 次の出産・子育て応援事業７３６４万６００

０円は、妊娠期から子育て期まで一貫した相談

に応じる伴走型相談支援を行うとともに、出産

育児関連用品の購入や子育て支援サービスの利

用等における負担軽減を図るため、妊娠届出時

及び出生時に経済的支援を行うものです。妊娠

届出時の面談実施後に妊婦に５万円、また、出

生後の乳児家庭全戸訪問等での面談実施後に子

供１人当たり５万円を給付することとしてお

り、給付金７０００万円が主なものです。 

 次の子ども食堂応援事業１０５万円は、子供

等に無料または低額で食事を提供する民間のボ

ランティアによる取組である子ども食堂を運営
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する団体に対し、補助金を交付するもので、１

団体当たり１５万円の７団体を予定しておりま

す。 

 財源内訳の特定財源のうち、国県支出金３億

７０８１万８０００円は、主に放課後児童健全

育成事業に対するもので、その他４１２４万７

０００円は、主に八代市出産祝い金給付事業に

対するふるさと八代元気づくり応援基金繰入金

です。 

 ６８ページをお願いいたします。 

 目２・児童措置費で２３億８４５５万９００

０円を計上しており、前年度に比べ９７９２万

円の減額となっております。 

 説明欄の１つ目、児童手当事業１７億１８８

２万円は、中学校卒業までの児童を養育してい

る保護者等に対し、児童の年齢等に応じた手当

を支給するものです。 

 次の、児童扶養手当事業６億６５７３万９０

００円は、離婚などによる独り親家庭の父母等

に対して手当を支給するものです。 

 なお、財源内訳の特定財源のうち、国県支出

金１６億８２９１万１０００円は児童手当事業

及び児童扶養手当事業に対するものです。 

 続きまして、目３・保育所費で６３億７６８

７万２０００円を計上しており、前年度と比べ

２億８５６２万円の増額となっております。 

 説明欄の２つ目、公立保育所運営事業３億７

８５万９０００円は公立保育園８園の運営経費

で、保育士等の会計年度任用職員の報酬等１億

８９５４万円、５つの園の給食業務委託料２７

８５万２０００円のほか、宮地さくら保育園乳

児室の空調設備改修工事費５２２万８０００円

や高田あけぼの保育園の雨漏り対応工事費４８

０万４０００円、郡築しおかぜ保育園の給食室

床の改修等工事費３６７万９０００円などで

す。 

 ４つ飛びまして、私立保育所保育事業４１億

５５５５万８０００円は、市内の私立保育所４

３園及び市外の私立保育所への給付費４１億５

１５万２０００円と、医療的ケアが必要な園児

を受け入れるため看護師を雇用する私立保育所

への補助金１０５８万円、保育士の業務負担軽

減を目的とした保育補助者の雇用に対する補助

金３２６２万６０００円、私立保育所１２園に

おけるＩＣＴ化を推進するための補助金７２０

万円などです。 

 ２つ飛びまして、施設型給付事業９億３６４

１万７０００円は、幼稚園と保育所の機能を併

せ持つ認定こども園等への給付費９億２５００

万７０００円と保育補助者の雇用に対する補助

金１１４１万円です。 

 次の地域型保育給付事業９４８９万７０００

円は、小規模保育事業所のありんこ園、リス託

児所、事業所内保育事業所のプチとまと等への

給付費です。 

 ２つ飛びまして、幼児教育・保育助成事業５

８９９万円は、私学助成幼稚園や認可外保育施

設等への施設等利用給付費と本市独自の施策で

ある第３子以降の副食費及び認可外保育施設を

利用するゼロ歳から２歳児の保育料を無償化す

るための補助金を交付するものです。 

 次の私立保育所施設整備事業１億６９７１万

３０００円は、私立保育所における耐震化等に

伴う改築等に要する経費の一部を助成するもの

で、千丁町のあけぼの保育園が令和５年度から

の２か年計画で実施されている建て替え工事に

係る令和６年度分の事業費に対する補助金で

す。 

 財源内訳の特定財源のうち、国県支出金３８

億６５１４万５０００円は私立保育所保育事業

に対するものなどで、地方債５３７０万円は私

立保育所施設整備事業に係る合併特例債で、そ

の他３８５９万円は公立保育所運営事業に対す

るふるさと八代元気づくり応援基金繰入金など

です。 

 ６９ページをお願いいたします。 
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 上の表で、項３・生活保護費、目１・生活保

護総務費で２億８６８万７０００円を計上して

おり、前年度に比べ２１２６万５０００円の増

額となっております。 

 説明欄の２つ目ですが、生活保護事業２９９

７万円は、生活保護事業の適正実施のために必

要な事務や職員研修、被保護者の就労準備支援

事業などに要するものです。 

 また、財源内訳の特定財源のうち、国県支出

金１２８０万６０００円は、生活保護面接相談

員等の任用経費や就労準備支援事業などに係る

国庫支出金です。 

 最後に、目２・扶助費で３０億６８９３万円

を計上しており、前年度に比べ１億３７７５万

１０００円の増額となっております。 

 説明欄の生活保護費給付事業では８種類の扶

助費を支給しており、そのうち医療扶助費が最

も多く１７億９６１８万１０００円、そのほ

か、生活扶助費が６億５４０１万３０００円、

住宅扶助費が３億７３７７万８０００円などと

なっております。 

 財源内訳の特定財源のうち、国県支出金２３

億１０５８万円は生活保護扶助費に係る国県支

出金で、その他２７５２万１０００円は生活保

護費の返還金です。 

 以上で民生費の説明を終わります。御審議の

ほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（橋本徳一郎君） 幾つかありますが、

まず、成年後見人制度利用促進事業があります

けども、これの成年後見人の実績を、まず、教

えていただけますか。利用状況をですね。 

○委員長（成松由紀夫君） 誰が答えますか。 

○高齢者支援課長（成年後見支援センター所長

兼務）（久保祝子君） 高齢者支援課の久保で

す。よろしくお願いします。 

 議員お尋ねの、今、成年後見の実情、――す

いません、手元になくて、おおよその数字で１

９０人ぐらいが計画の中で、今、成年後見人等

が就任されているという説明になります。 

 以上です。 

○委員（橋本徳一郎君） その１９０名程度と

いうことなんですが、実際、それで事足りてる

のか、現場としてもっと必要、――制度を広げ

ていかないといけないのかと。促進というふう

に書いてあるんでまだ拡大する必要があるんだ

と思うんですけど、どの程度まで必要なのかと

いう見通しは分かりますかね。 

○高齢者支援課長（成年後見支援センター所長

兼務）（久保祝子君） すいません、はっきり

した数字のほうは、今現在、分かっておりませ

ん。 

 ただ、認知症の方や障害者の方の数を考えま

すと、今から増やしていく必要があると思って

おります。ただ、後見人の数が少ない現状です

ので、市民後見人とかですね、要請をいたしま

して、担い手確保のほうを努めていきたいと考

えているとこです。 

 以上、お答えとします。（委員橋本徳一郎君

「分かりました」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですね。 

 ほかにございませんか。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（田

中かおり君） 説明の中で、すいません、６４

ページの３、社会福祉対策費のところで、説明

欄の２つ目、シルバーワークプラザ管理運営事

業につきまして、シルバーワークプラザ八代の

管理運営費で、令和６年度は空調設備改修工事

１８８７万１０００円を計上しておりますと申

し上げるところを令和４年度と申し上げました

ので、正しくは令和６年度の空調設備改修工事

のことでした。 

○委員長（成松由紀夫君） 発言の修正ですね。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（田
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中かおり君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） 承知しました。 

 ほかにございませんか。 

○委員（大倉裕一君） 今のシルバーワークプ

ラザ管理運営事業の件で、すいません、最後に

令和６年度末に譲渡予定というような御説明だ

ったと思いますけども、無償譲渡とおっしゃっ

たと思うんですけど、どういった経緯があって

こういう無償譲渡という形になったんでしょ

う。有償じゃない理由等も含めてお願いをした

いと思います。 

○高齢者支援課長（成年後見支援センター所長

兼務）（久保祝子君） 高齢者支援課、久保で

す。 

 委員お尋ねの、シルバーワークプラザ八代

の、すいません、無償譲渡の件でございます

が、長らく、平成１３年に建設しましてからシ

ルバー人材センターのほうと譲渡について検討

してきましたところ、今年度になりましてシル

バー人材センターのほうに協議に参りましたと

ころ、譲渡について理解をしてもらってる状態

となっております。 

 無償譲渡については、もともとシルバーワー

クプラザがシルバー人材センターの建物として

建てているところでございますので、無償譲渡

を考えているとこです。 

 無償譲渡につきましては、令和７年３月の定

例会のほうでシルバーワークプラザ八代の条例

及び無償譲渡については皆さんにお諮りする予

定としているところです。 

 以上、説明とします。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） 後で聞きます。改め

て。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですね。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（橋本徳一郎君） 子育て世帯訪問支援

事業で、ヤングケアラー等というふうなことも

あるんですけど、ヤングケアラー、――子育て

だけじゃなくて介護方面も、結構、この予算の

趣旨とは変わるかと思うんですけど、介護方面

でもですね、ヤングケアラーが非常に多いとい

うふうに聞いてるんですね。こういったものの

支援策とかいうのは、今はちょっと質問という

形にはなりませんけど、意見として介護方面で

のですね……。 

○委員長（成松由紀夫君） 意見。 

○委員（橋本徳一郎君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） 大きい声で。 

○委員（橋本徳一郎君） 意見。介護方面での

ヤングケアラーというのも非常に大きなところ

はあります。それについても支援事業という

か、そういう形に対しても支援していただくと

いうのは必要かなというふうに思いますので、

検討をお願いしたいと思います。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（堀口 晃君） 地域生活支援事業につ

いてお尋ねなんですが、先ほどの説明の中にお

いてもいろんな相談支援という部分がありま

す。その中に相談支援事業ということで１７４

６万５０００円、基幹相談支援センター事業と

いうことで２７３６万８０００円、相談支援の

これと基幹支援の違いとは何なんですかね。 

○障がい者支援課長（障がい者虐待防止センタ

ー所長兼務）（吉田 浩君） おはようござい

ます。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）障がい者支援課、吉田です。 

 まず、委託相談支援事業と申しますのは、障

害者相談支援事業のほうに何種類かございまし

て、八代市のほうが地域生活相談支援センター

すまいるというところと、かんねさこ荘のほう

に委託をしております。 

 また、市外――氷川町のほうになりますが、



 

－18－

そちらのほうにも風舎という名称で委託をして

おりまして、そちらのほうの委託相談につきま

しては広く相談業務を受けるということになり

ます。これは障害のある方ない方問わず、まず

は受け入れるというのが委託相談になります。 

 基幹相談支援センターと申しますのは、本年

４月１日から稼働するということになっており

ますが、こちらにつきましては、障害者の相談

支援専門員というのがおりますが、相談支援員

へのバックアップ、こちらのほうを主に行って

いくという形になっております。 

 当然、バックアップだけではなくて、障害の

ある方もそちらのほうは当然広く受入れは行い

ますが、幅広く受け入れる委託相談と相談支援

専門員へのバックアップを主に行っていく基幹

相談支援センターというふうに色分けをしてお

ります。 

 以上です。 

○委員（堀口 晃君） 分かりました。今、説

明でよく分かりました。 

 その中に、障害者相談支援事業委託の中に債

務負担行為がございますよね。令和６年から８

年までというのの中に。この分の障害者相談支

援事業の委託について、債務負担行為がなぜ発

生するのかなというようなところが、ちょっと

お聞かせいただきたい。 

○障がい者支援課長（障がい者虐待防止センタ

ー所長兼務）（吉田 浩君） 委託相談の部分

につきましては、現在、本課のほうで見直しを

行っております。 

 その中で、委託相談が、現在、先ほど３か所

に委託するというふうに申し上げたところなん

ですが、現在、どうしても３か所では足りない

という部分がございます。例えば、地域包括支

援センターにつきましては、６か所の包括支援

センターに委託を行いまして、八代全域を担っ

ております。 

 一方で、委託相談の場合は現在３か所で全域

を担うということになります。そうなります

と、１か所への委託相談の業務が非常に負荷が

大きいということになりますので、その部分を

４か所に分けるというふうに考えております。 

 そういうことを行う中で、委託相談への均等

化と負担軽減という部分を考えておりますの

で、今回、債務負担行為を設定いたしまして、

その期間で委託相談のほうの業務の見直しを行

うというふうに予定しております。 

 以上です。（委員堀口晃君「はい。分かりま

した」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） いいですか。 

○委員（堀口 晃君） よかです。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（大倉裕一君） 障がい児通所支援事業

のことなんですけども、利用回数を増やしてほ

しいというような方々がやっぱり市民の中にい

らっしゃいますよね。増やしたいけども受皿の

施設がなかなかないんですよというようなとこ

ろも一つの課題としてあるんではないかという

ふうに思ってるんですが、その辺りをうまくマ

ッチングしたり解消したりとかっていうような

取組をどのように令和６年度進めていこうとさ

れているのかというところをお聞かせくださ

い。 

○障がい者支援課長（障がい者虐待防止センタ

ー所長兼務）（吉田 浩君） 障がい児通所支

援事業につきましては、現在、私どものほうで

も、部長からもありましたが、第７期の障がい

福祉計画、第３期の障がい児福祉計画、こちら

のほうでどれくらいの受入れができるのか、ま

た、幾つの応募事業者が、今回、枠を拡大する

ことができるのか、そういった部分のほうの調

査も行っております。その中で、まず、事業所

のほうも増やす必要性というところを認識して

おります。 

 加えて、委員からもありました利用回数が少
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ないという部分につきましては、その辺りも私

どもも改善の余地は当然あると考えておりまし

て、利用回数につきましては、現在、事業所、

相談支援事業所とも意見交換を行いながら、受

入れのキャパを増やすといいますか、柔軟的な

運用を図ることで、幼稚園、保育園、――いわ

ゆる未満児さん、５歳程度から小学校３年生ぐ

らいまで、こちらにつきましてはより手厚い療

育訓練が必要ではないかということで、その部

分見直したいというふうに検討を行っていると

ころでございます。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですね。 

○委員（大倉裕一君） いいです。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（橋本隆一君） ６７ページの放課後児

童健全育成事業、――いわゆる放課後児童クラ

ブについてですけれども、次年度増設されると

いうことですが、これで待機児童ですかね、の

解消が図れるのかというのと、それから、私は

今年ですかね、質問させていただきましたが、

いわゆる夏休み等の長期の利用についての開所

ができるのか、その見込みをどうされているの

かってお願いしたいんですけど。 

○こども未来課長（橋口伸一君） こども未来

課の橋口でございます。 

 委員御質問のですね、待機児童の解消と夏休

みでの利用のですね、ニーズに対する対応でご

ざいますが、まず、先ほどもお話、次長のほう

からありましたように、３か所児童クラブのほ

うを増やすこととしております。そこで、各ク

ラブのほうにですね、今の状況でどのくらい待

機児童がいるか確認しましたところ、昨年の１

９人に対しまして、本年度は７名まで減ってい

るところでございます。まだ入所までお時間が

ございますので、待機児童の解消に向けてです

ね、各クラブのほうに協力のほうを求めている

ところでございます。 

 それと、夏休みの児童の受入れにつきまして

でございますが、この点につきましても、既存

のクラブに、３か所増やしたこともあり、既存

のクラブのほうでの受入れのほうをお願いして

いるところでございます。 

 以上、お答えといたします。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（橋本隆一君） お願いしているという

ことでございますが、見込みとしては可能なの

かという。 

○こども未来課長（橋口伸一君） 夏休みの件

でございます。見込みとしては今のところその

ようなふうに、見込みが達成されるというふう

に考えております。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（橋本隆一君） はい。ありがとうござ

いました。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（大倉裕一君） 子ども食堂応援事業の

ことでお尋ねしたいと思います。 

 補正予算では、食事提供の回数に応じて補助

金の額が、差別つけしてあったと思うんですけ

ど、今回のこの予算でいきますと１５万円の７

団体という、何か新たな支給の仕方に変わった

のかなというふうに思うんですが、変わってる

のか変わってないのか、今までのやり方と同じ

なのか、その辺りをお聞かせいただきたいと思

います。 

○委員長（成松由紀夫君） 誰が答えますか。 

○こども未来課長（橋口伸一君） 委員御質問

のですね、本年度の補正予算の部分との回数に

応じての金額に変更はございません。 

 まず、年間４回から１０回で５万円、１１回

から２０回で１０万円、２１回以上で１５万円

という形としております。 

 以上でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですね。 
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○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（堀口 晃君） 先ほどですね、冒頭に

福本部長のほうからありまして、子育て支援で

あったりとか高齢者支援、障害者サービス、生

活困窮、保健・衛生的な部分で総括の部分でお

話があったんですが、その一番最初にですね、

子育て支援ということで、今、少子化というふ

うな部分の対策について非常に多くのメニュー

があると思うんですけども、今年度、特にこの

少子化対策についてここを重点的にやってるん

だという、こんなところがちょっとお聞かせい

ただければと思うんですけども。ここに予算を

つけて少子化対策を今されているというような

ところをお聞かせいただければと思うんです

が。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（福本桂

三君） 子育て支援については全体的に予算を

拡充してしているところなんですが、ポイント

としましては保育料の完全無償化、昨年９月か

らやっている部分がですね、ここは歳入のほう

が一番関わってくる部分なんですね。歳入の減

という部分の中でそれを補塡するという部分の

中で重点的に予算をつけている。 

 それと、先ほども言いましたとおり、放課後

児童クラブ、――待機児童がやっぱり発生して

おりますので、その校区については集中的に、

３つの校区なんですけども、新たに３つの校区

に児童クラブを増やしたと、こういう点がポイ

ント的にはあります。 

○委員（堀口 晃君） なるほど。ありがとう

ございます。 

 様々な支援というようなところがあって、本

当ありがたいなと思ってるところなんですが、

今回の出産についても出産子育て支援というよ

うな部分があって、７００人という上限という

か、増えればね、また補正をされるんでしょう

けども、当面、今、前年度は過去最低であった

というような話を聞いてるところなんでね、も

しかすると７５０とかね、８００とかというふ

うになってほしいわけなんですけども、そこに

ついては７００人を一応設定されてるというこ

とでよかっですかね。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（福本桂

三君） なかなかですね、設定の仕方というの

が難しゅうございますけれども、全体的にはで

すね、やっぱりコロナの影響かどうかなんです

けども、やっぱり出生が上がってこないという

のが現状です。 

 そういう部分の中でですね、八代が子育てに

選ばれるまちということをＰＲすることで、出

生率を高め、外からも呼んでくるという部分の

中で、いろいろなＰＲを、今後、市内外にした

いと考えております。（委員堀口晃君「はい。

分かりました」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですね。 

 ほかにございませんか。 

○委員（大倉裕一君） 地域型保育給付事業の

ところですけども、重度障害児の方を預かった

りとかされてる園もあるんではないかなと思う

んですが、そういったところへの加算という形

での補助ができないんでしょうか。 

 法的なところは、重度障害の方を預かった場

合には加算というような形で、多分、給付の対

象になってると思うんですけど。 

○こども未来課保育係長（石本裕美君） こど

も未来課の石本です。よろしくお願いします。 

 委員お尋ねの地域型保育事業についてですけ

れども、３歳未満児の子供を預かる保育施設に

なりまして、重度の障害者、あと、軽度の障害

者がいる場合にはほかの事業費でですね、障害

児保育事業というのがあります。そちらのほう

で市の補助金としてお支払いをしているところ

です。 

 以上です。 
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○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） 加算金があるというこ

とですね。分かりました。また担当課のほうで

お話をさせていただきたいと思います。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（橋本隆一君） すいませんね。ちょっ

と気になってしようがないんですけど、金婚夫

婦等表彰事業が６４ページに載ってますね。案

内はなかったんですが、その中で、会場使用料

が１１万４０００円ありますよね。ちょっと１

１万４０００円も要るのかなあというのがちょ

っとあって、それをちょっと御説明いただけれ

ば。気になっているもんですから、よろしかっ

たらよろしくお願いします。 

○高齢者支援課長補佐兼高齢福祉係長（窪田智

昭君） 高齢者支援課の窪田です。よろしくお

願いします。 

 今、委員御質問の金婚夫婦表彰事業に関する

会場使用料ですが、こちらは、例年、コロナ禍

のときは若干縮小した兼ね合いもあって使って

なかったんですが、例年、会場のほうが桜十字

ホールやつしろのほうの市民ホールを活用させ

ていただいております。 

 こちらの会場使用料が、まず、式典自体は短

いんですが、前日の準備ですね、から入りまし

て、前日の午後から準備をしまして、当日、午

前中いっぱいを借りていますと、当日に関しま

してはその市民ホールだけではなくって写真撮

影のためのホールであったりとかですね、そう

いったところも、駐車場の兼ね合いもあって全

館一応貸し切るような形としておりますことか

ら、金額のほうが通常よりもちょっと高くなっ

ているということになっております。 

 以上、お答えといたします。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（橋本隆一君） 理解できました。あり

がとうございました。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○高齢者支援課長（成年後見支援センター所長

兼務）（久保祝子君） 高齢者支援課の久保で

す。 

 先ほど説明しました八代市シルバーワークプ

ラザ八代の竣工が平成１８年と申しましたが、

平成１３年の誤りでした。竣工からもう２３年

経過しておる現状です。すいません。 

○委員長（成松由紀夫君） 発言の修正ですね。 

 ほかにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。ありませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で、

第３款・民生費についてを終了します。 

 執行部入れ替わりのため小会します。 

（午前１１時２９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時３０分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、歳出の第４款・衛生費について、健康

福祉部から説明願います。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（梅

野展文君） 健康福祉部、梅野でございます。

着座にて失礼いたします。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（梅

野展文君） それでは、健康福祉部所管のう

ち、款４・衛生費につきまして、議案第４号・

令和６年度八代市一般会計予算を使って、御説

明いたします。 

 ５ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算の歳出でございます

が、款４・衛生費につきましては、全体で４９
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億８３０７万３０００円の計上となっており、

前年度と比較して６億６３７７万７０００円の

増額となっております。 

 さらに、その衛生費中、健康福祉部所管分と

しましては、項１・保健衛生費１８億７５２２

万６０００円のうち１７億６７９５万４０００

円で、前年度比７０２０万円の増額となってお

ります。 

 その増額の主なものとしましては、後ほど御

説明いたします、こども医療費助成事業による

増や八代医療圏域における地域医療の確保・維

持を目的に実施いたします、地域医療支援事業

による増、また、熊本県後期高齢者医療広域連

合からの受託事業として実施しております、健

康保持増進事業予算の後期高齢者医療特別会計

から一般会計への移行に伴うものでございま

す。 

 それでは、歳出の主な事業につきまして御説

明いたします。 

 ７０ページの表の左上をお願いいたします。 

 款４・衛生費、項１・保健衛生費、目１・保

健衛生総務費で１４億１７９４万７０００円を

計上いたしております。前年度に比べ１億１２

６８万２０００円の増額となっております。 

 一番右側、説明欄を御覧ください。 

 上から２つ目の保健センター管理運営事業１

８５２万８０００円は、市民の健康づくり及び

健康に関する情報発信拠点として保健事業を実

施しております八代市保健センターの管理・運

営を行うもので、屋上の防水工事９６２万５０

００円が主なものでございます。 

 次の千丁健康温泉センター管理運営事業４４

０７万２０００円は、温泉施設を活用した健康

づくりの場の提供を行い、市民の健康を保持・

増進し、福祉の向上を図るもので、燃料費１２

１７万円、光熱水費５６４万４０００円、温泉

受付業務委託料７５２万８０００円、温泉管理

業務委託料１６４３万４０００円が主なもので

ございます。 

 次の不妊治療助成事業４５１万１０００円

は、令和４年度からの不妊治療の保険適用に伴

い、治療を受ける夫婦に対して、保険適用後の

自己負担額を引き続き助成することで、経済的

負担の軽減を図り、安心して子供を産み育てる

環境づくりを推進するものでございます。 

 次の妊産婦健康支援事業７１９７万６０００

円は、安心して出産・育児ができるよう、母子

健康手帳の交付や妊婦健診、保健指導などを行

うもので、１人当たり最大１４回の妊婦健診に

係る熊本県医師会への委託料６９３３万８００

０円が主なものでございます。また、歯周病に

よって、早産や低体重児出産のリスクが高まり

ますことから、妊婦歯科健診を実施し、胎児の

健全な発育を図っております。 

 次の養育医療給付事業１２３２万３０００円

は、母子保健法に基づき、身体の発育が未熟な

状態で生まれた子供が指定医療機関において、

生後速やかに適切な処置を受けられるよう、入

院治療を行う場合に医療費の自己負担分を助成

するものでございます。 

 次の乳幼児健康支援事業２４５７万４０００

円は、乳幼児の健康の保持・増進を目的に生後

４か月までの乳児家庭全戸訪問、４か月児、７

か月児、１歳６か月児、３歳児のそれぞれの健

診、こども発達相談などを行っており、事業に

係る会計年度任用職員の報酬８０１万５０００

円、八代市・郡医師会への健診委託料５７５万

３０００円が主なものでございます。 

 次のこども医療費助成事業５億６５７３万９

０００円は、子供の疾病の早期治療を促進し、

その健康の保持と健全な育成を図るとともに、

保護者の経済的負担を軽減するため、ゼロ歳か

ら高校３年生相当の１８歳までの医療費自己負

担の全額を助成するものでございます。前年度

と比較して、受診件数の増加により、５７６０

万８０００円の増額といたしております。 
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 次の初期救急医療推進事業４１２６万３００

０円は、休日や夜間の突発的な疾患に対応する

ため、休日在宅当番医制や夜間救急センターの

診療委託を行い、初期救急医療体制の充実を図

るものでございます。 

 次の二次救急医療支援事業１４６７万７００

０円は、手術や入院が必要な重症患者の救急医

療に対応するため、八代圏域において実施され

ている二次救急について、その指定を受けた病

院が休日や夜間に当番制で救急患者を受け入れ

診療を行う、病院群輪番制の病院の運営に要す

る経費の一部を補助することで、市民に迅速な

医療の提供を行うものでございます。 

 次に、１つ飛びまして、歯科保健推進事業６

２５万２０００円は、市民の歯や口腔の健康づ

くりを推進するため、乳幼児健診等における歯

科健診や歯科指導、また、やつしろ歯の祭典の

開催や歯科健康教育により市民に啓発を行い、

虫歯や歯周病等の歯科疾患の予防を図るもので

ございます。 

 次に、１つ飛びまして、健康増進事業１億１

９６万６０００円は、青壮年期からの健康づく

りや生活習慣病の発症予防・重症化予防を行う

ことにより健康寿命を延ばし、市民の健康の保

持・増進を図るもので、生活習慣病予防講演会

の開催等の健康教育や市民からの健康に関する

相談、胃がん、肺がん、大腸がん等の各種がん

検診などを実施するものでございます。がん検

診等の委託料７４０４万円が主なものとなって

おります。 

 次に、１つ飛びまして、フッ化物洗口事業４

６０万６０００円は、子供の歯及び口腔の健康

保持・増進を図るため、保育園、幼稚園、小中

学校において、希望者に対し、フッ化物洗口液

を用いたうがい等により歯のエナメル質を強化

し、虫歯予防を促すものでございます。 

 次の地域医療支援事業２３９９万１０００円

は、八代医療圏域における地域医療の確保・維

持を行うもので、主なものといたしましては、

先ほど、議案第１号・令和５年度八代市一般会

計補正予算の中で御説明いたしました、熊本労

災病院の新棟建設に伴う災害時の負傷者等受入

スペースなどの整備に対する本市の令和６年度

負担分１８６２万円、また、本年１月末で熊本

大学から熊本労災病院への産科医師の派遣が中

止されたことを受け、産科医の育成及び人材確

保といった八代圏域における安定的な周産期医

療体制の構築支援のため、八代医療圏域から熊

本大学への寄附金５００万円がございます。 

 次の健康づくり応援ポイント事業６９万８０

００円は、健康意識を高めることにより、市民

の健康的な生活習慣の確立を図ることを目的

に、市民の健康づくりへのきっかけをつくり、

楽しみながら継続した健康づくりを推進するた

め、特定健診やがん検診などの受診や日頃から

の健康づくりへの取組等に対してポイントを付

与し、目標ポイントを達成し、応募した参加者

に抽せんで賞品を贈呈するものでございます。 

 次の産後ケア事業９２４万４０００円は、産

婦の産後鬱や新生児の虐待を予防し、安心して

子育てできるよう支援を図るもので、産後間も

ない産婦の心身の状態を把握するための産婦健

診と産科医療機関等への宿泊や日帰りの通所、

助産師による訪問により心身のケアや育児サポ

ートなどを行う産後ケアを実施するものでござ

います。 

 次の子育て世代包括支援センター事業３６７

万６０００円は、妊産婦及び乳幼児の実態を把

握し、妊娠、出産、育児に関する各種相談を継

続して実施するもので、来月予定しております

こども家庭センターの開設に伴い、児童福祉と

連携し、妊産婦及び乳幼児、子育て世帯に対

し、包括的な支援を実施するものでございま

す。 

 次の健康保持増進事業２７７３万５０００円

は、後期高齢者を対象に、生活習慣病を早期に
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発見し、適切な医療につなげるための健診や誤

嚥性肺炎等の重症化予防を目的とした歯科口腔

健診を熊本県後期高齢者医療広域連合からの受

託により実施するもので、八代市医師会等への

健診委託料２６５８万３０００円が主なもので

ございます。 

 なお、広域連合からの通知により、令和６年

度より、現在の後期高齢者医療特別会計での予

算計上から一般会計における計上へと移行いた

しております。 

 次の特別会計繰出金事業（診療所）２７６３

万６０００円は、泉地域の椎原、下岳、歯科の

３つの診療所の運営に係る経費の不足分を診療

所特別会計へ繰り出すものでございます。 

 ７１ページをお願いいたします。 

 上から３番目の企業会計操出金事業（簡水）

１億４０２０万円は、八代、坂本、東陽、泉地

区における簡易水道事業に対して、職員の人件

費や企業債償還金の一部を簡易水道事業会計へ

繰り出すものでございます。 

 申し訳ございませんが、１ページ前の７０ペ

ージにお戻りいただきまして、表の中央の上

段、本年度予算額の財源内訳の特定財源のう

ち、国県支出金６７３１万１０００円はこども

医療費助成事業や養育医療給付事業に対する国

庫支出金や県支出金、地方債２５８０万円は地

域医療支援事業や保健センター管理運営事業へ

の公共事業等債や合併特例債、その他５億７１

３２万４０００円はこども医療費助成事業や健

康保持増進事業に対するふるさと八代元気づく

り応援基金繰入金や熊本県後期高齢者医療広域

連合からの健康受託事業収入などでございま

す。 

 続きまして、再度、７１ページをお願いいた

します。 

 目２・予防費では３億６９８６万９０００円

を計上いたしております。前年度に比べ４５５

９万６０００円の減額となっております。 

 説明欄を御覧ください。 

 各種予防接種事業では３億６８９３万３００

０円を計上いたしております。主なものといた

しましては、個人の病気の発症、重症化を防止

するためのＢ類疾病予防接種として、６５歳以

上の高齢者に対するインフルエンザや肺炎球菌

の定期接種に９９８７万５０００円、病気の発

生及び集団での蔓延を防止するためのＡ類疾病

予防接種として、麻疹・風疹混合、日本脳炎な

どの定期接種に２億５２３１万９０００円、そ

の他、こどもインフルエンザ予防接種任意接種

への助成に４２５万１０００円がございます。 

 最後に、新型コロナウイルス予防接種健康被

害給付金事業９３万６０００円は、新型コロナ

ウイルスワクチン接種の副反応による健康被害

に対する国の予防接種健康被害救済制度の給付

金で、医療費及び医療手当給付分を見込んだも

のでございます。また、今後、死亡一時金等の

認定があった場合につきましては、随時、対応

してまいりたいと考えております。 

 表の中央、本年度予算額の財源内訳の特定財

源といたしまして、国県支出金２５１万８００

０円がございます。 

 なお、新型コロナウイルスワクチン接種関係

につきましては、後ほど所管事務調査内におき

まして御報告をさせていただくことといたして

おります。 

 以上で、健康福祉部所管分の衛生費の説明を

終わります。御審議のほど、よろしくお願いい

たします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（橋本隆一君） すみません、母子健康

手帳についてお尋ねしたいんですが、母子健康

手帳の交付の状況なんですけれども、私は母子

健康手帳アプリの推進をお願いしたんですが、

今の母子健康手帳アプリの状況と、発行される
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ときには、一応、全部紙の手帳も出されるの

か、それともアプリは補足的に、ただ、使いた

い方はどうぞって紹介だけなのか、その辺の扱

いはどうされているのかちょっとお聞きしたい

んですが。 

○健康推進課長（子育て世代包括支援センター

所長兼務）（森田克彦君） 健康推進課、森田

です。 

 母子健康手帳アプリの導入につきましては、

現在、アプリの導入は、導入のみでは情報発信

を中心とした機能のみとなるため、マイナンバ

ー等を活用とした個々の情報をアプリに連携す

ることで利便性が向上することから、現在、国

の状況や市のデジタル化の推進に合わせて検討

を進めているところでございます。 

 アプリの導入となりましたときには、紙の母

子健康手帳と手帳のアプリについては併用で使

用するようなことを想定をしております。 

 以上です。 

○委員（橋本隆一君） 理解できました。将来

的なところでまた変わってくるかと思いますけ

ども、よろしく御対応お願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（橋本徳一郎君） ７０ページの、ちょ

っと説明がなかったんですが、精神保健事業で

４４万６０００円ってついてるんですが、これ

はどういったことに使われることなんでしょう

か。 

○健康推進課長（子育て世代包括支援センター

所長兼務）（森田克彦君） 精神保健事業です

が、こころの相談事業を行っております。ま

た、こころの健康づくりの講演会を実施してお

ります。また、ゲートキーパーの養成の講座を

行っているところです。そういった講座ごとに

こころの健康づくりの推進をしているところで

ございます。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（橋本徳一郎君） 相談と学習会が中心

ということですが、もう少し具体的に介入する

ような予算づくりっていうのをしていただけた

らなと思います。要望です。 

○委員長（成松由紀夫君） 要望ですね。 

 ほかにございませんか。 

○委員（橋本隆一君） すいません、御説明は

なかったんですが、衛生費の狂犬病予防対策費

について質問してもよろしいですか。対応じゃ

ない。 

○委員長（成松由紀夫君） どれ。どこ。 

○委員（橋本隆一君） 衛生費の中に、ほら、

狂犬病予防対策費って。 

○委員長（成松由紀夫君） これは担当所管が

違います。 

○委員（橋本隆一君） 違いますね。分かりま

した。すいません。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（橋本徳一郎君） あと、周産期医療体

制構築の寄附金の５００万円ですね、これは一

般質問もさせてもらったんですけども、やっぱ

りちょっと大学に対する寄附という意味でどう

も納得がいかないという部分がありますので、

まず、これ財源が何なのかというのと、５００

万円の寄附で本当に医師の確保が確実なのかと

いうのをちょっと確認したいんですけども。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 健

康福祉政策課の石本でございます。よろしくお

願いいたします。 

 まず、財源ということでございますけれど

も、こちらにつきましては、もう全て一般財源

からのというところになります。（｢氷川町」

と呼ぶ者あり） 

 失礼しました。八代圏域で行うということで

ございますので、本市と氷川町からの負担にな

りますので、氷川町のほうから一部負担をして

いただくということになります。 
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○委員長（成松由紀夫君） 両方一般財源です

か。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 両

方とも、本市も氷川町も一般財源ということに

なります。 

○委員長（成松由紀夫君） 一般財源ですね。

一財です。 

○委員（橋本徳一郎君） この５００万円で、

氷川町と八代市が合わせた金額が５００万円と

いうことですね。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） お

っしゃられるように、本市と氷川町合わせまし

て５００万円というような状況になります。

（｢割合は」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（橋本徳一郎君） 財源については。は

い。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） ５

００万円の寄附で本当に医師の確保につながる

のかという御質問だったと思います。 

 こちらにつきましては、目的としまして、ま

ず、周産期医療の体制を維持するというのが１

点、それから、将来の八代圏域における安定的

な産科医師の確保ということで目的としており

まして、まず来年度、５００万円の寄附をまず

したとしまして、即時、医師の確保につながる

ものということではないというふうに考えてお

ります。 

 熊本大学のほうからいろいろな対応をしてい

ただくことによって、将来的に医師の確保につ

なげていくためのものということで考えている

ところでございます。 

 お答えといたします。 

○委員（橋本徳一郎君） そういうことになれ

ば、医師の養成って入学から一人前になるまで

大体１０年ほど。初期研修が終わって、今、３

年目の専門研修医というところでですね、卒後

の５年間ということなんですよね。卒後５年間

で医師を確保していくということなんで、もう

複数年にわたるということになりますので、こ

れはもう単年度の予算ということではなくなる

ということで理解でいいでしょうか。今後も続

くことになるんじゃないかというふうなちょっ

と予想できるんですけど、その辺どうでしょ

う。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） ま

ずもって、今回の寄附につきましては、令和６

年度、５００万円の寄附ということで開始をす

るというところで考えております。 

 その後につきましては、今の段階では複数年

になるかというところというのはまだ確実なも

のというところではございませんので、熊大等

とも話をしながら考えていくというところで考

えているところでございます。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（福本桂

三君） 今、石本課長からも話があったとお

り、熊大とも協議をしていきますけれども、熊

本県ともですね、協議をしながら方向性を図っ

ていきたいと考えております。 

○委員長（成松由紀夫君） 県と熊大と協議で

すね。よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

○委員（堀口 晃君） 今の関連なんですが、

今、課長おっしゃられた分は、５００万円の内

訳は氷川町と合わせてっていうような話だった

と思うんですが、合わせて５００万円というこ

とで御説明があったような気がしますけど、そ

れよかったですか。 

○委員長（成松由紀夫君） そういうことです

ね。 

○委員（堀口 晃君） 氷川町は幾ら出される

んですか。 

○委員長（成松由紀夫君） 割合で。 

○委員（堀口 晃君） 氷川町と合わせるとな

ると、例えば、氷川町が１００万円出すならば

うちが４００万円で合わせて５００万円という
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ふうなところになるんだろうと思うんで、じゃ

あ、この５００万円はうちが出しますよ、氷川

町はそれ以外にまた出しますよったら５００万

円でいいんですけどね。今、合わせて５００万

円ってお話しいただいたんで。 

○委員長（成松由紀夫君） 内訳ですね。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 先

ほど申しましたように、本市と氷川町で合わせ

て５００万円というところなんですけれども、

氷川町のほうからは８３万１０００円を負担し

ていただくというところでお話をしているとこ

ろでございます。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（堀口 晃君） じゃ、ここに出てくる

部分の５００万円というのは、今、８３万１０

００円を引いた部分がここに予算として出てく

るんではないんですか。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 本

市のほうから５００万円を支出する形を取りま

して、氷川町のほうからは負担金という形で歳

入としてうちのほうが受け入れるというような

ところで予算組みをしているところでございま

す。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（堀口 晃君） 分かりました。歳入で

入ってきて、その歳入した部分を８３万１００

０円を合わせて５００万円ということですね。 

 今回の目的ですよね。医師の確保というふう

なところで、来年度以降、医師の確保ができる

かというと分かりませんと。分からない部分の

中において、果たしてこの寄附が正当なのかど

うかということなんですけれども、なぜ寄附金

というふうな名目になったのかという、何かほ

かに事業というふうな形で５００万をやるなら

ば何かいいんですけど、なぜ熊本大学病院に寄

附という形になったのか、その辺のところをち

ょっと教えていただきたい。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 寄

附金での計上ということでございますけれど

も、大学病院ということではなくて、大学のほ

うへの寄附という形になりますけれども、全国

の国立大学等のほうで、こういった医療に対す

る対応をしていく中でそれぞれの大学が寄附と

いう形で受け入れるというような形になってお

りまして、熊本大学もそうですけれども、全国

の数多くの大学で寄附という形で医師の確保や

医師の教育、養成、医療体制の構築などをして

いただくというような形を取っているというと

ころで、寄附という形で支出をするような状況

でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） 事例にもあるちゅ

うことですね。 

○委員（堀口 晃君） 寄附という形があると

いうようなことなんですが、寄附をして、医師

の確保というようなことが確約されてないのに

もかかわらず、その５００万円を出す意義とい

うのはどこにあるんですかね。ほかの市町村に

ついてはそういう事例があるんですかね。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） ほ

かの市の事例等もあるかということでございま

すけれども、まず、熊本県では周産期医療に対

する市町村の寄附というのは今のところ聞いて

おりません。 

 しかしながら、全国の例としまして申し上げ

ますと、広島県の東広島市から広島大学に対し

まして寄附が行われております。こちらは２２

００万円ということでですね、寄附が出されて

いる実例がございます。その他、広島県の福山

市から岡山大学へ、岡山県井原市から同じく岡

山大学へ、青森県の三沢市から弘前大学へとい

うことで、市のほうからもですね、周産期医療

においても寄附が出されている実例がございま

す。 

 周産期医療以外の分野におきましても、地域

医療や小児、呼吸器、消化器、循環器、新興感

染症などですね、様々な分野において全国の多
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くの地方公共団体がですね、大学等に対して寄

附という形で実施をしているというような実例

がございます。 

 以上、お答えいたします。 

○委員（堀口 晃君） じゃあ、前段の、医師

の確保ができるかどうか分からないのにもかか

わらず寄附する必要があるかというのはお答え

いただけますか。もう一回言いましょうか。い

いですか。 

○委員長（成松由紀夫君） もう一回言います

か。 

○委員（堀口 晃君） もう一回言いましょう

か。 

○委員長（成松由紀夫君） はい。 

○委員（堀口 晃君） 医師が確保できるかで

きないか分からない状況の中で、５００万円を

やって、５００万やったなら確実に医師が確保

できるということは分からないんですよね。分

からない状況の中で寄附というのは正当なこと

なんでしょうかね。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 先

ほど申しました、まず、初年度と申しますか、

来年度５００万円の寄附を始めて、この始めた

段階ですぐに医師の確保にはつながらないので

はないかというふうに考えているところです

が、こちらにつきましては、まだ詳細な――い

わゆる協議等につきましてはですね、まだ予算

等が確保できている状況ではございませんの

で、詳細を熊本大学と現段階において詰めたお

話ができているわけではございませんので、そ

ういう点からも、令和６年度当初の段階で医師

が確保できるかは、まだ今のところ分からない

というようなところでございます。 

○委員長（成松由紀夫君） 大学と県と協議で

すね。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） は

い。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（福本桂

三君） この寄附についてはいろいろ異論もあ

るかと思いますけども、本市としましては、何

も行動を起こさないという部分の中で周産期医

療は消えてしまうという部分の不安がありま

す。そういう中で、当然、熊本大学へは寄附と

ともに要望も行っていきます。要望だけという

ことではなかなか難しい面もありまして、そこ

にプラスアルファの行動が必要というふうに考

えております。そういう寄附の中で、支援を求

めるための寄附は一つの手法でございまして、

多くの自治体で使われている手法でございまし

て、それが医師確保の一定の成果も上がってい

る状況でございます。今後、出産されるお母さ

んとか里帰りされる方々が安心してですね、八

代で出産できるように考えた一つの手法でござ

います。 

 今後につきましては、熊大に対しましては、

予算が認められれば寄附を行うとともに、強く

要望も行っていきます。よろしくお願いしま

す。 

○委員（増田一喜君） いろいろと説明されま

すけれども、要するに私が理解したところは、

熊大に対してですね、八代圏域において周産期

医療の体制を構築していただきたいと。そのた

めに寄附をいたしますということでしょう。そ

の中にはお医者さんの選定もあるでしょう。ほ

かにもいろいろあるでしょう。そのための寄附

であると。医師を確保するためだけの寄附ちゅ

うわけではないわけでしょう。私はそういうふ

うに理解したんですけれども、いかがですか

ね。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 今

おっしゃっていただいたとおりでございまし

て、医師の確保のみならずというところで、体

制の維持、こちらについてもですね、お願いを

していくというための手法ということでお願い

をしたいというところでございます。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。
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増田委員。 

○委員（増田一喜君） はい。まあ、一応私が

考えたのと同じという返事でしたので。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（堀口 晃君） じゃ、５００万円の

ね、その積算根拠。なぜ５００万円なのかとい

うところをちょっとお聞かせいただいていいで

すか。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 先

ほど申しました八代圏域でのですね、体制の維

持等をしていただくということになりますの

で、そういった中で、いろいろな大学へのです

ね、事例等も確認をしながらですね、この５０

０万の内訳につきましては、人件費として熊大

の助教の平均給与を基に算定した額、それから

研究費、旅費等をですね、勘案しまして５００

万円という金額を積算したところでございま

す。 

○委員（堀口 晃君） 積算根拠については助

教の部分、旅費等というようなとこで、今、分

かりました。５００万というのは。 

 例えばですよ、八代市がこの寄附をやりまし

たと。５００万円ですと。ほかの県内の市が２

０００万円しましたとか、お金によって１億円

しましたとかというふうなところはどんどんど

んどん競争的になって、お金のないところは、

今言うような周産期医療体制の構築というよう

な部分がまず大前提にあるならば、お金のない

ところは医師をあげられない、医師を派遣でき

ない、こんな話になっていかせんですかね。そ

こは考えたことがございますか。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（福本桂

三君） 委員のおっしゃるとおりですけれど

も、まずはですね、そういう部分については熊

本県がですね、本来であればこの医師確保とい

うのはしなければならないというふうなことだ

と私は思ってます。 

 当然、今後は熊本県に対しても強くですね、

要望もしていきます。要望していきますけれど

も、その前段階として、地域医療を守るという

ことで市に今できることを、今、行いたいとい

うことで、この寄附の予算を計上させていただ

いたという部分でございます。 

○委員（堀口 晃君） そういうふうになって

いくんですよ。５００万円じゃない、うちは１

０００万出します、２０００万出します、はた

また１億だしますというね、自治体が来たとき

に、じゃあ、八代市さん、あなたは幾ら出しま

したか、５００万円だったですよね。申し訳な

いというようなこんな話にも行く行くなってい

くような気がするんですね。そこを十分やっぱ

考えてね、この寄附金という部分の事業につい

てはね、もう少し考えたほうがいいと思います

よ。 

○委員長（成松由紀夫君） 要望ですね。 

 ほかにございませんか。 

 小会します。 

（午後０時０６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後０時０７分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 午前中の審査は第４款・衛生費の質疑の途中

までとし、休憩いたします。午後は１時から再

開いたします。 

（午後０時０８分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時００分 開議） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、午前中

の第４款・衛生費について、質疑の途中であり

ましたので、引き続き、本件についての質疑を

行いたいと思います。質疑ありませんか。よろ

しいですか。 

○委員（橋本徳一郎君） 一般質問での答弁の

中でですね、熊本県の医師数だとか産婦人科の

医師数だとかについての数を言われたんですけ
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ど、産婦人科産科医師数が１０万人当たりでは

全国９.３人で、熊本県では７.８人、分娩の取

扱い医師偏在指標というのがあってですね、そ

れは全国は１０.６に対して熊本県が最低、全

国最下位の６.８人というふうなことで答弁を

もらってます。 

 大学と県と相談して医師の確保をというふう

なことを、医師養成も含めてって言われている

んですけど、実際、医師の養成について、答弁

の際、先ほどもあったように、すぐには確保で

きるようなものではないということで、もう大

学と県のレベルではもうどうしようもないんじ

ゃないかなというのがあってですね、その相談

の中で、協議の中で医師というか医学部全体の

話になるので、医師養成も含めていろいろ広く

拡大して協議する必要があるのじゃないかなと

思いますが、その辺の考えはどうありますか。 

 内容は、例えば、医学部の定員を増やしたり

だとかですね、そういうことの要望も含めたり

とか、これは政府に対しての要望になりますけ

ど。 

○委員長（成松由紀夫君） 厚生労働省ですか。 

○委員（橋本徳一郎君） 厚生労働省ですね。

そういうのも含めてしないと拡大はしないだろ

うなというふうに思うんですよね。そういうふ

うなとこの考えはどうありますか。 

○委員長（成松由紀夫君） 政府要望も含めて。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（福本桂

三君） 全国的には医師不足という中で、特に

小児科医と産科医というのは不足しているとい

う状況はいろんなところで言われてます。それ

に伴って、国のほうでも動かれている状況でご

ざいます。 

 その辺については、私たちはもう言うまでも

なく、もう国のほうも分かっていますので、そ

の辺は動向を私たちも注視していきたいという

ふうには思ってます。 

 以上です。 

○委員（橋本徳一郎君） ただ、残念ながらで

すね、医学部の定員は減らされる方向なんです

よ。動向が分かられているというふうに言われ

ているんですけど、実際、もう医療のピークは

そろそろ迎えるという話もあって、医師、医学

部そのものの養成も減らすというふうな方向が

あるという状況において、産科医だけ増やすと

いうのは難しい状況だと思うんですよね。そこ

はもうきちんと意見として要望していくべきこ

とだと思うので、ぜひお願いします。要望でお

願いします。 

○委員長（成松由紀夫君） 要望ですね。 

 ほかにございませんか。 

○委員（大倉裕一君） 尋ねたい部分はほぼ堀

口委員さんが質問されたんですけども、今まで

ですね、医療のことを尋ねると、医療のことに

ついては管轄が県ですということで、八代市

は、私から言わせてもらうと、ちょっと引け腰

になってたというふうな判断をせざるを得ない

状況があるんですが、ここに来ていきなり周産

期医療のことで５００万円を熊大のほうに出し

てと。何か姿勢が一気に１８０度変わったみた

いなですね、ちょっと違和感を感じる部分があ

るんですよ。 

 特に成果が見えないものに対して、先ほども

あってましたけど、そこに市民の税金を出して

いくというところの判断ですね、そこの変化の

部分が、もう多分答えられるお答えが出てくる

のはもう言葉が想定でくっとですけど、非常に

理解に苦しむ部分があるんですよね。何か市の

方針が変わった部分があるんですか。 

○委員長（成松由紀夫君） 質問。市の方針。 

○委員（大倉裕一君） うん。医療関係に対し

て、今まではこうでしたけど、これからはこう

いうふうにやりましょうとかというのが変わっ

た部分があるんですかね。 

○委員長（成松由紀夫君） だから５００万ち

ゅう話ですね。 
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○委員（大倉裕一君） うん。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（福本桂

三君） 方針としては以前と変わっておりませ

ん。あくまでも医療行政を主となって行ってい

くのは熊本県だというふうに考えております。 

○委員長（成松由紀夫君） 部長、大きい声で。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（福本桂

三君） はい。今回、周産期医療ということ

で、熊本労災病院のほうから周産期医療という

のが停止されたということを聞きまして、いろ

んな住民の方からも不安の声が上がっていると

いう、こういうことを私たちも聞いておりま

す。 

 そういう中でですね、県のほうともいろいろ

協議もしまして、最終的には市として地域医療

を守るためには何がいいのか、そういう部分を

考えたときにですね、この結果になった次第で

ございます。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） 前向きに検討して

っちゅうことですね。 

○委員（大倉裕一君） 周産期医療の現状をで

すね、把握されて、市民の皆さんに不安とか与

えない中で、安全に周産期医療に入っていただ

こうというんですかね、患者さんに出産してい

ただこうというような思いを持ってらっしゃる

のはもう十分分かります。分かるんですけど、

やっぱそこにお金の前にですね、県との調整と

かそういった部分がもっとできんだったんだろ

かというふうに思うんですよ。 

 もう、さっき言われたように、医療計画って

県の計画ですよね。その中で、それぞれの果た

すべき役割というのが決められてるというふう

に思いますので、そういったところからする

と、私の思いの中では、ちょっともうまだ拙速

な、時期尚早的なところがあるかなと。８期の

計画も今から見直そうという部分ですよね。医

療計画、大きくは変わらないと思いますけど、

医療計画、今、８期の医療計画、どういう状況

になっているんですかね。 

○委員長（成松由紀夫君） ８期の医療計画。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 石

本でございます。 

 ８期の医療計画というところでございますけ

れども、県のほうでですね、かなり策定のほう

が進んでいる状況ということで認識をしている

ところでございまして、この８期の計画の中に

もですね、やはり医師の確保の部分というのは

入っているというふうに認識しておりまして、

県のほうでも医療計画に基づいた対応というの

はされる方向で、今、つくっておられるという

ふうに認識しております。 

 以上でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（堀口 晃君） 今、大倉委員がおっし

ゃられたことと同じようなことになるんですけ

ども、周産期医療体制の構築についてはです

ね、もう大賛成なんですよ。もう早めにしてほ

しいというようなところ。 

 ただ、熊大病院に５００万円という部分が、

どうも私はこれ賛成できないというような状況

があります。医療体制の構築については、何回

も言いますけども、医師を派遣してもらうとい

うようなところが大前提にあるわけですよね。

そこが明確になってない状況の中でなぜ５００

万円払わんばいかんとかというような、こうい

うことなんですよ。 

 例えば、５００万払いました、医師来ません

でしたとなったら、言い方悪いかもしれんけど

も、捨て金みたいなもんですよね。市民の皆さ

んの税金を寄附であげましたけども、自分たち

の目的とするならば、周産期医療の体制の構築

として寄附を差し上げる。しかし、それができ
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ませんでしたと言うなら、もう本当、これ、捨

て金っちゃ言えばもう捨て金、もう何もならな

かったという話にならせんですかね。その辺の

ところはお考えをちょっとお聞かせいただきた

い。 

○委員長（成松由紀夫君） 質問ですか。 

○委員（堀口 晃君） 質問です。質問です。 

○委員長（成松由紀夫君） 持論じゃなくて。 

○委員（堀口 晃君） 質問です。捨て金にな

らせんかという話ですよ。 

○委員長（成松由紀夫君） 捨て金かどうか、

その認識について。誰が答えますか。 

○委員（堀口 晃君） 目的は周産期医療の構

築で、医師の派遣をしていただくということが

目的で寄附金をやるわけでしょう。でも、それ

がいつ来るか分かりません、どうなるか分かり

ませんというふうな状況の中で５００万円払う

ということは捨て金じゃないですかというよう

な質問です。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（福本桂

三君） あくまでも今回の支出に当たっては寄

附ということですので、負担付寄附という形じ

ゃなくて寄附という形ですので、そういった部

分の中で解釈していただきたいと思います。 

○委員長（成松由紀夫君） そうですね。ほか

に。 

○委員（堀口 晃君） 寄附金だったら周産期

医療の構築なんていう言葉をつけなくて、熊大

病院へ寄附っていうふうに書いたほうがはっき

りすっちゃなかですか、ここについては。熊大

病院、――ごめんなさい、熊本大学に寄附しま

すという。周産期医療の体制の構築というふう

に書くから、こういうふうな寄附金、寄附金は

やったらどうなるんですか。こういうふうに使

ってくださいというようなところはお願いでき

ないんですか。寄附というようなことについて

は。寄附の特性をちょっと聞かせてください。 

○委員長（成松由紀夫君） 堀口委員、寄附の

解釈についてはそれぞれなので、そこは予算と

また違うので。 

○委員（堀口 晃君） いやいや、委員長、な

ら質問変えましょう。質問を変えましょう。 

○委員長（成松由紀夫君） はい。 

○委員（堀口 晃君） 熊本大学病院に寄附を

されます。そして、その寄附のときには周産期

医療体制の構築で寄附を差し上げますというよ

うなところをちゃんと熊本大学にお伝えするこ

とはできますか。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（福本桂

三君） 当然、そのつもりでおります。熊本大

学に寄附という形でさせていただくんですけど

も、一方では強く周産期医療体制の構築を強く

要望していきます。 

○委員（堀口 晃君） 先ほどですね、寄附だ

からあまり要望ができないというようなお話を

されてましたですよね。寄附だからということ

で。使い道はもう、どうぞ向こうに、熊本大学

さんでどうぞ御勝手に使ってくださいという

話。片やこちら側からは要望はしていくという

ような、こういうことですね。だから５００万

円の寄附というふうな部分と、要望というのは

違うんじゃないですかって話なんですよ。だか

らここにおいてはもう本当、周産期医療体制の

構築の寄附ではなくて、熊本大学への寄附とい

うふうに明確に書いたほうがはっきりしていい

ような気がしますけど、その辺はあえて周産期

医療の体制構築というふうにされたのはどうい

うことでこういうふうにされたんでしょうか。 

○委員長（成松由紀夫君） その質問は。 

○委員（堀口 晃君） だから、寄附金である

ならば熊本大学へ寄附というふうにしたほうが

よっぽど分かりやすいという話なんです。なぜ

周産期医療の体制の寄附になるのかというよう

なことですよね。 

○委員長（成松由紀夫君） 周産期医療の体制

ということじゃなくて、先ほど他市事例にあっ
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たように総合的に、周産期だけに特化しない部

分もニュアンスとしてあったかと思いますが、

そこはもうそれぞれの解釈ですから。 

○委員（堀口 晃君） であるならば、ここに

ですね、周産期医療体制構築寄附金っていうふ

うなことが上がってるわけですよ。 

○委員長（成松由紀夫君） 要望の部分です

ね。 

○委員（堀口 晃君） 周産期医療体制構築寄

附金で５００万円。で、それをどこにあげるん

ですかっていったら熊本大学にあげますよって

話なんですよ。 

○委員長（成松由紀夫君） うん。 

○委員（堀口 晃君） であるならば、熊本大

学にあげるなら、熊本大学へ寄附金というふう

に書いたほうがいいんじゃないですかって。な

ぜ周産期医療体制の構築の寄附金になるんです

かっていう、こんな質問ですよ。 

○委員長（成松由紀夫君） だから、それは要

望で、うちの自治体として困っている部分の文

言が入ったということでしょう。どうですか。

行きますか。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） ま

ずもって、今回の予算にというところでいきま

すと、熊本大学に寄附ということは、当然、間

違いないところなんですが、目的としまして、

やはり周産期医療の体制を維持していくように

というところで、寄附とともにですね、要望し

ていくというところでございますので、趣旨と

しては、やはり周産期医療の体制、こちらの部

分での寄附をしていくものというふうに考えて

おります。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（梅

野展文君） いろいろですね、寄附金というこ

とで、これは繰り返しになるかもしれません

が、寄附をした後どうなるのとかですね、そう

いった効果については不透明な部分も多々あろ

うかと思います。これはもう委員さんおっしゃ

られるとおりだと思いますが、現状としてです

ね、もう熊本労災病院さんのほうに熊本大学か

ら医師の派遣がなくなる、これはもう現状間違

いない事実でございます。 

 そういった中で、市民の皆さん、妊産婦の

方々にですね、安定した周産期の体制を維持し

て御提供させていただけるという中で、先ほど

来ですね、これは県の計画の中にあるので県が

ということで、私たちもですね、当初はそうい

った意見を申し上げて、県とは協議をしながら

そういった立場を取らせていただいた部分もあ

ります。 

 ただし、市として何かできることはないかと

いうことで、いろいろ我々もですね、調査研究

をして、その中でですね、先ほど出てまいりま

したけども、他の自治体では寄附ということで

ですね、大学病院とかそういったところにです

ね、されていると。具体的な数値までは分かり

ませんが、ある程度の実績は上がっているもの

というところで捉えておりまして、この金額の

積算とかですね、その辺も多々ありまして、先

ほど課長が申し上げたとおりの内容にはなるん

ですが、我々としてもですね、何かできること

はないかという強い市としての意思の表れとい

いますか、そういった形でですね、今回、寄附

というとなかなかですね、ちょっとかやりっ放

しみたいなイメージもあろうかと思いますが、

決してそういうことじゃなくて、取組の一つと

してですね、事業の一つとして捉えていただい

て、中にはもしかすると取組事業の場合もです

ね、実を結ばないものもあるかと思いますが、

何か市としてですね、当然、税金を使わせてい

ただくので、そこは十分配慮しながら進めてい

くべき部分ではありますが、何かするというと

ころでこういったですね、取組をしたというと

ころで御理解いただければというふうに考えま

す。 

○委員長（成松由紀夫君） 要するに、他市事
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例で２０００万以上であったりとかというとこ

ろがあるんですよね。熊本県も熊本大学に対し

て４０００万とか。そういった中で一定の効果

がやっぱり出ているから、自助努力として八代

市としては市民の不安感を少しでも和らげるた

めにということで、前向きに、約束はされてな

いけれどもやるんだということなんですよね。

そういったところで御理解いただければいいか

と思います。 

 ほかにございませんか。 

○委員（増田一喜君） 新聞にも出てたんです

けど、熊大のほうから医師派遣、前は熊本労災

病院ですかね、に医師派遣して、熊本労災病院

が周産期のあれを請け負ってたという形でした

けど、それが３月いっぱいで最初は派遣をやめ

るとかということだったけど、またその後、２

月いっぱいでとかということで、労災病院のほ

うも３月いっぱい、一応、周産期のこの治療を

やるんだというふうにされてましたけれども、

それが結局は２月いっぱいで終わりというふう

に。もうそれは新聞に出てました。だけん、こ

れを見て、やっぱり行政のほうはですね、八代

市のほうは、いや１月か、慌てて何とかしよう

ということで動かれたんだと思うんですよね。 

 先ほどの話では熊本大学や、それから県、そ

して八代市、氷川町も当然入りますけれども、

そういう中で協議しながらやっていって、えら

くこの５００万の金額にこだわるけれども、寄

附金という言葉になったのも、先ほども説明あ

りましたけれども、受け付ける窓口が寄附金と

して受け取りますというふうになってますとい

う説明があったように私は聞いたんですけれど

も、だからこそ、本当であれば助成金だ補助金

だとかいうほかの言葉でもいいんでしょうけれ

ども、向こうが受け付けるときには寄附金とい

う形で受け付けますよということだったから、

あえてそっちに合わせて寄附金ちゅう名目をつ

けたんだろうと思います。 

 しかし、そこに必要なお金であるのは、やは

り県と協議した上での金額は出てきたんだった

ら、当然、とにかく八代に医師を派遣してほし

いという思いであれば、５００万はあえて払う

だろう。これがもしかして６００万だ、１００

０万だと言ったとしても、本当に必要であれば

払わなければ八代の圏域からは周産期医療がな

くなるちゅうことですよね。大変なこと。それ

こそ大変なことですよね。 

 だから、それを頑張って協議しながら、まだ

はっきり、多分、言えないんでしょうね。それ

はいつ頃だ、何人だとか言えないんだろうと思

います。しかし、それに向かってやっていく努

力をされていることはそれは非常に喜ばしいこ

とだと私は理解しているんですけれども、そう

いう理解でよろしいんでしょうか。こういうこ

とをいつまでもやっとってもしようがないんで

すよね。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） た

だいま増田委員のほうから言っていただいたと

おりでございます。そういう形でやっていきた

いというふうに考えております。よろしくお願

いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（橋本徳一郎君） どうにかして動かな

いといけないという気持ちはですね、分からな

くはないです。 

 ただ、最初の理由として、熊本労災病院から

熊本総合病院のほうに医師の派遣を切り替える

という場合の理由として研修というのがありま

した。ただ、研修という意味でもですね、ちょ

っと一般質問でもいろいろ言わせてもらったん

ですけど、指導医の体制は問題はあるにして

も、いろんな周産期として動く、動ける体制と

いうのはコメディカル――看護師、小児科、小

放射線科、助産師ってそういうふうな体制があ

るのは労災のほうだと思うんです。医師を分散
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させるということについてのデメリットのほう

が大きいなということで一般質問でもいろいろ

述べさせてもらったんです。それはもう、本来

はもう医師の数が足らないんだったら体制があ

るところに集約化して周産期医療を維持するの

が本筋だと思うんですけど、そういったところ

についてはですね、県についても相談しても熊

大が決めることですからっていうふうなことを

言われるんですね。 

 ただ、その医師の研修の問題があればです

ね、医師の研修をきちんとするようにできれ

ば、するような体制を持つように働きかける必

要があると思うんです。 

○委員長（成松由紀夫君） 徳一郎議員、意見

ですか、それは。 

○委員（橋本徳一郎君） いえ、あの……。 

○委員長（成松由紀夫君） ５００万の予算に

対して。 

○委員（橋本徳一郎君） 予算のその使い方、

交渉の仕方ですよ。協議の仕方として。それに

ついて方向性としては持っていかれる考えはあ

るんでしょうか。医師体制、周産期医療の維持

が今容易になってるというのは労災病院である

ので、労災病院での体制を確立するということ

が必要だと思うんですけど、市としての考え方

はどういうふうなんでしょうか。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（福本桂

三君） 私どもとしましては、この周産期医療

というのは、失礼ながら熊本労災病院か熊本総

合病院かというどちらかという部分ではあまり

考えておりません。市のどこかに周産期医療の

灯を消してはいけないという思いからの判断で

ございます。 

 以上でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） 労災病院か総合病

院かという話じゃなくて、現状は、産科医さん

は労災病院が１名、総合病院が５名、全国平均

は１０名ということなので、もうその体制の話

じゃなくて、５００万に対する質疑のみお願い

いたします。 

 ほかにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。意見ござ

いますか。 

○委員（橋本徳一郎君） 先ほども言いました

けど、医師の養成という立場で考えるとです

ね、より要請がしやすい立場、状況を考えてと

いうとこで、今から構築ということではなくて

ですよ、周産期医療の維持ということも含めて

いろいろ交渉・協議をしていっていただきたい

と思います。お願いします。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですね。 

○委員（増田一喜君） 私のほうはもうあれで

すね。こうやって医師の派遣を要請されてます

ので、できるだけ早く医師が派遣していただけ

るように精いっぱい努力していただきたいと思

います。 

○委員長（成松由紀夫君） 引き続き努力をお

願いいたします。 

 ほかにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で、

第４款・衛生費についてを終了いたします。 

 執行部入れ替わりのため小会します。 

（午後１時２４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時２６分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、歳出の第９款・教育費について、教育

部から説明願います。 

○教育部長（中 勇二君） 皆さん、こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）教育部の

中でございます。本日はよろしくお願いいたし

ます。 
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 それでは、令和６年度当初予算の審査をお願

いするに当たりまして、教育部所管の事業につ

きまして、私から総括させていただきます。着

席の上、御説明申し上げてよろしいでしょう

か。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○教育部長（中 勇二君） まず初めに、令和

６年度の教育部所管の当初予算額でございます

が、５１億３８９０万４０００円であり、前年

度比で１４億１８４７万９０００円の増額、率

にして約３８.１％の大幅なプラスとなってお

ります。これは、学校トイレ洋式化のための改

修工事の本格化や市立博物館の大規模改修工事

への着手など、施設整備事業が重なったこと、

また、学校運営を支援するための人員増などが

増額の主な要因でございます。 

 それでは、本市教育の基本方針を示します第

３期教育振興基本計画の６つの基本目標に沿っ

て、新規事業・重点事業等について説明いたし

ます。 

 基本目標１は学校教育の充実関係でございま

すが、まず、学力充実の面では、英語教育の推

進のために実施しております英語検定受験費用

の補助について拡充し、中学３年生の全生徒に

対して、受験費用全額を市が負担することとし

ます。市を挙げて取り組むことで、各学校にお

ける英語力向上へ向けた取組の推進を図ってま

いります。 

 次に、いじめ・不登校対策としては、ｉ－ｃ

ｈｅｃｋと呼ばれる児童生徒の心のありようを

測る調査を市独自で回数を増やして実施し、学

級全体や児童生徒一人一人の実態を適切に把握

することで、いじめ及び不登校の未然防止へ向

けた対策の充実につなげてまいります。また、

現在、千丁支所に仮移転している教育支援セン

ターくま川教室を本移転とし、活動の充実を図

りますとともに、不登校問題について、地域社

会全体で支援していくことの大切さについて、

市民への意識啓発に取り組んでまいります。 

 基本目標２は教育環境の整備関係でございま

すが、まず、ＩＣＴ教育の推進につきまして

は、昨年度、学校情報化先進地域の認定を受け

たところですが、本年度は八代支援学校も学校

情報化優良校となり、市立の全学校で認定を受

けることができました。令和６年度は、小学校

の教科書改訂が行われるのに合わせまして、教

師用のデジタル教科書を全教科導入するなど、

ＩＣＴ教育のさらなる推進を図ってまいりま

す。 

 次に、施設整備の面では、重点戦略である学

校トイレ洋式化の取組をさらに進め、令和６年

度は校舎トイレの全面改修工事を小学校８校及

び中学校２校で、また、部分改修工事を小学校

８校及び中学校４校で予定しております。さら

に、翌年度以降分の設計を小学校２校、中学校

６校で予定しており、トイレ洋式化をさらに加

速していきたいと考えております。また、今年

度実施いたしました学校プールの再編モデル事

業につきましては、その実施状況の検証結果を

踏まえた上で、来年度も改善を図りつつ継続し

てまいります。 

 次に、学校給食施設の整備につきましては、

今議会に上程しております、新センター建設予

定地の土地の取得に御同意いただきましてか

ら、用地造成工事の設計に取りかかる予定とし

ております。造成工事費については令和６年度

中に補正予算での計上を予定しております。ま

た、老朽化が進んでおります代陽小学校給食調

理室につきましては、耐震性の確保が難しいこ

とから、令和６年度中に給食受け庫を整備し、

令和７年度からは既存の学校給食センターから

の配送を予定しています。 

 次に、学校の再編について、検討をスタート

させたいと考えております。八代市の子供たち

にどのような教育環境を提供していくのか、

様々な面から検討が必要と考えており、まずは
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条例に基づいた審議会を設置しまして、議論を

深めてまいります。 

 基本目標３は学校・家庭・地域の連携関係で

ございますが、全ての小・中・特別支援学校に

おいて、幅広い地域住民の参画を得ながら、地

域全体で子供たちの学びや成長を支えるととも

に、学校を核とした地域づくりを目指して、学

校・家庭・地域の連携協力推進事業に取り組み

ます。この活動をコミュニティ・スクールと一

体的に推進することで、地域の力をより効果的

に学校運営に生かしてまいります。 

 基本目標４は生涯学習環境の充実関係でござ

いますが、まず、重点戦略の一つとして、時代

の変化に応じたスキルが学べるリカレント教育

や誰一人取り残されないデジタル社会の実現に

向けた公民館講座や継続的な学びの場の提供に

取り組んでまいります。 

 次に、市立博物館では、施設の長寿命化へ向

けて空調や照明設備等の改修が必要となってい

るため、開館後初となります大規模改修工事を

予定しております。令和６年７月から休館し、

令和７年度末までの工期を見込んでいます。 

 次の基本目標５、歴史文化遺産の保存・活用

関係につきましては、経済文化交流部で所管い

たしますので、説明は省略させていただきま

す。 

 最後の基本目標６、災害からの復興推進、教

訓の継承につきましては、坂本地域へのスクー

ルバスによる通学支援等に引き続き取り組むほ

か、全小学校を対象として、関係機関と連携し

ながら、児童生徒自らが考える実践的な防災教

室を３か年計画で開催するなど、防災教育の推

進に取り組んでまいります。 

 以上、令和６年度教育部所管事業についての

総括とさせていただきます。 

 それでは、議案第４号・令和６年度八代市一

般会計予算中、当委員会に付託されました教育

部所管の予算の概要につきまして、次長の田中

から御説明申し上げますので、よろしくお願い

いたします。 

○教育部次長（田中智樹君） 教育部、田中で

ございます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。それでは、座って説明をさせていただきま

す。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○教育部次長（田中智樹君） 一般会計予算書

の６ページをお願いいたします。 

 まず、第１表ですが、歳入歳出予算の歳出、

第９款・教育費について御説明いたします。 

 経済文化交流部所管分を含めました教育費の

総額としまして５９億５５４２万５０００円

は、前年度と比較しますと１５億９４２８万

円、３６.６％の増加となっており、一般会計

予算全体に占める割合は８.９％となっており

ます。 

 項別の予算では、項１・教育総務費は３６４

７万６０００円増の７億２８４万５０００円、

項２・小学校費は７億８９９６万７０００円増

の１５億８７７４万７０００円、項３・中学校

費は１億７６０６万８０００円増の８億３８１

９万８０００円、項４・特別支援学校費は４９

１１万１０００円減の８１８８万４０００円、

項５・幼稚園費は９８１万９０００円増の２億

１４５３万２０００円、項６・学校給食費は８

５５３万３０００円増の７億２８０７万２００

０円、項７・社会教育費は５億７４９万円増の

１４億４８２６万３０００円、項８・社会教育

費３億５３８８万４０００円をそれぞれ計上い

たしております。 

 なお、項７・社会教育費のうち、教育部所管

分は３億６９７２万７０００円増の９億８５６

２万６０００円となっており、差額の４億６２

６３万７０００円は経済文化交流部の所管とな

っております。 

 また、項８・社会体育費につきましても、全

額が経済文化交流部の所管となっております。 
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 これらを差し引きました教育部所管の総額は

５１億３８９０万４０００円で、前年度比１４

億１８４７万９０００円、３８.１％の増加と

なっております。 

 令和５年度に比べ大幅に増額となりましたの

は、本市の重点戦略でもあります学校施設のト

イレ洋式化事業をさらに加速して進めるために

約６億９６００万円を増額しておりますことや

令和６年、７年度に大規模改修工事を予定して

おります博物館施設整備事業について約４億５

０００万円を増額、（仮称）新南部学校給食セ

ンターの整備に向けた支援業務及び用地造成設

計業務委託に約３１００万円を計上したことに

よるものです。 

 このほか、小学校の教科書採択に伴う教師用

の指導書、デジタル教科書の購入に約１億１２

００万円、また、地方自治法の一部改正による

会計年度任用職員２４４人への勤勉手当に約１

億円を増額いたしております。 

 それでは、歳出について、目ごとの主な事業

について御説明いたします。 

 ９５ページをお願いいたします。 

 初めに、款９・教育費、項１・教育総務費、

目１・教育委員会費です。前年度比５０００円

減の３３３万８０００円を計上しています。教

育委員関係事務事業としまして、教育委員４人

分の報酬、会議や研修等への出席費用弁償が主

なものです。 

 続いて、目２・事務局費です。前年度比３７

５３万６０００円増の５億７０７４万２０００

円を計上しています。主な内容でございます

が、特別職、一般職合わせて５８人分の職員給

与経費４億５１４０万７０００円のほか、説明

欄上から７段目の日本語指導員事業では３１１

万５０００円を計上しています。外国にルーツ

を持ち、日本語指導を必要とする児童生徒が増

加傾向にあるため、令和６年度は日本語指導員

をさらに１人増員して５人体制として、指導体

制を充実してまいります。 

 １つ飛びまして、いじめ対策等推進事業では

３４４万９０００円を計上しております。専門

的な立場から助言指導を行ういじめ問題対策連

絡協議会、学校支援委員会、いじめ防止等対策

委員会のそれぞれの関係経費７８万１０００円

をはじめ、いじめの未然防止及び早期発見を図

るための総合質問紙調査ｉ‐ｃｈｅｃｋの実施

委託料２６６万８０００円が主なものでござい

ます。 

 １つ飛びまして、ＩＣＴ授業サポート事業で

は４３０３万５０００円を計上しております。

ＩＣＴ環境を活用した学習環境の充実を図るた

めに、ＩＣＴ授業サポーター１０人体制による

教職員へのＩＣＴ機器の効果的な活用支援とし

ての業務委託料で３９６０万円、児童生徒の学

力向上や学びの保障を推進するためのＩＣＴ学

習支援ツール、スタディサプリの使用料３２６

万１０００円が主なものでございます。 

 特定財源としては、ふるさと八代元気づくり

応援基金からの繰入金２３０６万１０００円を

予定しております。 

 また、新規事業としまして、説明欄一番下の

未来の学校づくり推進事業に７１万３０００円

を計上しております。本事業は、これまでの学

校統合等審議会事業から名称を変更したもの

で、次代を担う子供たちの教育環境を充実さ

せ、生きる力を育む教育を実現するために、持

続可能で魅力ある学校づくりを八代の子供たち

の視点に立ち、教職員、保護者、地域、市長部

局や関係機関等と連携・調整しながら、学校再

編に向けた取組を進める事業でございます。初

年度の主な内容は八代市立学校再編等審議会委

員１０名分の報酬３５万４０００円、先進地視

察旅費５万７０００円が主なものでございま

す。 

 次に、目３・教育サポートセンター費です。

前年度比３０２万３０００円増の４３１８万９
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０００円を計上しています。説明欄３段目の教

育サポート事業の６７４万９０００円は、教育

サポーター２人を設置するための経費が主なも

のです。経験豊かで実践的な指導力が高い退職

教員により、学校と園の連携の下、若手教職員

はもちろんのこと、幅広く教育現場が直面する

課題を的確に把握し、解決や改善に向けた適切

な支援を行う予定でございます。 

 次のページ、上から３段目の特別支援教育相

談事業５８０万９０００円は、特別支援教育ア

ドバイザー２人分の経費が主なものです。特別

な支援を必要とする園児、児童生徒への適切な

支援と担任や特別支援コーディネーター、保護

者などからの相談を受け、実態に応じた支援や

助言を行ってまいります。 

 次の目４・特別支援教育推進費では、特別支

援教育推進事業に前年度比５万３０００円増の

１６７万４０００円を計上しています。発達障

害を含む障害がある幼児、児童生徒の教育的ニ

ーズに応じた就学支援を行う教育支援委員会に

要する経費が主なものでございます。 

 次の目５・学校保健費には、前年度比４１３

万１０００円減の８３９０万２０００円を計上

しております。 

 主な事業では、説明欄上から６段目の小・

中・特・幼健康診断事業の５９３０万７０００

円は、学校保健安全法に基づき、児童生徒及び

幼児、学校職員の健康診断を行うものです。そ

の主なものは、学校医・学校歯科医への報酬と

医師会等への健康診断などの委託料でございま

す。 

 １つ飛びまして、一番下のＡＥＤ管理事業の

４６０万円は、各幼稚園、小中学校、支援学校

に配置しておりますＡＥＤ全４７台のうち、今

回は、平成２９年度に購入しました小学校に配

置しとりますＡＥＤの本体２３台を交換する費

用でございます。 

 次のページ、項２・小学校費、目１・学校管

理費では、前年度比７８８７万６０００円増の

５億７１６５万８０００円を計上しています。 

 主な事業では、まず、小学校管理運営事業の

２億４９５６万３０００円は、学校事務員１８

人、用務員２２人の給与等経費９７７２万４０

００円と光熱水費１億１８２８万７０００円な

どが主なものです。 

 特定財源として、小学校体育館などの使用料

３２７万１０００円を予定しております。 

 次の小学校施設管理事業では、４３１３万２

０００円です。学校施設を安全で快適な環境で

提供するため、法令などに基づく定期的な点

検、環境維持のための管理を行うもので、主な

ものは、電気設備や給水設備、樹木の剪定など

の業務委託料２５１３万５０００円、消防設備

や貯水槽清掃等の手数料１４３８万円などが主

なものです。また、老朽化した学校プールの再

編を検討するため、令和５年度に実施しました

学校プール再編モデル事業についても、引き続

き、検証を行ってまいります。 

 特定財源として、学校敷地内にあります電柱

等の占用料など３４万９０００円を予定してお

ります。 

 １つ飛びまして、小学校通学関係事業４８６

６万６０００円は、主に通学支援のため、７校

で運行しておりますスクールバス１２台分の運

行経費などでございます。引き続き、豪雨災害

による八竜小学校及び坂本中学校の児童生徒へ

の通学支援を継続いたしますが、対象となる児

童生徒の減少により、新学期からは市街地便を

現在の３台体制から２台体制へ減便して運行す

る予定としております。 

 次の小学校施設整備事業の１億５０１４万８

０００円では、緊急対応が必要な施設設備の修

繕や各小学校からの施設整備要求、老朽化や長

寿命対策に必要な改修経費を計上しておりま

す。主なものは、八千把小学校プールろ過器更

新工事１９０９万４０００円、日奈久小学校耐
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震性受水槽改修工事５７６２万３０００円など

でございます。 

 特定財源として国庫支出金、学校施設環境改

善交付金１８２１万３０００円と地方債の合併

特例債８８９０万円を活用することとしており

ます。 

 次の小学校非構造部材耐震化事業２０００万

円は、令和２年度から開始した外壁の点検調査

で、小学校５校分の外壁調査点検業務委託料で

ございます。 

 財源には、全額を平成２８年熊本地震復興基

金からの繰入れを予定しております。 

 続きまして、目２・教育振興費でございま

す。前年度比１億３５２９万１０００円増の３

億７８８８万９０００円を計上しております。 

 主な事業ですが、説明欄の上から４段目、学

校支援職員配置事業（小学校）の９８９８万８

０００円は、多様化する学校現場における児童

の実態に応じた継続的な支援を行うため、令和

５年度と同様、学校図書館支援員１８人、英語

指導員３人を配置いたします。また、教育的配

慮を必要とする児童に対する特別支援教育支援

員については、令和５年度より３人を増員して

５０人、不登校や問題行動に関する児童に対す

る生徒指導支援員は新たに３人を配置すること

としております。 

 その下の学校教材充実事業（小学校）の１億

１６８２万１０００円は、令和４年度より本市

独自で実施しております学力・学習状況調査の

委託料２１７万６０００円のほか、冒頭でも申

し上げました小学校の教科書採択に伴う教師用

の教科書、指導書、デジタル教科書の購入経費

１億１１８７万円が主なものでございます。 

 特定財源にふるさと八代元気づくり応援基金

繰入金３５３７万９０００円と八代市学校・子

ども教育応援基金繰入金７万円を予定しており

ます。 

 １つ飛びまして、教育研究校事業（小学校）

の４７万２０００円は、新規事業としまして令

和６年度より３か年計画で、市内全ての小学校

におきまして自然災害に対する命を守る行動を

身につける防災教育を開催することとしてお

り、児童の防災意識の向上を図ってまいりま

す。 

 特定財源に八代市学校・子ども教育応援基金

繰入金３３万９０００円を予定しております。 

 次の要保護・準要保護就学援助事業（小学

校）の３５５４万円は、経済的な理由により就

学困難な児童の保護者及び特別支援学級に就学

する児童の保護者の経済的負担を軽減するた

め、国の基準に基づき、学用品、医療費等につ

いて援助を行うものです。令和５年１０月の生

活保護基準の変更に伴い、特別支援教育就学奨

励費の基準が見直されましたことから、令和６

年度は、要保護１９人、準要保護９２３人、特

別支援２５７人の対象者を見込んでおります。 

 特定財源に国庫支出金４６０万９０００円を

予定しております。 

 次のページ、ＩＣＴ教育推進事業（小学校）

では９６４６万６０００円を計上しています。

ＩＣＴ教育の充実を目的とした児童生徒及び教

職員用端末や印刷機等については、令和２年度

のＧＩＧＡスクール構想で、備品購入のほか、

リース契約を活用し、複数年をかけて整備して

きましたことから、今後、計画的に入替えを行

っていく予定でございます。令和６年度では小

学校の端末や印刷機の入替えはありませんが、

リース料として５９８７万２０００円、機器保

守料２７１９万円、各教室の大型掲示装置６３

台などの更新経費９０６万１０００円などを計

上しております。 

 特定財源として、ふるさと八代元気づくり応

援基金繰入金３７３２万円を予定しておりま

す。 

 なお、ＧＩＧＡスクール構想により１人１台

の整備を完了した小・中・支援学校の児童生徒
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用タブレット約９０００台については、今後５

年間の計画で国の支援を活用しながら更新を行

ってまいります。令和６年度では、中学校の生

徒用タブレットの一部を更新する予定でござい

ます。それについては後ほど中学校の項目で御

説明いたします。 

 次の目３・学校建設費では、小学校施設トイ

レ改修事業において、前年度比５億７５８０万

円増の６億３７２０万円を計上しております。

本市の重点戦略の一つである学校施設のトイレ

洋式化事業については、小中学校の令和７年度

末の洋便器化率を当初目標の６６.９％を見直

しまして、８０％達成を目標に掲げ、更なる事

業の加速化を図ってまいります。今回、小学校

においてはトイレ改修設計２校、校舎・体育

館・屋外のトイレ改修工事１８校を予定してお

り、子供たちの快適な学校生活と災害時におけ

る安全・安心な施設環境を提供してまいりま

す。 

 特定財源としまして国庫支出金、学校施設環

境改善交付金１億５９８０万円のほか、地方債

として合併特例債、緊急防災・減災債４億５３

３０万円を活用することとしております。 

 続いて、項３・中学校費、目１・学校管理費

でございます。前年度比１８６７万５０００円

増の３億４３７万１０００円を計上しておりま

す。 

 主な事業でございますが、上から４段目の中

学校通学関係事業３７２万２０００円は、坂本

中学校の生徒に対する部活動後の帰宅便として

運行するスクールバス送迎委託料３６４万７０

００円が主なものでございます。 

 ２つ飛びまして、中学校施設整備事業の６５

３３万７０００円は、中学校１５校について、

安全・安心で快適な教育環境を提供するために

必要な修繕や整備に要する経費でございます。

主なものは、第一中学校プール改修工事２１５

６万１０００円、第三中学校及び日奈久中学校

の特別支援教室空調改修工事５２０万３０００

円、第五中学校エレベーター設置に係る設計業

務委託４８９万２０００円などでございます。 

 特定財源には合併特例債３５００万円のほ

か、日本中央競馬会事業所周辺環境整備寄附金

９７万円を予定いたしております。 

 その下の中学校非構造部材耐震化事業の８６

３万７０００円は、先ほど小学校の事業と同

様、令和２年度から開始した外壁の点検調査を

行うもので、中学校２校分の外壁調査点検業務

委託料でございます。 

 財源には、全額を平成２８年熊本地震復興基

金の繰入れを予定しております。 

 次のページ、目２・教育振興費をお願いいた

します。前年度比３７５５万９０００円増の３

億４０２万７０００円を計上しています。 

 主な事業では、説明欄２段目の学校支援職員

配置事業（中学校）の４５３３万円は、小学校

同様、多様化する学校現場において、生徒の実

態に応じ、継続的な支援を行うため、学校図書

館支援員７人、特別支援教育支援員１９人を配

置いたします。不登校や問題行動に関わる生徒

指導支援員については、これまでの７人から９

人へ増員して支援体制を強化することとしてお

ります。 

 次の、学校教材充実事業（中学校）では１３

１８万円を計上しています。毎年４月と１２月

に行われております本市独自の学力・学習状況

調査委託料６１７万６０００円に加え、英語検

定受験料の補助金を５２６万５０００円に増額

し、補助内容をこれまでの各学年２分の１の補

助から中学３年生については全額補助に拡大し

て、生徒の英語力向上と確かな学力育成を図っ

てまいります。 

 特定財源として、県の中学校英語検定チャレ

ンジ事業補助金１６１万１０００円と八代市学

校・子ども教育応援基金からの繰入金４３万円

などを予定しております。 
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 １つ飛びまして、語学指導外国青年招致事業

６４１０万９０００円は、外国語指導助手１２

人の報酬、共済費、社会保険料及び住宅借上料

などでございます。英語を母国語とする外国青

年を招致し、幼稚園や小学校、中学校、特別支

援学校に派遣することで、異国文化の紹介や会

話の中で、子供たちに英語に慣れ親しんでもら

い、外国語教育や国際交流の充実を図ってまい

ります。 

 特定財源として、有料宿舎使用料５０４万円

のほか、雇用保険料２９万９０００円などを予

定しております。 

 次の、不登校児童生徒の教育支援事業１２１

６万５０００円は、教育支援センターくま川教

室を開設する経費として、指導員１２人分の人

件費１１０３万８０００円や不登校対応パンフ

レット作成等に係る需用費が主なものでござい

ます。令和６年度より新たに指導員２名を増員

して、不登校状態にある児童生徒への教育相談

や学習指導、自然体験的活動を実施し、学校復

帰を支援するとともに、社会的な自立を目指し

てまいります。 

 特定財源として、国庫補助金１０万３０００

円のほか、八代市学校・子ども教育応援基金繰

入金４７万１０００円を予定しております。 

 １つ飛びまして、要保護・準要保護就学援助

事業（中学校）では、４４８５万６０００円

で、小学校と同様に、国の基準に基づき、学用

品、医療費等について援助を行うものです。要

保護２２人、準要保護５６８人、特別支援１１

８人の対象者を見込んでおります。 

 特定財源は、小学校費と同様、国庫支出金３

３１万５０００円を予定しております。 

 ２つ飛びまして、ＩＣＴ教育推進事業（中学

校）では８８１２万６０００円を計上していま

す。主なものは、生徒及び教職員用端末や印刷

機等のリース料３０２４万２０００円や機器保

守料２０５３万３０００円などです。また、Ｇ

ＩＧＡスクール構想による整備として、令和６

年度は中学校の生徒用タブレット２２０台を国

の支援を活用して更新予定であり、備品購入費

として３２２５万円を新たに計上いたしており

ます。 

 特定財源としては、国庫支出金１２１０万円

に加え、ふるさと八代元気づくり応援基金から

の繰入金３９０１万５０００円を活用する予定

としております。 

 次の中学校部活動整備事業２０４万３０００

円は、中学校における働き方改革を踏まえた部

活動改革を実施するため、引き続き、八代市中

学校部活動改革検討委員会を開催し、改革に向

けた課題の抽出や検討を行ってまいります。ま

た、中学校の部活動において、教職員に代わっ

ての指導や学校以外の会場までの引率を行うこ

とができる部活動指導員を３人に増員し、任用

に係る経費１７５万８０００円についても計上

いたしております。 

 次は目３・学校建設費でございます。前年度

比１億１９８３万４０００円増の２億２９８０

万円を計上しております。中学校施設トイレ改

修事業におきまして、トイレ洋式化に向けた改

修設計６校、校舎・体育館・屋外トイレ改修工

事６校を予定しております。 

 特定財源としまして、小学校と同様、国庫支

出金４４３８万円と地方債の合併特例債と緊急

防災・減災債、合わせて１億７５７０万円を活

用する予定としております。 

 次のページ、１００ページでございます。お

願いいたします。 

 項４・特別支援学校費、目１・学校管理費で

ございます。前年度比５９３９万５０００円減

の４６８４万４０００円を計上しています。 

 主な内容は、説明欄上から４段目の特別支援

学校通学関係事業に、前年度と比べ４０２万７

０００円を減額した３１３３万３０００円を計

上しております。これは、スクールバスの運行
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経費において、これまで通常便５台に加え、新

型コロナウイルス感染症対策として２台を増便

した計７台での運行を行っておりましたが、新

学期からはコロナ対策の２台増便分は終了しま

すが、児童生徒数の増加を踏まえまして、通常

便を１台増便した６台での運行体制を予定して

いるためでございます。 

 その下の特別支援学校施設整備事業７０万円

は、令和５年度において陶芸教室棟の改築工事

が完了しましたことから、工事請負費の５４３

４万４０００円が減額となりました。 

 次の目２・教育振興費では、前年度比１０２

８万４０００円増の３５０４万円を計上してお

ります。 

 説明欄一番上の学校支援職員配置事業（特別

支援学校）の２９２４万８０００円は、個々に

応じたきめ細かな教育と医療的ケアを行う目的

で、特別支援教育支援員及び看護師を配置する

ための人件費です。令和６年度は、特別支援教

育支援員を前年度同様５人、看護師を５人から

７人に増員して配置し、医療的ケアの必要な児

童生徒へのきめ細かな対応を行うこととしてお

ります。 

 特定財源に国庫支出金７４９万１０００円を

予定しております。 

 一番下のＩＣＴ教育推進事業（特別支援学

校）には４１０万９０００円を計上していま

す。支援学校の児童生徒及び教職員用端末や印

刷機のリース料３６４万６０００円、機器保守

料４６万３０００円でございます。 

 特定財源として、ふるさと八代元気づくり応

援基金からの繰入金１７４万３０００円を活用

する予定としております。 

 次のページをお願いいたします。 

 上段の項５・幼稚園費、目１・幼稚園費でご

ざいます。前年度比９８１万９０００円増の２

億１４５３万２０００円を計上しています。 

 主な事業としまして、説明欄下から４段目の

幼児教育推進事業の６７万６０００円でござい

ますが、幼児教育の質の向上を目的に、令和５

年度より２か年事業として、県の幼児教育アド

バイザーの派遣による研修会や意見交換会など

を通して、市内の幼稚園や保育園、こども園な

どの幼児教育施設の一体的な就学前教育の推進

体制の確立と小学校への架け橋期の教育を充実

するためのカリキュラム作成を行うものでござ

います。 

 特定財源として、県の幼児教育推進事業委託

金５０万円、八代市学校・子ども教育応援基金

繰入金１７万６０００円を予定いたしておりま

す。 

 ２つ飛びまして、幼稚園非構造部材耐震化事

業の１５４万８０００円は、小中学校と同様、

幼稚園２園の園舎外壁点検調査を実施する経費

でございます。 

 特定財源には、全額を平成２８年熊本地震復

興基金からの繰入金を予定しております。 

 続いて、下段の項６・学校給食費、目１・学

校給食費でございます。前年度比８５５３万３

０００円の増で、７億２８０７万２０００円を

計上しています。 

 学校給食施設管理運営事業の単独調理校分に

１億３３８万８０００円、同じく給食センター

分には１億５４６４万８０００円を計上してお

ります。現在、学校給食施設の再編統合に着手

しておりますが、新施設の完成まで、引き続

き、安全で安心な学校給食の提供を行うため、

施設の維持管理、運営に必要な経費を計上する

ものでございます。令和６年度の主な事業は、

重油やガスなどの燃料費及び光熱水費７４４８

万７０００円のほか、築６１年が経過し、耐震

基準を満たしていない代陽小学校の給食棟を令

和７年度から使用休止とし、現在の学校給食セ

ンターからの配送に切り替えるための給食受け

庫整備に３３２１万５０００円、中部学校給食

センターのボイラー取替え改修に１０１５万２
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０００円などでございます。 

 特定財源としまして、地方債、合併特例債４

１１０万円を活用する予定としております。 

 次のページ、上から３段目、学校給食会運営

補助金事業では３億１１６５万８０００円を計

上しています。現在、麦島、南部、西部、中部

の各学校給食センターと代陽小学校で、１日約

８０００食分の食材調達と調理・配送を行って

おります八代市学校給食会に対し、正職員５４

人、臨時職員４０人、場長３人の計９７人分の

人件費を運営補助金として支払うものでござい

ます。なお、今後４年間をかけまして、職員の

給与体系の見直しも行ってまいります。 

 その下の、（仮称）新南部学校給食センター

施設整備事業には３１３９万９０００円を計上

しています。本市の学校給食施設１４調理場の

うち８施設については、築３０年以上が経過し

ており、学校給食衛生管理基準に適合していな

い調理場もございます。このような状況の中、

老朽化への対応や最新の衛生管理基準に適合し

た施設となるよう、再編統合に向けた施設整備

に取り組んでいるところでございます。今回の

予算の内容は、新給食センター整備を、設計と

施工を同時発注するＤＢ事業方式により整備を

行いますことから、今後行ってまいります事業

者の公募や選定、契約締結までの一連の専門性

の高い事務に対する業務支援を行いますアドバ

イザリー業務委託の経費に１８４１万１０００

円、また、応募があった事業者からの提案内容

の審査等を行うＤＢ事業者選定委員会に関する

経費１４万円のほか、新給食センターの用地造

成測量設計に関する経費１２８４万８０００円

についても計上いたしております。 

 特定財源には、地方債としまして合併特例債

１２２０万円を活用することとしております。 

 続いて、下段の項７・社会教育費、目１・社

会教育総務費でございます。前年度比１４９９

万４０００円増の１億３３１９万１０００円を

計上しております。 

 主な事業では、説明欄上から５段目の社会教

育センター管理事業の９６０万８０００円は、

廃校になった校舎等の施設を活用し、地域住民

の憩いの場や地域の特色を生かした社会教育活

動の場として設置しております社会教育センタ

ー施設の維持管理を行う経費でございます。今

回、坂本町にございます深水社会教育センター

において、グラウンドの排水をよくする側溝改

修工事として４９６万１０００円を計上してお

ります。 

 特定財源には、地方債として過疎債４９０万

円のほか、ケーブルテレビ局からの電気使用料

など１０３万２０００円を予定しております。 

 ２つ飛びまして、一番下の学校・家庭・地域

の連携協力推進事業では６７３万４０００円を

計上しています。本事業は、学校を核とした地

域づくりを目指し、市立の小・中・特別支援学

校に地域コーディネーターを配置し、学校・家

庭・地域の連携協力体制を強化し、地域全体で

子供たちの学びや成長を支える環境づくりを推

進するものでございまして、地域コーディネー

ターや学習支援員などへの報償費６３１万４０

００円が主なものでございます。 

 特定財源に、県の学校・家庭・地域の連携協

力推進事業補助金及び放課後子ども教室への参

加保険料、合わせて４４９万８０００円を予定

しております。 

 次のページ、１０３ページの上から１段目、

社会教育事業１２５１万７０００円は、社会教

育指導員３人分の人件費６８３万４０００円の

ほか、二十歳の集いの開催経費２２１万円、八

代市地域婦人会連絡協議会や八代市ＰＴＡ連絡

協議会などの社会教育団体３団体への補助金１

８２万１０００円が主なものでございます。 

 次に、目２・公民館費です。前年度比７２４

０万円減額の１億７４２万６０００円を計上し

ています。 
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 主な事業です。説明欄上から３段目の生涯学

習推進事業の３６１万円では、市の重点戦略で

ある人生１００年時代に向けたリカレント教育

の支援のため、やつしろ市民大学をはじめとす

る定期講座などの開設経費に１１２万３０００

円、ＩＣＴを活用し、時代の変化に応じたスキ

ルを学ぶスマホ講座やＩＴスキルアップ講座の

開設経費６３万６０００円、このほか、子供た

ちの健やかな成長と豊かな人間形成のため、保

護者らが相互に学び合う場とする家庭教育学級

の開設や公民館やコミュニティセンターなどで

活動をしているグループや団体等の発表・交流

の場とするまなびフェスタの開催に係る経費な

どを計上しております。 

 その下の自治公民館整備補助金事業５２９万

４０００円は、市民にとって最も身近なコミュ

ニティー活動の拠点となる自治公民館の新築、

増改築、修繕等の施設整備について、費用の一

部を補助するものでございます。令和６年度

は、高下東町公民館の外壁塗装及び玄関手すり

工事のほか、１６施設について補助を行うこと

としております。 

 次は、ページを変わりまして、１０４ページ

中段の目４・図書館費をお願いいたします。前

年度比４２万１０００円減の１億４１８５万７

０００円を計上しています。図書館管理運営事

業として、本館、せんちょう分館、かがみ分館

の３館分の指定管理に伴う委託料１億３３８６

万１０００円が主なものです。現在の指定管理

者はＴＲＣグループ共同企業体で、指定期間は

令和２年４月１日から令和７年３月３１日まで

の５年間となっております。そのほか、本館南

側に設置しております木製ベンチの修繕などの

施設修繕料として１９９万７０００円、坂田道

男・道太文庫基金を活用した図書購入費２０万

８０００円などを計上いたしております。 

 特定財源としましては、森林環境譲与税基金

からの繰入金４８万２０００円、坂田道男・道

太文庫基金からの繰入金及び利子２０万８００

０円のほか、自動販売機の売上手数料、設置料

合わせて１３３万１０００円を予定しておりま

す。 

 最後に、目５・博物館費でございます。前年

度比４億２７５５万４０００円増額の６億３１

５万２０００円を計上しています。説明欄最後

の博物館施設整備事業４億７５０２万１０００

円は、平成３年開館以来、３２年が経過した博

物館において、貴重な博物館資料を適切な環境

で保存・展示し、来館者が安全で快適に利用で

きるよう、施設の設備機器の更新や改修を行う

ものでございます。主な内容としまして、大規

模改修工事に伴う資料等の運搬料１０３１万１

０００円、同工事に伴います工事監理業務委託

料４７１万円、工事請負費４億６０００万円と

なっております。今後の計画ですが、令和６年

７月から令和８年３月末まで博物館を休館して

の大規模改修工事を行うこととしており、２年

間での総工事費は１１億５０００万円を予定し

ております。 

 特定財源としまして、地方債では合併特例債

４億４１４０万円、そのほか、教育文化センタ

ー建設基金より繰入金として３３６２万１００

０円を活用する予定としております。 

 また、博物館大規模改修工事及び同工事監理

業務委託につきましては、令和７年度にそれぞ

れ６億９０００万円、１０９９万円の債務負担

行為を設定予定としております。 

 以上が、教育部の令和６年度当初予算の概要

でございます。御審議のほど、よろしくお願い

いたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（増田一喜君） 学校等施設整備事業の

ところですね。中学校のところで橋梁点検調査

業務委託というのがあるんですが、橋梁って、
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これ学校に関係あるのかなというのが一つ。 

 それからもう一は、学校支援職員配置事業の

中で、一番最後の日本語指導員というのがあり

ますけど、この日本語指導員て、日本人の教育

なのに日本語指導というのはどういうことか

な。外国から帰ってこられた御子息もおられる

のかもしれませんけども、そういう人たちに対

する日本語指導員なのかなという、その２点、

お願いします。 

○理事兼教育施設課長（稲本健一君） 教育施

設課の稲本でございます。よろしくお願いしま

す。 

 まず、１点目の橋の点検の話なんですけれど

も、学校には学校に入るに当たりまして用水に

架かっている橋とかがあります。その点検を行

うために、かなりもう老朽化が進んでいるもの

ですから、それが安全かどうかを確認するため

に点検工事を行うようにしております。大体、

学校数でいきますと、小学校で５校、中学校で

５校を予定しております。 

 以上、お答えとさせていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） もう一点。 

○学校教育課長（田北佳一郎君） 失礼します。

学校教育課、田北でございます。日本語指導員

について説明をさせていただきます。 

 毎年、八代市内の小中学校には複数名の児童

生徒が外国から編入をしてきております。十分

に日本語が話せなかったり聞き取れなかったり

する子供さんも多いことから、そういった子供

たちのために支援員をつけているというところ

でございます。 

 現在、１５人の子供たちがこの日本語指導員

によって日本語を学んでおります。国籍も様々

でありまして、フィリピンからの子供さんが６

人、ベトナムからがお二人、イギリスからがお

一人、セネガルからがお一人、それから国籍が

日本ではありますけれども日本語が十分に話せ

ない方も５名いらっしゃいます。そのような方

に対して日本語の支援を行っているという事業

でございます。 

 以上、説明とさせていただきます。 

○委員（増田一喜君） さっきの橋梁の件なん

ですけど、学校に入って用水なんかに架かって

るって、あれ、土木課でするんじゃないんです

か。 

○理事兼教育施設課長（稲本健一君） 今の御

質問なんですけれども、土木課のほうでではな

くて、学校を建設するに当たりまして、橋を架

けたのが教育委員会でございます。ですから、

その点検については教育委員会のほうで行うと

いうとこにしております。（委員増田一喜君

「分かりました」と呼ぶ） 

 以上、お答えとさせていただきます。 

○委員（増田一喜君） 分かりました。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（橋本徳一郎君） まず、いじめ問題に

関して、ｉ－ｃｈｅｃｋとかも使われるという

ことなんですが、このｉ－ｃｈｅｃｋで本当に

正直に答えてくれたらいいんでしょうけど、ど

のくらい見つけられるものなのかなというとこ

ろの評価が分からないというのが一つ。まず、

そこからお願いします。 

○学校教育課長（田北佳一郎君） 失礼いたし

ます。 

 ｉ－ｃｈｅｃｋにつきましては、現在、八代

市のほうでは春と冬と２回行っております。そ

の中で質問がたくさんありまして、中学年では

７５問、それから五、六年生、それから中学生

では９３問、様々な質問を行うようになってお

ります。 

 これは、その質問の内容としましては、学級

にお友達がいますかとか、自分にはよいところ

があると思いますかとか、学級の中でおしゃべ

りをして授業に集中できないことがありますか

とか、いろいろ様々なですね、学校生活の様子
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をアンケート形式で答えてもらうというところ

にあります。その中にですね、本当につらいこ

とがあったとき、家の人に誰か相談する人がい

ますかとか、クラスのみんなは褒めたり励まし

たりしてくれますかとか、そういうようなこと

で、いろいろ学級内でのその子のですね、様子

なども確認できるようになっております。ま

た、クラス内でのその子の立ち位置なんかも具

体的につかめるような形でやっております。 

 これは学級内での立ち位置とかですので、直

接いじめがどの程度あるのかだけをつかむよう

なものでありません。学級経営がうまくいって

いるのかどうか、そのクラスにつらい思いをし

ている子供がいないのかどうか、そういったと

ころを担任の先生が把握して、自分の学級経営

に生かすというようなのが主な目的となってお

りますので、いじめを洗い出すというような目

的というのではございません。 

 県のほうでは、いじめについての確認につい

ては、心のアンケートというものを実施してお

ります。これは県内で１１月から１２月にかけ

て各学校で行うようにということになっており

ます。例えば、アンケート当日にお休みをして

いた子供さんについても、別日に実施をした

り、学校に登校できない子供に対しても聞き取

りを行ったりするということで、できるだけ数

多くの子供たちがこのアンケートで今の状態で

すね、心の状態を把握するための調査をしてお

ります。 

 これに基づいて、各学級のほうではいじめに

悩んでいる子供がいないのかどうか、具体的に

どういうことでいじめられたりしたのかという

ことを把握して、その後の対応に生かすように

しているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（橋本徳一郎君） ありがとうございま

した。 

 いじめ問題に関して、二つ調査されて、大体

把握されるというふうなことだったんですけ

ど、実際、そういうのが見つかった場合の対応

をですね、今、先生方が忙しいというのもある

んですし、支援員でちょっと生徒指導員、支援

員とかも入るということも予算で上がってるん

ですけど、実際、どのくらい対応が可能なのか

なというのがちょっと不安なんですけど、その

辺はどうなんでしょうか。 

○学校教育課長（田北佳一郎君） 失礼いたし

ます。 

 先ほど申しました心のアンケートにつきまし

ては、子供たちが素直にですね、正直に今の状

況を先生に明かすことができるように無記名と

いう形での調査となっております。 

 ただし、無記名ですとどの子供が実際にそう

いうふうに悩んでいるのかというのを先生方も

なかなか把握できないということから、各学級

では回収する際の工夫でですね、どの子が書い

たんだなというのが分かるようにしてありま

す。それから、特別にまた相談したい人はちゃ

んと名前を書いて担任の先生に伝えなさいよと

いうような学級もございます。 

 そういったのを基にですね、このアンケート

だけではないんですけれども、各学級では教育

相談というのをある一定期間設けておりまし

て、個別に子供たちと対面で対話をしながらで

すね、最近何か困っていることないねというよ

うなことでのそういった時間を取るようにして

あります。これは放課後とかのそういった時間

とかではなくて、授業の中でですね、そういっ

た時間を確保するようにして、先生たちが忙し

いからなかなかその辺りの対応が十分にできな

いというようなことを避けるような、そういっ

た教育相談の時間を各学校で工夫して取られて

おります。 

 基本的にはきちっとあったことについては子

供たちと向き合いながら解消に努めているとい

うところでございます。 



 

－48－

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

○委員（大倉裕一君） 未来の学校づくり推進

事業――新規事業のことをお聞かせください。

これ、具体的にどういった形の学校にしようと

いうような構想があるんですかね。具体的な学

校名とかがもう既に挙がっているようでした

ら、そういった対象の学校もお知らせいただけ

ればと思います。 

○学校教育課長（田北佳一郎君） 失礼いたし

ます。 

 未来の学校づくり推進事業につきましては、

来年度、室を立ち上げて、具体的に再編につい

ての方向性を考えていくというところになって

おりまして、今、どういう学校が再編されるの

かということについてはまだ全く定まっており

ません。 

 来年度ですね、審議会のほうを立ち上げまし

て、この学校再編等審議会のほうに諮問をいた

しまして、この八代市が、今後、どのようなと

ころに気をつけながら再編を進めなければいけ

ないのかということについて答申をいただい

て、その後、具体的な方針や計画のほうを立て

ていくということになりますので、まずはその

審議会を来年度立ち上げて答申をいただくとい

うところまでが来年度の、一応、業務というふ

うになっております。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。

予算に関係することでお願いします。 

○委員（大倉裕一君） 予算に関係しているん

ですよね。未来の学校づくり推進事業。 

 この審議会委員の方々というのは、こういっ

た減少の学校を変えてこられた方々が八代市内

にいらっしゃるんですかね。 

○学校教育課長（田北佳一郎君） 失礼いたし

ます。 

 先ほど申しましたように、来年度ですね、審

議会のほうを立ち上げることにしております。

この構成にはですね、いろんな関係の団体の代

表の方を選出して、多方面で再編に向けた意見

を出していただくということで考えておりま

す。例えば、八代市のＰＴＡ連絡協議会の中か

らの代表者、それからまちづくり協議会の代表

者、それから市政協力委員協議会の代表者、そ

れから八代の校長会のメンバーである校長先生

の中からの代表者、それから学識経験者、こう

いった方を審議会のメンバーにして、そういっ

た意見を聞くという機会を持ちたいというふう

に考えております。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） 質問を変えます。 

 学校の非構造部材の耐震化事業ですね。今

度、外壁点検はリスト上がってるんですが、以

前の質問でも聞いたことがあっとですけど、点

検の際に落下の可能性があるところは落としな

がらやってますよというような記憶があるんで

すけど、今回、小学校で八代小ほか４校、二中

と八中、幼稚園が植柳、麦島で、今年度でもう

完全に終わりっていう形やったですかね。進捗

率含めてお答えいただけますか。 

○理事兼教育施設課長（稲本健一君） 今の御

質問なんですけれども、令和２年度から取り組

んでいます令和６年度で一巡は終わるという結

果になります。 

 以上、お答えさせていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（橋本隆一君） 学校施設トイレ改修事

業についてですけれども、あと残りの改修工事

について、どれくらいの計画で全校――小中学

校終わられる予定なのか、ちょっとお聞きした

いんですが。 

○理事兼教育施設課長（稲本健一君） 今の御
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質問なんですけれども、今、あくまでも予算審

議、来年度分のですね、学校数なんですけど

も、一応、当課としましては令和７年度にはほ

ぼ学校のですね、トイレの洋式化については大

枠終わらせたいと。ただ、一部ですね、令和８

年度に２校ほど残る部分があるんですけど、た

だ、それはあくまでも予算が全て満額ついた場

合の計画になっております。ですが、学校の要

望等も考えれば、早い段階で洋式化のほうを完

了させたいと思ってます。 

 以上、お答えとさせていただきます。 

○委員（橋本隆一君） ありがとうございます。

すいません、併せて教職員の方のトイレもその

ような形で同じような進み方でしょうか。それ

とも教職員の方は後回しというような感じなん

でしょうか。生徒を先にされるのか、どっちな

んですか。 

○理事兼教育施設課長（稲本健一君） 今御質

問の話なんですけども、今、洋式化の洋便器率

という中には、すいません、そのパーセントに

ついてはですね、教職員のパーセントは入って

おりません。ですが、学校との協議の中で、ど

うしても先生の洋式化というのもどうしても必

要というところがありますので、先ほど申しま

した令和７年度に大枠終わりを目指したいと、

取り組んでいきたいと考えております。 

 以上、お答えとさせていただきます。（委員

橋本隆一君「理解できました。ありがとうござ

いました。よろしくお願いいたします」と呼

ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（大倉裕一君） 中学校の部活動の整備

事業で、地域移行の話、説明をお伺いしたいん

ですけども、今回３名の費用を出してあります

よね。移行というのは５年前からされていって

るというふうには理解はしてるんですけど、ど

ういった形で地域移行になっていくのかと、今

回、その指導員の方の費用が約６万円ちょっと

ぐらいですかね。月ですると。その根拠あたり

もお尋ねしたいと思います。 

○学校教育課長（田北佳一郎君） 失礼いたし

ます。 

 中学校の部活動の地域移行についてですけれ

ども、これは文部科学省のほうから令和２年に

そういった事務連絡がありまして、それに基づ

いて、現在、八代市のほうでも地域移行に向け

た取組をしているところでございます。その地

域移行に対する検討委員会のほうですね、八代

市のほうでは立ち上げまして、検討会議のほ

う、重ねてきております。 

 今回上がっております部活動指導員につきま

してですけれども、部活動には文科系の部活も

あれば運動系の部活動もあるわけなんですけれ

ども、なかなか文科系のほうが、例えば、吹奏

楽等の関係ですけれども、なかなか地域の人材

の方が学校の先生に代わって部活動が地域移行

するというのが運動のほうに比べると非常に難

しいようなところがございますので、その辺り

につきましては地域の人材の方に入っていただ

いて指導していくために、そういった文化部の

指導者のために部活動指導員というのを、現

在、探してお願いをしているようなところで

す。 

 この部活動指導員になりますと、単なるコー

チ的な役割の方っていいますのは、例えば、大

会等に出る場合に学校の先生が必ず引率に立ち

会わなければいけなかったわけですけれども、

この部活動指導員になりますと、きちっとした

先生たちに代わる、そういったポジションでで

すね協力していただきますので、学校の先生方

が引率されなくても単独で子供たちを大会に参

加させるようなところもできるというところに

なっております。 

 そういったところで部活動指導員のための予

算を取っているようなところでございます。 
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○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） 月の報酬というんです

かね、対価の部分、考え方をお示しいただけれ

ばと思います。 

○委員長（成松由紀夫君） 予算、課長、聞か

れてますよ。 

○学校教育課指導主事兼保健体育係長（星田章

広君） 失礼いたします。 

 報酬ですけれども、時給制――国及び県から

の補助事業になっておりますので、時給単価と

いうのが決まっております。それから平日の２

時間及び休日、土日どちらか１日３時間という

ところになっております。 

 先ほど課長が申し上げました文化部活動に関

しましては今年度１月から採用させていただい

ておりますが、その方のお仕事の関係で週に１

回というところで、現在、来て指導していただ

いておりますので、次年度、週に１回というと

ころで計上いたしております。 

 それから、２名につきましては運動部活動を

令和６年度、お二人お願いをする予定でおりま

す。人選につきましては今からになりますが、

平日、休日、週の４日から５日指導に当たって

いただく方を募集するということになります

が、３分の１が本市負担、３分の１が県、３分

の１が国ということになっておりますので、計

上額がそのような形になっております。 

○委員（大倉裕一君） ちなみに、八代市内で

地域に移行ができている、――すいません、そ

げん言うとしゃが部活がいっぱいあるけん分か

らんごっなっですよね。何部ぐらいがその地域

移行になってるんですか。 

○学校教育課指導主事兼保健体育係長（星田章

広君） 失礼いたします。 

 現時点では、まだ地域移行をしている部活動

はございません。現在、検討を重ねているとこ

ろで、様々な受入団体等を次年度検討していき

ながら進めたいと考えております。 

 ちなみに、本市１５校に、現在、運動・文化

１１０のクラブがございますが、その全てを状

況をですね、学校と、また地域等と、関係団体

等と協議をしながら進めていく方向で、現在、

検討している段階でございます。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） ありがとうございまし

た。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（堀口 晃君） 博物館施設整備事業の

中で、２か年かけてから１１億５０００万円と

いうようなことで、１年半ぐらいお休みされま

すよね。どっかで何かこの博物館に代わるよう

な事業とかという部分はされるんですかね。そ

こちょっと聞かせていただきたいと思います。 

○博物館未来の森ミュージアム副館長（上角愛

美子君） 失礼します。 

 博物館休館中に博物館活動ということで、ど

ういったことをするかということについてお答

えします。 

 今、資料をですね、準備しておりますので、

お配りさせていただいてもよろしいでしょう

か。 

○委員長（成松由紀夫君） それではお諮りし

ます。 

 資料配付の執行部から要請がありますが、い

ただいていいですか。配付していいですか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

（資料配付） 

○委員長（成松由紀夫君） これは後の所管事

務調査に入ってないわけ。 

○博物館未来の森ミュージアム副館長（上角愛

美子君） 入っていません。（｢たまたま。聞

かんならよう分からんだったな。何で事前に用

意してあっとかが」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（成松由紀夫君） なるべく事前に。 

○博物館未来の森ミュージアム副館長（上角愛

美子君） 失礼いたしました。（｢ああ、すご

いな。聞かるっと分かっとったのか」と呼ぶ者

あり） 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○博物館未来の森ミュージアム副館長（上角愛

美子君） 失礼いたします。 

 休館中の活動について、説明をさせていただ

きます。 

 博物館の写真がついてるほうのページです

ね、下半分の右半分のほうに休館中の博物館活

動ということで３つ挙げております。調査研究

活動、それから教育普及活動、展示活動とあり

ますけれども、裏面のほうにですね、詳しいと

ころを書いております。 

 黒い帯のですね、２、令和６年度実施の主な

博物館活動というところですけれども、調査研

究活動ですね、こちらですね、この工事をする

ために博物館の収蔵物の総点検を実施します。

整理確認作業を進めながら移転準備作業を行い

ます。また、移転保管中は収蔵品の保存に適切

な環境を維持するための措置を行うこととして

おります。博物館の収蔵品の点数としまして

は、今のところ４万１２００点というふうにな

っております。 

 ②のですね、松井文庫所蔵古文書調査という

ところで、平成６年度から実施しておりますも

のですけれども、こちらは引き続き調査を行っ

ていきます。ただし、資料にとって安全性が心

配な面もありますので、解読作業を中心に行っ

てまいります。 

 それから、右側のほうに参ります。２の教育

普及活動なんですけれども、休館によりまして

市民の学習機会が減ってくるというところで、

それを補うために、館外を会場とした出張講座

を博物館学芸員が交代で実施することとしてい

ます。それと併せてですね、学校等への出前講

座も実施してまいります。博物館出張講座、図

書館との共催で全６回、それと、八代文化財講

座としまして文化振興課との共催で６回、お出

かけ公民館講座として生涯学習課との共催を、

これまで博物館より遠いところですね、泉、東

陽、千丁、鏡、坂本などですね、そういったと

ころを中心に回っていきたいと考えておりま

す。 

 それから展覧会活動ですけれども、こちら休

館となりますので、今まで実施してきました春

夏秋冬の特別展覧会ができませんので、休館す

る６月３０日までは通常どおり開館いたしまし

て、企画展や常設展を行ってまいります。 

 その後、休館中はですね、小学生が見学で訪

れておりましたけれども、そちらに対応するた

めには、お祭りでんでん館のほうに会場をお借

りしまして、９月から１０月の間、１か月間ほ

どですね、昔の道具・昔の暮らし展というよう

なことをやっていきたいと思っております。 

 また、資料収集活動についてはですね、これ

まで収集した資料の調査を続けて行っていきた

いと考えております。 

 以上、お答えといたします。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（堀口 晃君） ありがとうございまし

た。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。ありませ

んか。 

○委員（大倉裕一君） 教育費についてはです

ね、教育費と民生費のほうについては賛成をし

たいというふうに思います。 

○委員長（成松由紀夫君） 意見ほかにござい

ませんか。 
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○委員（橋本徳一郎君） 学校管理費で水光熱

費も入ってますけども、毎回、何か欲しいとき

にエアコンがなかなかつけられないっていう話

も少し聞くもんだからですね、ぜひその辺は配

慮していただきたいというのと、ちょっと衛生

費については少し疑問が残りますので、そこの

部分はちょっと保留にしたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第４号・令和６年度八代市一般会計予算

中、当委員会関係分については、原案のとおり

決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 可否同数でありま

す。 

 よって、八代市議会委員会条例第１７条第１

項の規定により、委員長が本案に対する可否を

裁決いたします。 

 委員長は本案について原案のとおり可決と裁

決いたします。 

 よって、本案は原案のとおり可決と決しまし

た。 

 執行部入れ替わりのため休憩いたします。 

（午後２時４５分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時５９分 開議） 

◎議案第４４号・令和６年度八代市一般会計補

正予算・第１号（関係分） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第４４号・令和６年度八代市一般

会計補正予算・第１号中、当委員会関係分を議

題とし、説明を求めます。 

 それでは、歳出の第３款・民生費について、

健康福祉部から説明を願います。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（福本桂

三君） 議案第４４号・令和６年度八代市一般

会計補正予算・第１号、健康福祉部所管分につ

きましては、田中健康福祉部次長が説明します

ので、よろしくお願いいたします。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（田

中かおり君） 健康福祉部、田中です。よろし

くお願いします。着座にて説明いたします。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（田

中かおり君） それでは、健康福祉部所管分の

補正予算について説明いたします。 

 議案第４４号・令和６年度八代市一般会計補

正予算書・第１号をお願いいたします。 

 本補正予算の内容は、長引く物価高騰の影響

を受けている生活者への支援として、国の重点

支援地方交付金を活用した物価高騰重点支援給

付金の支給について、必要な経費に係る補正を

行うものです。 

 まず、２ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正の下段の表、歳出

でございますが、款３・民生費、項１・社会福

祉費で補正額１３億７５１万１０００円を追加

し、補正後の予算額は１３３億９４１０万４０

００円に、また、項２・児童福祉費で補正額３

６７０万５０００円を追加し、補正後の予算額

は９５億７５２４万６０００円としておりま

す。民生費の総額は、２つ上になりますが、２

６２億４７９３万３０００円としております。 

 続きまして、９ページをお願いいたします。 

 歳出の具体的な内容を説明いたします。 

 款３・民生費、項１・社会福祉費、目６・電

力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金給

付事業費で、物価高騰重点支援給付金給付事業

（調整給付）として１０億５７９５万円を計上

しております。これは、令和６年度の税制改正

による定額減税として、所得税３万円、個人住

民税１万円の計４万円の減税が実施されること
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に伴い、課税額が減税額より少なく減税し切れ

ない納税義務者に対し、その差額を調整給付す

るための経費を補正するものです。 

 支出のうち主なものは、給付金の給付費のほ

か、会計年度任用職員報酬や時間外勤務に対す

る職員手当等の人件費及び通知書発送の郵便料

等の役務費やシステム改修のための委託料など

の事務費です。給付費は、給付対象者数を５万

１５００人と見込んで計上いたしております。 

 なお、特定財源として全額、国庫支出金を予

定しております。 

 次に、同じく物価高騰重点支援給付金給付事

業（新たな非課税世帯・均等割世帯）として２

億４９５６万１０００円を計上しております。

これは、物価高騰による負担軽減を図るため、

新たに低所得となった世帯に給付金を支給する

ものです。給付対象は令和６年度において、新

たに住民税非課税となった世帯及び住民税均等

割のみが課税されている方のみの世帯で、いず

れも課税者に扶養されている方のみの世帯は対

象となりません。また、令和５年度において同

様の給付を受けた世帯も対象とはなりません。 

 支出のうち主なものは、給付金の給付費のほ

か、時間外勤務に対する職員手当等の人件費及

び通知書発送の郵便料等の役務費やシステム改

修のための委託料などの事務費です。給付費

は、給付対象世帯を２４００世帯と見込んで計

上いたしております。 

 なお、特定財源として全額、国庫支出金を予

定しております。 

 次に、１０ページをお願いいたします。 

 項２・児童福祉費、目４・電力・ガス・食料

品等価格高騰重点支援給付金給付事業費で、物

価高騰重点支援給付金給付事業（こども加算）

として３６７０万５０００円を計上しておりま

す。これは、先ほどの事業と同様、新たに低所

得者となった子育て世帯に対し、こども加算と

して子供１人当たり５万円の給付金を支給する

ことにより負担の軽減を図るものです。給付対

象は令和６年度において、新たに住民税非課税

となった世帯及び住民税均等割のみ課税となっ

た世帯で扶養されている１８歳以下の子供がい

る世帯です。また、令和６年１０月末日までに

出生した子供が対象となります。ただし、令和

５年度において同様の給付を受けた子供は対象

となりません。 

 支出のうち主なものは、給付金の給付費のほ

か、時間外勤務に対する職員手当等の人件費及

び通知書発送の郵便料等の役務費やシステム改

修のための委託料などの事務費です。給付費

は、支給対象児童数を６７０人と見込んで計上

いたしております。 

 なお、特定財源として全額、国庫支出金を予

定しております。 

 これら３つの事業につきましては、令和６年

度の課税情報を確認した後の作業開始となるた

め、令和６年６月以降の申請開始を見込んでお

ります。今後、減税の担当部署である財務部市

民税課と連携を図り、速やかな給付に努めてま

いります。 

 以上で、議案第４４号・令和６年度補正予

算・第１号の説明とさせていただきます。御審

議のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。よろしいですか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第４４号・令和６年度八代市一般会計補

正予算・第１号中、当委員会関係分について

は、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求
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めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため小会いたします。 

（午後３時０６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時０７分 本会） 

◎議案第５号・令和６年度八代市国民健康保険

特別会計予算 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第５号・令和６年度八代市国民健

康保険特別会計予算を議題とし、説明を求めま

す。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（福本桂

三君） 健康福祉部の福本です。着座にて説明

させていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（福本桂

三君） 令和６年度健康福祉部所管特別会計関

係予算に関しまして、部長総括を申し上げま

す。 

 まず、国民健康保険特別会計です。 

 国保事業は、令和２年から４年までの決算に

おいて黒字を確保することができ、令和４年度

予算では財政調整基金へ積立てを行うことがで

きました。この３年間において黒字となったの

は、新型コロナウイルス感染症の流行による受

診控えなどで医療給付費が減少した影響と考え

ております。 

 一方、医療費が戻り始めた本年度の収支予定

では再び赤字が想定され、今後においても厳し

い財政状況が続くと予想しております。今後も

健全財政を維持できるよう、適正課税による収

入の安定確保や収納対策を行ってまいります。 

 また、本年度に策定しますデータヘルス計画

により、生活習慣病などの発症予防、重症化予

防の取組など、国保事業の安定運営に向け、総

合的に取り組んでまいります。 

 次に、後期高齢者医療特別会計です。 

 ２０２５年度に団塊の世代全てが後期高齢者

医療の対象となり、医療費の急増が見込まれる

中、令和４年１０月には、一定以上の所得があ

る場合、１割から２割への医療費負担が導入さ

れたところです。国においては、令和６年度以

降の高齢者医療制度の見直しとして、負担能力

のある後期高齢者の保険料負担の見直しも予定

されております。 

 本市としましては、市民の皆様に制度改正に

係る様々な情報を迅速かつ適切に提供するとと

もに、医療費適正化を図ってまいります。 

 次に、介護保険特別会計です。 

 本市の６５歳以上の人口は令和３年をピーク

に減少傾向となっておりますが、高齢化率は右

肩上がりとなる中、介護サービスの給付費は、

令和元年度以降、増加傾向となっております。 

 令和６年度から８年度までの３か年間を計画

期間とする第９期介護保険事業計画において

は、要介護・要支援認定者や認知症高齢者、サ

ービス別の受給者、国の介護報酬等の改定の状

況から、介護サービス給付費は増加することが

見込まれますが、これまでの繰越金や介護給付

費準備基金の残高状況を考慮しまして、介護保

険料の基準額の引下げを行います。また、低所

得者への保険料負担軽減を図るため、所得段階

区分を９段階から１３段階に設定します。 

 今後も、住み慣れた地域で自分らしい暮らし

を続けられるよう、サービス提供体制の確保は

もとより、健全な介護保険財政の維持に取り組

んでまいります。 

 最後に、診療所特別会計です。 

 人口減少により過疎化・高齢化が進む中、泉

地区では医療や福祉の社会的資源が乏しく、身

近な場所で医療サービスが受けられる診療所は

重要な存在となっております。特に五家荘の椎

原診療所においては、令和４年度から常駐の医
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師ではなく市内外の４つの医療機関から交代で

医師を派遣していただく体制となりましたが、

地域住民の御理解と医療機関の御協力により、

円滑に医療提供ができております。 

 令和６年度も同様の体制で実施しますが、住

民の皆さんが安心して医療サービスを受けられ

るよう、引き続き、県や関係機関との連携を図

ってまいります。 

 以上が、令和６年度特別会計関係予算の部長

総括でございます。 

 それでは、議案第５号・八代市国民健康保険

特別会計予算及び議案第６号・八代市後期高齢

者医療特別会計予算につきましては早川国保ね

んきん課長が、議案第７号・八代市介護保険特

別会計予算につきましては草西介護保険課長

が、議案第９号・八代市診療所特別会計予算に

つきましては石本理事兼健康福祉政策課長が説

明いたしますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○国保ねんきん課長（早川孝幸君） 国保ねん

きん課の早川でございます。よろしくお願いし

ます。着座の上、説明させてください。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○国保ねんきん課長（早川孝幸君） それでは、

議案第５号・令和６年度八代市国民健康保険特

別会計予算について、予算書の１ページ目をお

願いいたします。 

 第１条で、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出

それぞれ１７０億１４７２万３０００円として

います。 

 次に、５ページをお願いします。 

 歳入歳出予算事項別明細書ですが、１、総括

で、歳入歳出それぞれ前年度比２億５７３万１

０００円の増額となっています。その主な理由

としましては、保険給付費の増によるもので

す。 

 それでは、歳出の具体的内容について御説明

します。 

 １１ページ目をお願いいたします。 

 上の表、款１・総務費、項１・総務管理費、

目１・一般管理費及びその下の目２・連合会負

担金に、合計１億８９４２万７０００円を計上

しています。その主な内訳は、職員給与などの

人的経費や被保険者証の発行、レセプト点検な

どの事務的経費のほか、国民健康保険団体連合

会の共同事務費に係る負担金などです。 

 次に、下の表を御覧ください。 

 項２・運営協議会費、目１・運営協議会費に

３７万６０００円を計上しています。内訳とし

ましては、運営協議会の委員に対する報酬が主

なものです。 

 １２ページをお願いします。 

 下の表、款２・保険給付費、項１・療養諸費

に合計１０４億６０７９万円を計上していま

す。これは、被保険者が医療機関などを受診さ

れた際の医療費から窓口負担分を除いた保険者

負担分である保険給付費やコルセットなどの購

入後に被保険者に支給する療養費が主なもので

す。前年度に比べて２億９４１万５０００円の

増を見込んでいますが、増額の主な要因は、１

人当たりの医療費が増加傾向であることや７０

歳以上の高齢被保険者の入院などの増加に伴

い、療養給付費が増額することによるもので

す。 

 １３ページをお願いします。 

 上の表、款２・保険給付費、項２・高額療養

費に１６億２７６万４０００円を計上していま

す。高額療養費は、月ごとの医療機関での窓口

負担額が世帯の状況や所得に応じて設定される

限度額を超えた場合に支給するものです。 

 １４ページをお願いします。 

 上の表、款２・保険給付費、項４・出産育児

諸費に合計４００１万７０００円を計上してい

ます。目１・出産育児一時金は、被保険者が出

産をされたときに子供１人につき５０万円を支

給するもので、８０件分を見込んでいます。 
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 １５ページをお願いします。 

 国民健康保険事業費納付金です。上の表、款

３・国民健康保険事業費納付金、項１・医療給

付費分に合計３２億５１３５万６０００円を計

上しています。 

 次に、下の表、項２・後期高齢者支援金等分

に合計９億３９２７万５０００円を計上してい

ます。これは、後期高齢者医療を支える現役世

代からの支援金に当たるもので、保険者として

負担するものです。 

 １６ページをお願いします。 

 上段の表、款３・国民健康保険事業費納付

金、項３・介護納付金分、目１・介護納付金分

に３億４２３１万６０００円を計上していま

す。これは、介護保険の第２号被保険者に当た

る４０歳以上６５歳未満の方に賦課する介護保

険料分です。 

 これら３つの納付金の合計額４５億３２９４

万７０００円は、県が県全体の保険給付費を推

計し、各市町村の被保険者数、医療費水準、所

得水準などに応じて案分して決定するもので、

前年度と比べて６５５２万７０００円の減とな

っています。減額となった主な要因としては、

団塊の世代の後期高齢者医療制度への移行など

で被保険者数が減少したことによるものです。 

 次に、中段の表、款４・共同事業拠出金、項

１・共同事業拠出金、目１・共同事業費拠出金

に８０万７０００円を計上しています。これ

は、国保連合会が行う広報事業などに要する経

費に対する県内各市町村の拠出金です。 

 下段の表、款５・保健事業費、項１・保健事

業費、目１・疾病予防費に６４８５万８０００

円を計上しています。これは、はり・きゅう・

マッサージの利用や人間ドック・脳ドックの受

診に係る費用の助成のほか、ジェネリック医薬

品の普及促進のための経費及び特定健診未受診

者への受診勧奨や糖尿病性腎症重症化予防に関

する保健事業などを実施するものです。 

 次に、１７ページをお願いします。 

 下の表、款５・保健事業費、項２・特定健康

診査等事業費、目１・特定健康診査等事業費に

９３０３万３０００円を計上しています。これ

は、特定健診や特定保健指導に係る委託料など

に要する経費です。 

 １８ページをお願いします。 

 最後に、中段の表、款７・諸支出金、項１・

償還金及び還付加算金に合計１４５９万円を計

上しています。これは、死亡・転出・社会保険

への加入など国民健康保険の資格喪失に伴う保

険税の還付金及び還付加算金です。 

 以上が歳出です。 

 続きまして、歳入を御説明いたします。 

 恐れ入りますが、戻りまして６ページをお願

いします。 

 款１・国民健康保険税、項１・国民健康保険

税で合計２９億６３２３万４０００円を計上し

ています。前年度に比べて２億２４７５万１０

００円の減となっています。減額の要因は、主

に被保険者数の減少によるものです。 

 なお、保険税率については、八代市国民健康

保険運営協議会の答申を踏まえ、令和６年度の

保険税率は据え置き、繰越金や基金を活用する

ことで国民健康保険制度を運営していきたいと

考えています。 

 ７ページをお願いします。 

 中段の表、款３・国庫支出金、項１・国庫補

助金、目１・社会保障・税番号制度システム整

備費等補助金の２９０万４０００円は、マイナ

ンバーカードと健康保険証の一体化に向けたシ

ステム改修に係る国からの補助金です。 

 下段の表、款４・県支出金、項１・県負担

金・補助金、目１・保険給付費等交付金に１２

４億１１５７万８０００円を計上しています。

内訳は、節１・普通交付金が１２０億３３２２

万１０００円で、これは医療費などに係る保険

給付費の全額を県が負担するものです。節２・
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特別交付金３億７８３５万７０００円は、特定

健診受診率の向上や糖尿病など重症化予防対

策、収納率向上などに積極的に取り組んだ保険

者に成果に応じた財政支援がなされる保険者努

力支援制度に係る交付金のほか、結核や精神疾

患に係る医療費が平均的な市町村に比べて多い

など、各市町村の特別な事情による国保財政の

調整を図るために交付されるものなどです。 

 ８ページをお願いします。 

 上段の表、款５・繰入金、項１・一般会計繰

入金、目１・一般会計繰入金で１４億８５０１

万６０００円を計上しています。内訳は、節

１・職員給与費等繰入金１億８７１７万５００

０円は、国民健康保険の事業に要する人件費及

び事務費です。節２・出産育児繰入金２６６６

万７０００円は、歳出の出産育児一時金の３分

の２の額を市負担分として一般会計から繰り入

れるものです。次の、節３・保険基盤安定繰入

金９億８４８４万５０００円は、低所得者に対

する保険税の軽減などを公費で補塡する分で

す。その下の節４・財政安定化支援事業繰入金

２億７３２１万４０００円は、低所得者や高齢

者が多いなど、保険者の責めに帰すことができ

ない特別な事情がある場合に国保財政を安定す

るために繰り入れることになっているもので

す。節５・未就学児均等割保険税繰入金９６１

万５０００円は、未就学の子供に係る保険税の

軽減分を公費で補塡するものです。節６・産前

産後保険税繰入金３５０万円は、令和６年１月

１日から施行された出産被保険者の産前産後期

間に係る保険税の免除分を公費で補塡するもの

です。 

 ９ページをお願いします。 

 款７・諸収入、項１・延滞金加算金及び過料

に合計で１１００万１０００円を計上していま

す。これは、保険税の滞納分に係る延滞金で

す。 

 １０ページをお願いします。 

 上段の表、款７・諸収入、項３・雑入に合計

で１６１３万８０００円を計上しています。こ

れは、交通事故等に係る第三者納付金が主なも

のです。 

 最後に、下段の表、款８・繰越金、項１・繰

越金に１億２１８４万８０００円を計上してい

ます。これは、保険税減収に伴う歳入の補塡と

して繰越金を充てる予定のものです。 

 以上が歳入の説明です。 

 これで、議案第５号・令和６年度八代市国民

健康保険特別会計予算の説明を終わります。御

審議のほう、よろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（橋本徳一郎君） 保険証の関係で、マ

イナンバー保険証の予算がついてると思うんで

すが、紙の保険証の発行は、今回、予算に入っ

てるでしょうか。 

○国保ねんきん課長（早川孝幸君） 国民健康

保険証の廃止は令和６年１２月２日になってお

りますので、それ以前の一斉で発送する７月分

についての印刷がこちらのほうに入っておりま

す。 

○委員（橋本徳一郎君） １２月以降はもう、

マイナ保険証１本になるということですね。 

○国保ねんきん課長（早川孝幸君） １２月２

日以降は保険証は発行しないとなっておりま

す。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（橋本徳一郎君） あとは意見で。 

○委員（増田一喜君） ジェネリック医薬品で

すね、あれはちょっと聞いたところによると、

お医者さんの処方箋に伴ってジェネリックを使

っていいですよと薬局に伝えると、処方箋に書

くなりして、そうしないと何かジェネリックは

ないというようなふうなことも聞いたんですよ

ね。 
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 ただ、私も薬もらいに行ったときに、薬局の

ほうからジェネリックでいいですかって聞かれ

ると、はいどうぞと言うてジェネリックに変え

てもらう部分はあるんですけれども、それはど

ういうふうに役所のほうでは思ってるという

か、理解されとるのかな。これ、個人が言うだ

けでいいんですか。 

○国保ねんきん課長（早川孝幸君） ジェネリ

ックの部分については、うちのほうも率先して

するように、国民健康保険証に貼るように、―

―ジェネリックのほうを利用しますという形の

シールをですね、貼っておりますので、それは

普通のほかの社会保険の方たちも一緒と思うん

ですけども、窓口でジェネリックという形でお

医者さん等に言っていただければですね、そち

らのほうを処方されるというふうに思っており

ます。 

○委員（増田一喜君） 保険証はですね、お医

者さんに見せないんですよね。会計のときに保

険証を見せたり薬局で見せるけんで、そこに貼

っててもあまり意味ないんですよ。何か言葉で

先生には言わないと。先生のほうはジェネリッ

クじゃなくて正規の薬を使ってほしいという意

向もあるでしょうから、なかなかそこ難しいか

ら、そこをどうにか、できるだけ医療費が安く

上がるようにするためには何らかの工夫が要る

のかなと思うけれども、何か。 

○委員長（成松由紀夫君） 増田委員、それは

個別でジェネリックは。いいですか。 

○委員（増田一喜君） 分かりました。 

○委員長（成松由紀夫君） お願いします。 

 ほかにございませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） 前の保険証というと

ころで１２月以降一本化するって言われてなっ

てるみたいですけど、実際の利用率だとかトラ

ブルの件数だとかは把握されてますか。 

○国保ねんきん課医療給付係長（山田 卓君） 

 医療給付係長の山田と申します。 

 今、委員お尋ねのマイナ保険証の利用率とト

ラブルの件数ということなんですが、まず、マ

イナ保険証の利用率のほうに関しましては、本

年３月に国のほうから利用率のデータというの

をいただいておりまして、令和６年１月診療分

で本市の利用率が５.２４％となっておりまし

て、全国平均が３.９％となっておりますので

それよりは上回っている状況という状況になり

ます。 

 あと、トラブルの件数に関しましては、医療

機関ごとでのトラブルとかになるので、ちょっ

とこちらで件数とかは把握をしてない状況にな

ります。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了……。 

○国保ねんきん課長（早川孝幸君） 訂正をさ

せていただければ。 

○委員長（成松由紀夫君） 訂正。はい。 

○国保ねんきん課長（早川孝幸君） 先ほどで

すね、納付金の前年度と比べて幾らという形で

ですね、６億５０００万円という話で説明した

ところが、前年度と比べて６５５２万７０００

円の減というところでですね、訂正いたしま

す。 

○委員長（成松由紀夫君） 桁を間違えてた。 

○国保ねんきん課長（早川孝幸君） はい。申

し訳ございません。 

○委員長（成松由紀夫君） では、発言の訂正

をお願いします。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（橋本徳一郎君） マイナ保険証が１２

月以降一本化というふうな形で方針が出てるん

ですが、全国平均よりも高いとはいえですね、

まだ５％台というところですね。まだなかなか
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浸透してないというのと、使い勝手が悪いって

いうのは、私、現場のほうで聞いてるんですよ

ね。なかなか認証ができない。そういうのも含

めて紙の保険証っていうのはまだまだ必要だと

思うんですよ。ぜひ紙の保険証の発行は続けて

いただきたいなと思います。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） 要望、お願いしま

す。 

 ほかにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第５号・令和６年度八代市国民健康保険

特別会計予算については、原案のとおり決する

に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため小会します。 

（午後３時２８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時２８分 本会） 

◎議案第６号・令和６年度八代市後期高齢者医

療特別会計予算 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第６号・令和６年度八代市後期高

齢者医療特別会計予算を議題とし、説明を求め

ます。 

○国保ねんきん課長（早川孝幸君） 国保ねん

きん課の早川です。引き続き、よろしくお願い

いたします。着座の上、説明させていただきま

す。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○国保ねんきん課長（早川孝幸君） 議案第６

号・令和６年度八代市後期高齢者医療特別会計

予算です。 

 予算書の１ページをお願いします。 

 第１条で、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出

それぞれ２４億８２２万６０００円としており

ます。 

 次に、５ページをお願いします。 

 歳入歳出予算事項別明細書ですが、１、総括

で、歳入歳出それぞれ前年度比１億５１８８万

６０００円の増額となっています。 

 それでは、歳出の具体的内容について御説明

します。 

 ９ページをお願いします。 

 上の表、款１・総務費、項１・総務管理費、

目１・一般管理費に７３５０万８０００円を計

上しています。その主な内訳は、熊本県後期高

齢者医療広域連合に派遣している２名を含む職

員８名分の人件費のほか、被保険者証の交付に

係る事務費などです。 

 次に、下の表、項２・徴収費、目１・徴収費

に１０６９万３０００円を計上しています。こ

れは、保険料の徴収事務に要する経費で、主に

会計年度任用職員の報酬及び保険料の納付書、

封筒などの印刷製本費並びに郵便料です。 

 １０ページをお願いします。 

 上の表、款２・後期高齢者医療広域連合納付

金、項１・後期高齢者医療広域連合納付金に合

計２３億１１３３万２０００円を計上しており

ます。内訳として、目１・被保険者保険料納付

金１６億３４６３万円は、被保険者から徴収す

る保険料を広域連合に納付するものです。前年

度と比較して１億２７８２万円の増となってい

ます。増額となった理由は、被保険者数の増や

令和６年度、７年度の保険料率の増額改定によ

り、被保険者から納付される保険料が増加する

ことによるものです。 

 次の目２・保険基盤安定分担金６億７６７０

万２０００円は、低所得者の保険料軽減分を補

塡するものです。軽減額のうち４分の３を県

が、４分の１を市がそれぞれ負担することとな

っております。相当額を一般会計から特別会計
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へ繰り入れ、広域連合へ支出するものです。前

年度と比較して６６６４万６０００円の増とな

っております。 

 下の表を御覧ください。 

 款３・保健事業費、項１・健康保持増進事業

費、目１・健康保持増進事業費に８３８万９０

００円を計上しています。これは、はり・きゅ

うなど助成に係る経費です。前年度比４５５８

万３０００円の減額となっておりますが、後期

高齢者医療広域連合からの受託事業の高齢者の

保健事業と介護予防の一体化実施事業及び健診

事業を一般会計事業に移行したことによるもの

です。 

 続きまして、１１ページをお願いします。 

 上の表、款４・諸支出金、項１・償還金及び

還付加算金に合計３３０万４０００円を計上し

ています。これは、被保険者の死亡や転出など

による保険料の還付金及び還付加算金です。保

険料の還付などは、本市が被保険者に一旦支払

い、その分を広域連合に請求し、受け入れる仕

組みとなっております。 

 以上が歳出です。 

 続きまして、歳入を御説明します。 

 恐れ入りますが、戻りまして６ページをお願

いします。 

 上の表、款１・後期高齢者医療保険料、項

１・後期高齢者医療保険料に合計１６億３４６

２万９０００円を計上しています。先ほども御

説明しましたように、保険料は市で収納した

後、全額を広域連合に納付金として支出いたし

ます。 

 なお、令和６年度は保険料率などの改定時期

のため、令和６年度、７年度の保険料について

は増額改定となっております。この保険料率の

改定につきましては、熊本県後期高齢者広域連

合において、今後の見通しを踏まえた改定案を

作成され、同広域連合議会において審議、議決

されたものでございます。改定の内容としまし

ては、均等割額が５万４０００円から５万８０

００円へ４０００円の増、所得割率が１０.２

６％から１０.９８％へ０.７２ポイント増とな

り、保険料の賦課限度額も６６万円から８０万

円に引き上げられております。しかしながら、

保険料率などの引上げによる保険料の急増に配

慮し、支払いの負担を軽減する激変緩和措置も

設けられております。今回の引上げの主な要因

は、被保険者の増加と、それに伴う保険給付費

の増大のほか、後期高齢者負担率の見直しなど

によるものです。 

 次の表、款２・使用料及び手数料、項１・手

数料、目１・督促手数料の２３万６０００円

は、保険料の滞納者から徴収する督促手数料で

す。 

 下の表、款３・繰入金、項１・一般会計繰入

金に合計７億６９０５万５０００円を計上して

います。内訳として、目１・事務費繰入金９２

３５万３０００円は、職員給与経費などの財源

として一般会計から繰り入れるものです。 

 目２・保険基盤安定繰入金６億７６７０万２

０００円は、広域連合へ支出する保険基盤安定

負担金について一般会計から繰り入れるもので

す。 

 ７ページをお願いします。 

 下の表、款５・諸収入、項２・償還金及び還

付加算金に合計３３０万４０００円を計上して

います。これは、保険料の還付金及び還付加算

金の支出に対する広域連合からの受入れ分で

す。 

 以上が歳入の説明です。 

 これで、議案第６号・令和６年度八代市後期

高齢者医療特別会計予算の説明を終わります。

御審議のほう、よろしくお願いします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。よろしいですか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第６号・令和６年度八代市後期高齢者医

療特別会計予算については、原案のとおり決す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため小会します。 

（午後３時３６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時３７分 本会） 

◎議案第７号・令和６年度八代市介護保険特別

会計予算 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第７号・令和６年度八代市介護保

険特別会計予算を議題とし、説明を求めます。 

○介護保険課長（草西亮介君） 皆様、こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）介護保

険課の草西と申します。どうぞよろしくお願い

いたします。それでは、座りまして説明をさせ

ていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○介護保険課長（草西亮介君） 議案第７号・

令和６年度八代市介護保険特別会計予算につい

て御説明をいたします。 

 初めに、１ページをお願いいたします。 

 第１条におきまして、歳入歳出予算の総額

を、歳入歳出それぞれ１５０億１０６１万４０

００円と定めております。 

 次に、５ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算事項別明細書でございますが、

１、総括で、歳入歳出それぞれ前年比１億９５

２２万９０００円の増となっております。これ

は、令和６年度の介護報酬改定の影響による保

険給付費の増が主な要因でございます。 

 それでは、先に歳出から御説明をさせていた

だきます。 

 １２ページをお願いいたします。 

 ３、歳出でございます。歳出の主なものにつ

いて御説明をいたします。 

 まず、上の表、款１・総務費、項１・総務管

理費、目１・一般管理費に２億２７５９万９０

００円を計上しております。内訳は、一般職３

３人分の人件費２億２０４０万２０００円など

が主なものでございます。 

 次に、下の表の項２・徴収費、目１・賦課徴

収費では９６４万円を計上しております。これ

は、介護保険料の納付書等の郵便料５０５万７

０００円が主なものでございます。 

 １３ページをお願いいたします。 

 下の表になりますが、項３・介護認定費、目

１・介護認定審査会費に２２０６万２０００円

を計上しております。これは、介護認定審査会

委員報酬が主なものでございます。 

 次に、目２・認定調査費に１億２５３９万３

０００円を計上しております。これは、介護認

定調査員の報酬や主治医意見書作成手数料が主

なものでございます。 

 １４ページの下の表をお願いいたします。 

 款２・保険給付費、項１・保険給付費、目

１・介護サービス給付費に１２９億８７２０万

円を計上しております。この目で歳出予算総額

の約８６％を占めております。これは、要介護

１から５の方の各種介護サービスに対する保険

給付事業でございます。 

 次に、目２・介護予防サービス給付費に２億

９０３０万円を計上しております。これは、要

支援１または２の方の介護予防サービスに対す

る保険給付事業になります。 

 続きまして、目３・高額介護サービス費に３

億１８００万円を計上しております。これは、
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高額介護サービス給付事業において、介護サー

ビスを利用した月の自己負担額が一定の金額を

超えた場合に、その超過分を利用した被保険者

に対して支給――払戻しをするものでございま

す。 

 次に、１５ページをお願いいたします。 

 表の中ほど、目８・特定入所者介護サービス

費に４億１８００万円を計上しております。こ

れは、施設に入所する低所得者の方が一定の要

件を満たす場合、居住費と食費について所得等

に応じて自己負担の限度額が設けられており、

その限度額を超えた分を保険給付するものでご

ざいます。 

 次に、表の一番下の行ですが、保険給付費の

財源内訳のうち、国県支出金は５６億３１１９

万７０００円となっております。国県支出金の

割合は、施設系サービス費用の国が１５％、県

が１７.５％、その他サービス費用の国が２

０％、県が１２.５％でございます。次の繰入

金１９億３９６９万３０００円は、給付費全体

の１２.５％が市の負担分となっておりますこ

とから、一般会計から繰り入れるものです。繰

入金の右隣、事業収入６５億１４４１万円につ

きましては、６５歳以上の方の第１号被保険者

保険料と４０歳から６４歳までの医療保険に加

入されている方の第２号被保険者保険料に相当

する社会保険診療報酬支払基金からの交付金に

なります。 

 次に、１６ページをお願いいたします。 

 款３・地域支援事業費、項１・介護予防・日

常生活支援総合事業費、目１・介護予防・生活

支援サービス事業費に２億７７７１万３０００

円を計上しております。これは、市町村が地域

の実情に応じ、介護予防や日常生活支援に係る

多様なサービスを提供する事業で、要支援１ま

たは２の認定を受けた方や要介護認定を受けて

なくても生活機能の低下が認められる方が利用

する訪問型サービス事業、通所型サービス事業

に要する経費が主なものでございます。 

 次に、目２・一般介護予防事業費に３４８７

万７０００円を計上しております。これは、全

ての高齢者を対象に、できる限り健康な状態を

維持できるようにすることを目的とした事業に

なります。内訳は、介護予防と体力づくりを行

うやつしろ元気体操教室や生きがいづくり、健

康づくり、仲間づくりを行ういきいきサロン開

催等に係る委託料が主なものでございます。 

 次に、表の一番下の行、介護予防・日常生活

支援総合事業費の財源内訳でございますが、国

県支出金の１億５３２７万２０００円は、事業

費の２５％を国が、１２.５％を県が負担する

ものでございます。右の繰入金３９０７万３０

００円は、事業費の１２.５％を市が負担し、

一般会計から繰り入れるものです。さらに、そ

の右隣の事業収入１億２０２４万５０００円

は、第１号被保険者の保険料と第２号被保険者

の保険料に相当する支払基金交付金になりま

す。 

 次に、１７ページをお願いいたします。 

 項２・包括的支援事業・任意事業費、目１・

包括的支援事業費に１億９３８１万７０００円

を計上しております。これは、市内６か所に設

置しております地域包括支援センターの運営委

託事業費が主なものでございます。 

 次に、目２・任意事業費に２９２７万８００

０円を計上しております。これは、緊急通報装

置を利用した安心相談確保事業や配食サービス

を行う食の自立支援事業などの生活支援事業が

主なものでございます。 

 次に、表の一番下の行、包括的支援事業・任

意事業費の財源内訳でございますが、国県支出

金１億２８５７万２０００円は、事業費の３

８.５％を国が、１９.２５％を県が負担し、繰

入金の４２８５万７０００円は、事業費の１

９.２５％を市が負担するものでございます。

また、事業収入の５１６６万６０００円は第１
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号被保険者の保険料になります。 

 次に、１８ページをお願いいたします。 

 上段の表、款４・基金積立金、項１・目１・

基金積立金として５万２０００円を計上してお

ります。これは、介護給付費準備基金の預金利

子を積み立てるものでございます。 

 次に、下段の表、款５・諸支出金、項１・目

１・償還金及び還付加算金として４８８万３０

００円を計上しております。これは、第１号被

保険者から徴収した保険料の過年度分の還付金

の支出に充てるものでございます。 

 以上が歳出の説明でございます。 

 続きまして、歳入について御説明いたしま

す。 

 恐れ入りますが、６ページをお願いいたしま

す。 

 ２、歳入でございます。主なものについて御

説明いたします。 

 上の表の款１・保険料、項１・介護保険料、

目１・第１号被保険者保険料に２６億２８６４

万９０００円を計上しております。内訳につい

て、節１・現年度分特別徴収保険料２４億２２

０４万１０００円は、年金から天引きされるも

のでございます。節２・現年度分普通徴収保険

料１億９５４４万８０００円は、納付書や口座

振替にて納付していただくものになります。ま

た、節３・滞納繰越分保険料として１１１６万

円を計上しております。 

 ７ページをお願いいたします。 

 中段の表、款４・支払基金交付金、項１・支

払基金交付金の合計額３８億８５４５万９００

０円は、４０歳から６４歳までの医療保険に加

入されている方の第２号被保険者保険料につい

て、社会保険診療報酬支払基金から交付される

ものでございます。目１・介護給付費交付金の

３８億１０６万円は、歳出の保険給付費の２

７％、目２・地域支援事業支援交付金の８４３

９万９０００円は、歳出の介護予防・日常生活

支援総合事業費の２７％となっております。 

 下段の表、款５・国庫支出金、項１・国庫負

担金、目１・介護給付費負担金２５億９１０２

万円は、歳出の保険給付費のうち、施設系サー

ビスの１５％、その他サービスの２０％を国が

負担するものでございます。 

 続きまして、８ページをお願いいたします。 

 上の表の項２・国庫補助金、目１・調整交付

金１０億７１４７万８０００円は、歳出の保険

給付費の７.５％、地域支援事業費の５％に当

たります。その下、目２・地域支援事業交付金

（介護予防・日常生活支援総合事業）６２５１

万８０００円と、目３・地域支援事業交付金

（包括的支援事業・任意事業）８５７１万５０

００円は、国が補助するものでございます。 

 次に、下の表、款６・県支出金、項１・県負

担金、目１・介護給付費負担金１９億８４３２

万８０００円は、歳出の保険給付費のうち、施

設系サービスの１７.５％、その他サービスの

１２.５％を県が負担するものでございます。 

 ９ページをお願いいたします。 

 上の表、項２・県補助金、目１・地域支援事

業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業）

３９０７万３０００円と、目２・地域支援事業

交付金（包括的支援事業・任意事業）４２８５

万７０００円は、県が補助するものでございま

す。 

 次に、１０ページをお願いいたします。 

 款８・繰入金、項１・一般会計繰入金、目

１・一般会計繰入金２４億５０３万１０００円

は、歳出の保険給付費等に対する市の負担分や

職員給与費などを一般会計から繰り入れるもの

でございます。 

 下の表、款９・繰越金、項１・繰越金、目

１・繰越金１億７６４５万２０００円は、保険

料の基準額改定の影響により計上するものでご

ざいます。 

 以上が歳入の説明になります。 
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 以上で、議案第７号・令和６年度八代市介護

保険特別会計予算の説明を終わります。御審議

のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（橋本徳一郎君） 介護サービス及び介

護予防サービスともに伸びてるということなん

ですけども、ただ、入所者の介護サービス費は

前年度に比べて９００万下がってるというふう

なことになってるので、これは居宅者のほうに

動いたとかそういう具体的な例があってという

ことではなくて、全体的に減ってるというよう

なことなんでしょうか。 

○介護保険課長（草西亮介君） 今、お尋ねの

件につきましては、具体的に事業所のほうにお

伺いをしたということではなく、決算上で見た

ものということでございます。決算で整理した

ものに介護給付、介護報酬改定の影響を加味し

ているというところでございます。 

○委員（橋本徳一郎君） 施設系はたしか処遇

改善加算が入って、そっちのほうが増えるかな

というふうなのは思ってたんですよね。または

居宅のほうはやはり据置きということになるの

で、そちらのほうも何か待遇改善というか、そ

ういうのを市としても考えていただきたいなと

いうふうに思います。意見でお願いします。 

○委員長（成松由紀夫君） 要望ですね。 

○委員（橋本徳一郎君） 要望で。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第７号・令和６年度八代市介護保険特別

会計予算については、原案のとおり決するに賛

成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため小会します。 

（午後３時５１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時５１分 本会） 

◎議案第９号・令和６年度八代市診療所特別会

計予算 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第９号・令和６年度八代市診療所

特別会計予算を議題とし、説明を求めます。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 健

康福祉政策課の石本です。よろしくお願いいた

します。 

 それでは、議案第９号・令和６年度八代市診

療所特別会計予算につきまして、御説明をさせ

ていただきたいと思います。失礼しまして、着

座にて説明させていただければと思います。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 失

礼します。 

 令和６年度・八代市診療所特別会計予算の１

ページを御覧ください。 

 第１条、歳入歳出予算で、歳入歳出予算の総

額をそれぞれ７４９０万円といたしておりま

す。 

 次に、５ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算事項別明細書の１、総括でござ

いますが、歳入歳出それぞれ前年比６８５万５

０００円の増額となっております。内容につき

ましては、歳出予算から御説明いたします。 

 恐れ入りますが、ページ飛びまして、９ペー

ジを御覧ください。 

 ３、歳出の款１・総務費、項１・総務管理
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費、目１・一般管理費は５８１７万８０００円

で、前年度比で６８１万２０００円の増となっ

ております。 

 一番右側の説明欄を御覧ください。 

 上から二つ目の椎原診療所一般管理事業３３

００万１０００円は、泉町にあります市立のへ

き地診療所のうち、五家荘地域に開設しており

ます椎原診療所の運営に要する経費でございま

す。椎原診療所につきましては、令和４年度以

降、自治医科大卒医師の派遣がかなわない状況

となっており、熊本労災病院、熊本総合病院、

八代北部地域医療センター、熊本整形外科病院

の４病院から交代で医師を派遣いただき、週３

日の診療と併せて訪問看護を週１日行う体制と

いたしております。 

 経費の内訳の主なものといたしましては、医

師派遣委託料１２５５万円、会計年度任用職員

の看護師２名分の報酬４８５万円、患者送迎業

務委託料１６７万３０００円、医師送迎委託料

１２７万１０００円、受付業務委託料１０２万

１０００円、診療報酬請求事務委託料８０万

円、電子カルテシステム導入等に係る備品購入

費２７５万円などがございます。 

 説明欄の一つ下の下岳診療所一般管理事業２

２３６万円は、同じく泉町にございます下岳診

療所の運営に要する経費で、主なものは八代郡

医師会への診療業務委託料１７７５万７０００

円や、先に説明の椎原診療所と同様、電子カル

テシステム導入等に係る備品購入費２３１万円

などがございます。 

 次の歯科診療所一般管理事業２４２万１００

０円は、泉町柿迫地区にございます泉歯科診療

所の運営に要する経費で、主なものは八代歯科

医師会への診療業務委託料２３９万１０００円

でございます。一般管理費の増額の理由といた

しましては、先ほど申し上げました椎原診療所

及び下岳診療所における電子カルテシステム導

入等に係る備品購入費等が主なものになりま

す。 

 次の、目２・医療費は１５６２万７０００円

で、前年度比３０万９０００円の増となってお

となっております。これは、各診療所で使用す

る医薬品や医薬材料、血液検査や歯科技工の委

託などに要する経費で、内訳としましては、椎

原診療所７６９万６０００円、下岳診療所７７

５万１０００円、歯科診療所１８万円といたし

ております。医療費の増額の理由でございます

が、下岳診療所における医療機器リース費等が

主なものでございます。 

 １０ページをお願いいたします。 

 款２、項１・公債費、目１・元金は１０９万

２０００円で、前年度比２６万４０００円の減

となっております。これは、これまでに医療機

器の購入等で借り入れた起債の償還元金でござ

います。 

 次の目２・利子は３０００円で、前年度比２

０００円の減となっております。これは、起債

の償還利子でございます。 

 以上が歳出予算でございます。 

 続きまして、歳入予算の御説明をいたしま

す。 

 恐れ入りますが、お戻りいただきまして、６

ページをお願いいたします。 

 上の表、２、歳入の款１・診療所事業収入、

項１・診療収入、目１・保険収入は２０５５万

９０００円で、前年度比５２万２０００円の減

となっております。これは、医療保険から支払

われる診療報酬で、内訳といたしましては、椎

原診療所で１０４０万円、下岳診療所で１０１

０万円、歯科診療所で５万９０００円を見込ん

でおります。減額の理由といたしましては、各

診療所における受診者数の減少の見込みによる

ものでございます。 

 次の目２・一部負担金収入３６０万５０００

円は医療費の個人負担分で、前年度比１１万円

の減となっております。 
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 次の目３・その他診療収入６９万８０００円

は予防接種に伴う収入で、前年度比１万８００

０円の増となっております。 

 真ん中の表、款２・使用料及び手数料、項

１・使用料、目１・診療所使用料は１３万５０

００円でございます。主なものは、下岳診療所

の診療に従事する医師などが休憩所として使用

しております診療所に隣接する建物の使用料収

入１３万２０００円でございます。 

 下の表、項２・手数料、目１・診療所手数料

は２６万円で、前年度比１万円の減となってお

ります。これは、診断書の作成手数料や健康診

断に係る手数料収入で、椎原診療所が２０万

円、下岳診療所６万円を見込んでおります。 

 ７ページをお願いいたします。 

 上の表、款３・県支出金、項１・県補助金、

目１・へき地診療所県補助金は１９５８万５０

００円で、前年度比４１７万９０００円の増と

なっております。その右側にございます節１・

へき地診療所運営費補助金１６６７万３０００

円は、採算性が低いへき地診療所の運営費に対

します補助金で、補助率が３分の２となってお

ります。内訳は、椎原診療所が８８１万５００

０円、下岳診療所が６１６万７０００円、歯科

診療所が１６９万１０００円といたしておりま

す。その下の節２・へき地患者輸送車運行支援

事業補助金３８万２０００円は、椎原診療所で

運行しております患者輸送車の運行経費に係る

補助金で、補助率２分の１でございます。 

 真ん中の表、款４・繰入金、項１、目１・一

般会計繰入金は、２７６３万６０００円で、前

年度比８９８万円の増となっております。これ

は、各診療所の運営における収支不足分を一般

会計から繰り入れるもので、内訳といたしまし

ては、椎原診療所が１７１０万６０００円、下

岳診療所が９６８万４０００円、歯科診療所が

８４万６０００円となっております。 

 下の表、款５、項１、目１・繰越金は１００

０円でございます。 

 ８ページをお願いいたします。 

 上の表、款６・諸収入、項１、目１・雑入は

２万１０００円となっております。 

 最後に、下の表、款７、項１・市債、目１・

診療所事業債で２４０万円となっております。

これは、先ほど歳出のほうで説明いたしました

椎原診療所及び下岳診療所における電子カルテ

システム導入等に係る備品購入に要する経費の

借入金でございます。それぞれの経費から補助

率２分の１の県補助金を差し引きました額に充

当するものでございます。起債のメニューは過

疎債となります。充当率１００％で、交付税算

入割合が７０％となっております。 

 なお、３ページを御覧ください。 

 第２表、地方債におきまして、こちらの起債

の限度額２４０万円を設定いたしてるところで

ございます。 

 以上で、議案第９号・令和６年度八代市診療

所特別会計予算の説明を終わります。御審議の

ほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（橋本徳一郎君） ２つの診療所に電子

カルテを導入されるということなんですが、こ

の目的は何でしょうか。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） シ

ステムの期間満了に伴う更新ということで考え

ていただければと思います。 

○委員（橋本徳一郎君） 今までも電子カルテ

であったということでよろしいですか。 

○泉支所地域振興課長補佐兼市民福祉係長（川

部幸博君） 失礼します。御質問の件にお答え

いたします。 

 今回計上いたしました電子カルテシステムに

ついては新規に導入するものでございます。 

 レセプトコンピューター等につきましては既



 

－67－

存のシステムが導入されておりますので、今回

御承認いただければレセプトソフトと電子カル

テが一体に稼働するという形になり、診療から

会計を一元化できるというシステムになってお

ります。 

 以上でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（橋本徳一郎君） 電算システムの満了

に伴って電子カルテも入れるということです

ね。 

 ただ、電子カルテ単独で入れるのと規模から

いって紙カルテでも十分いけるのかなという気

もしなくもなかったもんですから、その辺の検

討とかはされたんでしょうか。 

○泉支所地域振興課長補佐兼市民福祉係長（川

部幸博君） 失礼します。 

 今、課長のほうが説明しましたとおり、次年

度以降も４つの大きな病院からの医師の派遣を

予定しております。そちらの先生方の熱い要望

もありまして、今、手書きのカルテから電子カ

ルテのほうに一応変更したいということで、先

生方の御意見等も伺いながら計画を進めたとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○委員（橋本徳一郎君） ドクターの希望でと

いうことで理解しました。 

 あと、電子カルテを入れるんであればです

ね、あと、メディカルネットワークとかそうい

うのも入ってくると思うので、インフラがどこ

までできるかというのもあるでしょうけど、そ

ういったものも検討しながら指導も受けながら

というのもできると思いますので、ぜひ導入も

検討されてください。要望でお願いします。 

○委員長（成松由紀夫君） 意見ですね。 

 ほかにございませんか。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 失

礼いたします。 

 説明内容、誤りがございましたので、修正を

させてください。 

○委員長（成松由紀夫君） はい。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） ６

ページの、目３・その他診療収入６９万８００

０円の説明のところで、予防接種に伴う収入で

前年度比１万８０００円の減と説明してしまい

ました。増の間違いでございました。修正をお

願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） １万８０００円の

増ということでございます。 

 ほかにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第９号・令和６年度八代市診療所特別会

計予算については、原案のとおり決するに賛成

の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため小会いたします。 

（午後４時０７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時１４分 本会） 

◎議案第１５号・専決処分の報告及びその承認

について（令和５年度八代市一般会計補正予

算・第１０号（関係分）） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、事件議案の審査に入ります。 

 まず、議案第１５号・令和５年度八代市一般

会計補正予算・第１０号中、当委員会関係分に

係る専決処分の報告及びその承認についてを議

題とし、説明を求めます。 

 それでは、歳出の第３款・民生費について、
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健康福祉部から説明を願います。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（福本桂

三君） 議案第１５号・専決処分の報告及びそ

の承認について、令和５年度八代市一般会計補

正予算・第１０号、健康福祉部所管につきまし

ては、田中健康福祉部次長が説明しますので、

よろしくお願いいたします。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（田

中かおり君） 健康福祉部、田中です。よろし

くお願いいたします。着座にて説明いたしま

す。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（田

中かおり君） 議案第１５号・専決処分の報告

及びその承認について、議案書の３ページから

の令和５年度八代市一般会計補正予算書・第１

０号をお願いいたします。 

 本補正の内容は、エネルギー・食料品価格等

の物価高騰による負担増に対する支援として、

国の重点支援地方交付金を活用した物価高騰重

点支援給付金の支給について、早急な対応を行

う必要があることから、令和６年１月２３日に

専決処分を行ったものです。 

 まず、６ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正の下段の表、歳出

でございますが、款３・民生費、項１・社会福

祉費で補正額３億９６６４万２０００円を追加

し、補正後の予算額は１４１億１５９２万４０

００円に、また、項２・児童福祉費で補正額１

億５４１５万８０００円を追加し、補正後の予

算額を９８億７１６４万１０００円としており

ます。民生費の総額は、２つ上になりますが、

２７１億２２５５万２０００円としておりま

す。 

 続きまして、１２ページをお願いいたしま

す。 

 歳出の具体的な内容を説明いたします。 

 上段の表の款３・民生費、項１・社会福祉

費、目６・電力・ガス・食料品等価格高騰重点

支援給付金給付事業費で、物価高騰重点支援給

付金給付事業（均等割世帯）として３億９６６

４万２０００円を計上しております。これは、

物価高騰により、特に家計への影響が大きい低

所得者世帯に対し、給付金を支給することによ

り負担の軽減を図るものです。給付対象は、令

和５年１２月１日において、令和５年度の住民

税均等割のみ課税である世帯で、給付額は１世

帯当たり１０万円です。なお、住民税課税者に

扶養されている方のみの世帯については給付対

象とはなりません。 

 支出のうち主なものは、給付金の給付費のほ

か、会計年度任用職員報酬や時間外勤務に対す

る職員手当等の人件費及び通知書発送の郵便料

等の役務費やシステム改修のための委託料など

の事務費です。給付費は、給付対象世帯を３９

００世帯と見込んで計上いたしております。 

 なお、特定財源として全額、国庫支出金を予

定しております。 

 次に、下段の表の項２・児童福祉費、目５・

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金

給付事業費で、物価高騰重点支援給付金給付事

業（こども加算）として１億５４１５万８００

０円を計上しております。これは、先ほどの事

業と同様、物価高騰により特に家計への影響が

大きい低所得者の子育て世帯に対し、こども加

算として子供１人当たり５万円の給付金を支給

することにより負担の軽減を図るものです。給

付対象は、令和５年１２月１日において令和５

年度の住民税非課税世帯及び住民税均等割のみ

課税世帯で扶養されている１８歳以下の子供が

いる世帯です。 

 支出のうち主なものは、給付金の給付費のほ

か、時間外勤務に対する職員手当等の人件費及

び通知書発送の郵便料等の役務費やシステム改

修のための委託料などの事務費です。給付費

は、支給対象世帯数を約１７００世帯、児童数
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を約３０００人と見込んで計上いたしておりま

す。 

 なお、特定財源として、全額を国庫支出金と

なっております。 

 以上、２つの事業のスケジュールといたしま

しては、住民税均等割のみ課税世帯については

既に２月２８日に確認書等を発送し、現在、返

送いただいた書類の審査を行っており、３月下

旬に１回目の支払いを予定しているところで

す。また、こども加算については３月中旬から

順次確認書等を発送し、返送していただいたも

のを審査後、速やかに支給することとしており

ます。 

 なお、両事業とも３月以降、受付を開始し、

要件の整った世帯から順次支給することとして

いますことから、年度内の執行は困難となるた

め、全額を繰越明許費として計上しておりま

す。 

 以上で、議案第１５号・専決処分の報告及び

その承認についての説明とさせていただきま

す。御承認のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了いたします。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第１５号・令和５年度八代市一般会計補

正予算・第１０号中、当委員会関係分に係る専

決処分の報告及びその承認については、承認す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は承認されました。 

 執行部入れ替わりのため小会します。 

（午後４時２０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時２１分 本会） 

◎議案第１９号・財産の取得について（中北町

字北牟田の土地） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１９号・中北町字北牟田の土地

に係る財産の取得についてを議題とし、説明を

求めます。 

○教育政策課長（下津恵美君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）教育政策課の

下津でございます。 

 議案第１９号・財産の取得について、担当課

であります教育政策課から説明をさせていただ

きます。座って説明をさせていただいてもよろ

しいでしょうか。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○教育政策課長（下津恵美君） 失礼します。 

 では、配付されております議案の３７ページ

をお開きください。 

 まず、本議案につきましては、昨年の１２月

定例会で承認いただきました（仮称）新南部学

校給食センターの用地取得費に基づき、地権者

３名と用地交渉を行いました結果、１月２９日

に全地権者と仮契約を締結することができまし

たため、規定に基づき、財産の取得に関する議

会承認をお願いするものでございます。 

 物件の所在地は、中北町字北牟田３０７８番

１外９筆でございます。面積が１万８２２平方

メートル、地目は田、畑、池沼となっておりま

すが、現状は農地でございます。取得予定価格

は１億２５３２万７６０６円でございまして、

契約相手方は３名でございます。 

 物件の具体的な位置につきましては、次の３

８ページをお開きください。 

 位置図にもございますとおり、中北町にござ
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います第三中学校の北東側、麦島団地から見れ

ば西側に位置した土地となります。分かりやす

く言いますと、ドラックストアモリ中北店の北

側の農地で、まだ未開通ではございますが、南

部幹線にも隣接した土地となっております。若

干いびつな形状となっておりますが、下水道へ

の接続や南部幹線が開通するまでは北側の６メ

ートル道路から車両を乗り入れする必要がある

こと、また、５０００平方メートルを超える敷

地となっておりますことから調整池の設置が必

要となりますため、このような形状となってお

ります。 

 なお、財産取得後の今後のスケジュールにつ

きましては、まず、設計と施工を一括で実施し

ますＤＢ事業については、事業者の参加資格要

件やＤＢ事業の仕様書とも言える要求水準書の

整理を今年度中に行いまして、令和６年４月か

ら事業内容の案の公表を行う予定としておりま

す。その後、参入を希望される事業者等から事

業内容案に対する質問をいただき、要求水準書

のブラッシュアップを行い、９月には事業内容

を固め、事業費を補正計上させていただく予定

としております。予算議決後の１０月から事業

の公募を開始いたしまして、２月までにプレゼ

ンテーションにより業者を選定し、来年３月定

例会で事業者の契約承認をお願いする予定とい

たしております。 

 また、来年度は造成工事の設計や地元麦島校

区への説明会も同時進行で行う予定としており

ます。その後、令和７年度、８年度の２か年を

かけまして、調整池の整備や盛土等の造成工事

を行いながらＤＢ事業として設計、建設工事、

厨房機器等の設置を行い、令和９年度から新セ

ンターの供用を開始する予定でございます。 

 以上、説明とさせていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（堀口 晃君） これ、接続の道はどこ

になりますかね。どこから入っていけるのか

な。 

○委員長（成松由紀夫君） アクセス道路につ

いて。 

○教育政策課長（下津恵美君） 位置図の３８

ページを御覧いただきますと、右上。（委員堀

口晃君「右上」と呼ぶ）はい。のところ。（委

員堀口晃君「麦島ポンプ場。右上」と呼ぶ）麦

島団地側のほうの道なんですけど。（委員堀口

晃君「ああ、団地側」と呼ぶ）そこが６メータ

ー道路になっておりまして、南部幹線が開通す

るまではそちらのほうから出入りをする予定で

ございます。 

○委員（堀口 晃君） これ、工事車両もここ

から出入りするということになりますかね。 

○教育政策課長（下津恵美君） 工事車両につ

きましても、一応、こちらの道路からを予定は

しております。 

 今後、県のほうにですね、こちらの南部幹線

のほうの通行ができないかなども協議を行いな

がら、工事のほうも併せて進めていこうと考え

ております。 

○委員（堀口 晃君） 分かりました。 

 ここ、ちょっといびつになってるところは、

これ、民家になるんですかね。ちょっと分から

ないんで教えてください。 

○用地課長（正山茂文君） いびつな形になっ

ておりますけども、ここにつきましては民家が

あって、所有者が違うということもありまし

て、ここまでは取得のほうはしていないという

ところです。 

○委員（堀口 晃君） 分かりました。 

 これからずっと工事とかなんかが入ってくる

んだろうと思いますんでね、そこのところの御

迷惑にならないような形でしていただければと

思います。要望です。 

○委員長（成松由紀夫君） 要望。ほかにござ
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いませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。ありませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第１９号・中北町字北牟田の土地に係る

財産の取得については、可決するに賛成の方の

挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は可決されました。 

 執行部入れ替わりのため小会します。 

（午後４時２８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時２９分 本会） 

◎議案第３５号・八代市介護保険条例の一部改

正について 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、条例議案の審査に入ります。 

 議案第３５号・八代市介護保険条例の一部改

正についてを議題とし、説明を求めます。 

○介護保険課長（草西亮介君） 介護保険課の

草西と申します。どうぞよろしくお願いいたし

ます。では、座りまして説明をさせていただき

ます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○介護保険課長（草西亮介君） 議案書７３ペ

ージをお願いいたします。 

 議案第３５号・八代市介護保険条例の一部改

正についてでございます。 

 内容の説明につきましては、事前にお配りを

させていただいております、右肩に令和６年３

月１４日文教福祉委員会議案第３５号資料介護

保険課とあります、八代市介護保険条例の一部

改正についてを基に説明させていただきます。

よろしくお願いいたします。 

 まず最初に、１、改正の趣旨でございます。 

 今回の改正は、介護保険法・同施行令の規定

に従い、条例により賦課されます６５歳以上の

方の第１号被保険者の介護保険料につきまし

て、今般、国の制度改正におきまして、低所得

者の保険料上昇の抑制等を図るために標準段階

の多段階化等の見直しが行われますことから、

関係規定の所要の改正を行うものでございま

す。 

 次に、２、改正の概要でございます。 

 （１）の条例第３条第１項関係につきまして

は、令和６年度から８年度の八代市高齢者福祉

計画・第９期介護保険事業計画の期間に、第１

号被保険者の所得区分の標準段階を現行の９区

分から１３区分に多段階化するとともに、介護

保険料の基準年額を７万８０００円から７万２

０００円に引き下げるものでございます。 

 次の（２）条例第３条第２項から第４項関係

につきましては、平成２７年度の介護保険法施

行令改正の際、導入されました低所得者の負担

軽減につきまして、今回の介護保険制度改正等

に対応するため改正するものでございます。 

 （３）の条例第３条の全般的なものにつきま

しては、第３条の各項に定めております事業期

間について、今回策定いたします計画の期間に

合わせ、令和３年度から令和５年度までとあっ

たものを令和６年度から令和８年度までと改正

するものでございます。 

 また、（４）の条例第５条第３項関係につき

ましては、第１号被保険者の資格の取得、喪失

等があった場合の保険料の月割りの取扱いにつ

いて、今回の１３段階とする介護保険法施行令

の改正に準じて改正するものでございます。 

 最後に、３の条例の施行日でございますが、

令和６年の４月１日からといたしております。 

 先ほど申し上げました所得区分の標準段階の
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多段階化や保険料の引下げ、低所得者の負担軽

減をまとめたものが次のページとなりますの

で、そちらをお願いいたします。 

 表の左側から対象者の段階区分、課税区分、

前年収入等、その右側は現在の第８期の保険

料、その隣が来年度からの第９期の保険料、一

番右が第８期と第９期の保険料の差となりま

す。第３条第１項の改正につきましては、一番

左の段階区分の下のほうの太枠で囲んでいると

ころになりますけれども、現行の第９段階に４

段階を加え、第１３段階にするものでございま

す。第３条第２項から第４項の改正につきまし

て、第９期のところで説明いたしますと、標準

の割合というのが①になります。通常は基準金

額にこの標準割合を乗じて保険料を算出するこ

とになりますけれども、平成２７年度の制度改

正により、第１段階から第３段階の方の負担を

軽減するための割合が設けられております。そ

の割合が②となり、この方々の保険料につきま

しては、基準金額にこの軽減割合を乗じて算出

するということになります。条例第３条第２項

から第４項におきまして、軽減に係るこれらの

読替規定を設け、網かけ部分の最終的な保険料

年額を定めることになるものでございます。 

 資料の３枚目、４枚目は今回の改正の新旧対

照表でございます。 

 説明は以上でございます。御審議のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（橋本徳一郎君） 今回、合計所得５２

０万円以上のところが若干上がるというふうな

ことになりますけど、ここの対象世帯ってどの

くらいあるんですか。 

○介護保険課長（草西亮介君） １１段階から

ということで、令和５年の４月１日現時点での

人数で申し上げますと、第１１段階が１５７名

いらっしゃいます。第１２段階で１０６名、第

１３段階で３９６名ということで、計６５９名

いらっしゃるということになります。 

 以上でございます。 

○委員（橋本徳一郎君） 実際、一番上がると

ころが３９６人ということなんで、この方たち

は大分上がる印象が出ると思うんですよね。し

っかりとした説明が必要だと思うので、お願い

します。 

○委員長（成松由紀夫君） 要望ですね。 

○委員（橋本徳一郎君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君）ほかにございません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第３５号・八代市介護保険条例の一部改

正については、原案のとおり決するに賛成の方

の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため小会いたします。 

（午後４時３６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時３６分 本会） 

◎議案第３６号・八代市指定地域密着型サービ

スの事業の人員、設備及び運営に関する基準等

を定める条例等の一部改正について 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第３６号・八代市指定地域密着型

サービスの事業の人員、設備及び運営に関する

基準等を定める条例等の一部改正についてを議

題とし、説明を求めます。 
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○介護保険課長（草西亮介君） 介護保険課の

草西でございます。引き続き、よろしくお願い

いたします。それでは、座りまして説明をさせ

ていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○介護保険課長（草西亮介君） 議案書７５ペ

ージをお願いいたします。 

 議案第３６号・八代市指定地域密着型サービ

スの事業の人員、設備及び運営に関する基準等

を定める条例等の一部改正についてでございま

す。 

 内容の説明につきましては、事前にお配りを

させていただいております資料、右肩に令和６

年３月１４日文教福祉委員会議案第３６号介護

保険課・高齢者支援課とあります、八代市指定

地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運

営に関する基準等を定める条例等の一部改正に

ついてを基に説明させていただきます。よろし

くお願いいたします。 

 まず最初に、１、改正の趣旨でございます。 

 今回の改正は、令和６年度の介護報酬に係る

改定に合わせ、国の社会保障審議会介護給付費

分科会の審議を経て、指定居宅サービス等の事

業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部

を改正する省令が公布されましたことから、本

市条例について必要な改正を行うものでござい

ます。また、これに合わせ、字句等の整理を行

っております。 

 次に、２の主な改正内容でございます。 

 まず、（１）の「書面掲示」規制の見直しに

つきましては、事業所の運営規程の概要等の重

要事項について、書面掲示に加え、インターネ

ット上で閲覧ができるよう、原則ウェブサイト

に掲載が必要となるものでございます。 

 次の（２）の管理者の業務範囲の明確化につ

きましては、管理者業務において、同一敷地内

の他事業所、施設等ではなくても兼務可能であ

ることを明確化するものでございます。 

 次の（３）身体的拘束等の適正化の推進につ

きましては、短期入所系及び多機能系サービス

について、委員会設置や研修実施などの身体的

拘束等の適正化のための措置を義務づけ、訪問

系サービスや通所系サービス等について、緊急

やむを得ない場合を除き、身体的拘束等を行っ

てはならないこととし、もし行う場合は記録を

義務づけるものでございます。 

 次の（４）協力医療機関との連携体制の構築

につきましては、緊急の場合の対応体制の確保

など、地域の医療機関等と実効性のある連携体

制を構築するために必要な見直しを行うもので

ございます。 

 また、（５）の居宅介護支援及び介護予防支

援に係る指定居宅サービス事業者等との連携促

進を図ることなどの各種基準の改正を行うもの

でございます。 

 最後に、３、施行期日でございますが、令和

６年の４月１日からといたしております。 

 また、２ページ以降、資料別紙として改正内

容の詳細を記載しております。 

 まず、２ページ上段が、今回改正となった厚

生労働省令及び省令に関係する本市の条例をお

示しいたしております。また、２ページ下段か

ら７ページまでが改正内容の詳細で、８ページ

が今回の改正に係る一覧表となっております。 

 この一覧表につきましては、表の最上段が国

の基準省令、その下が省令に対応する本市の条

例となっており、また、条例名の下にそれぞれ

の条例で定める介護サービスの類型を、さら

に、表の一番左の列に今回の改正項目を記載さ

せていただいております。改正項目ごとに、ど

のサービスの類型が該当するかを丸印でお示し

いたしたものとなっております。 

 例えば、表の左側の改正項目①管理者の兼務

の緩和は、丸がついております小規模多機能型

居宅介護、看護小規模多機能型居宅介護、介護

予防小規模多機能型居宅介護が該当し、その上
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に記載されている基準省令及び条例の改正に伴

うものであるという表記でございます。 

 説明は以上でございます。御審議のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（橋本徳一郎君） 改正の中で、身体拘

束についてという規定は厳しくなったという印

象なんですけど、具体的に、実際、そういう身

体拘束されてるような場所はあったんですか。

八代市においては。 

○高齢者支援課長（成年後見支援センター所長

兼務）（久保祝子君） 高齢者支援課の久保で

す。よろしくお願いします。 

 今年度、虐待の関係で施設のほうに数か所、

十何か所ぐらい行っております。介護保険の地

域密着型の事業所についてはあまりありません

けども、地域密着型以外の事業所について、

今、実際、行っている状況でございます。 

 以上です。 

 すいません、虐待のヒアリングのほうに訪問

しております。 

○委員長（成松由紀夫君） 訪問してる。 

○高齢者支援課長（成年後見支援センター所長

兼務）（久保祝子君） はい。 

○委員（橋本徳一郎君） ヒアリング中という

ことは、まだ結果は出ないということですか。

（高齢者支援課長（成年後見支援センター所長

兼務）久保祝子君「結果が出てる分もありま

す」と呼ぶ）あ、出てる分もある。 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手。 

○高齢者支援課長（成年後見支援センター所長

兼務）（久保祝子君） すいません。今年の４

月から、すいません、今日資料を持ってきてな

いので何か所というのは言えないんですけど

も、既に認定をしている事業所のほうや施設の

ほうもあります。 

 以上です。 

○委員（橋本徳一郎君） 拘束はですね、介護

に限らず精神科にも結構あるんですけど、人権

を尊重するという意味ではですね、やむを得な

い場合以外は、同意取れない場合っていうのも

あるんですけど、そういう場合はもう、原則し

ないという指導はもう、今後、必要だと思いま

すので、徹底をお願いします。要望で。意見

で。 

○委員長（成松由紀夫君） 意見は意見のとき

お願いします。 

 ほかにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 以上で質疑を終了

します。 

 意見があればお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第３６号・八代市指定地域密着型サービ

スの事業の人員、設備及び運営に関する基準等

を定める条例等の一部改正については、原案の

とおり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため小会いたします。 

（午後４時４３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時４４分 本会） 

◎議案第３７号・八代市立保育園の設置及び管

理に関する条例の一部改正について 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第３７号・八代市立保育園の設置

及び管理に関する条例の一部改正についてを議

題とし、説明を求めます。 

○こども未来課長（橋口伸一君） こども未来

課の橋口でございます。どうぞよろしくお願い
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いたします。着座にて御説明申し上げます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○こども未来課長（橋口伸一君） それでは、

議案第３７号・八代市立保育園の設置及び管理

に関する条例の一部改正について、御説明いた

します。 

 議案書は９５ページから９６ページになりま

す。 

 まず、提案理由ですが、昨年１２月定例会の

文教福祉委員会の所管事務調査にて御審議いた

だきました八代市立鏡第二保育園の八代市立鏡

保育園への統合につきまして、八代市立保育園

の設置及び管理に関する条例の改正が必要とな

ります。 

 改正内容でございますが、保育園の名称及び

位置を定めている別表から八代市立鏡第二保育

園の項を削除するものでございます。 

 施行日は、統合となります令和６年４月１日

としております。 

 御説明は以上になります。御審議のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第３７号・八代市立保育園の設置及び管

理に関する条例の一部改正については、原案の

とおり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため小会します。 

（午後４時４６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時４７分 本会） 

◎議案第３８号・八代市教育委員会委員の報酬

及び費用弁償条例の一部改正について 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第３８号・八代市教育委員会委員

の報酬及び費用弁償条例の一部改正についてを

議題とし、説明を求めます。 

○教育政策課長（下津恵美君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）教育政策課、

下津です。 

 議案第３８号・八代市教育委員会委員の報酬

及び費用弁償条例の一部改正について、教育政

策課から説明をさせていただきます。失礼して

座って説明させていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○教育政策課長（下津恵美君） では、配付い

たしております資料を御覧ください。 

 本議案の提案理由ですが、令和６年１０月か

ら公金支出に係る銀行間手数料が有料化される

こととなっております。現在の条例に定められ

ております教育委員会委員の月額報酬の支給日

を、公金の定例振込日と同一日に変更すること

で手数料を抑制することができることから、関

係条例の改正を行うものでございます。 

 資料の右側の現行のところを御覧ください。 

 これまで教育委員の報酬の支給日につきまし

ては、第６条の支給方法の規定に基づきまし

て、八代市一般職の職員の給与支給の例によ

り、毎月２１日としておりましたが、改正後は

第５条に支給日の規定を新設し、報酬は毎月２

０日に支給と明記し、定例振込日と同一日に変

更するものです。 

 これにより、従来の支給日のままでは現在の

教育委員４名の報酬振込に毎月２３００円の手

数料が発生するところ、定例振込日を同一に変

更することで３６２円に抑えることができ、年
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間で２万３０００円以上の振込手数料を削減す

ることができます。 

 最後に、施行日でございますが、令和６年４

月１日としております。 

 説明は以上です。御審議のほど、よろしくお

願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第３８号・八代市教育委員会委員の報酬

及び費用弁償条例の一部改正については、原案

のとおり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため小会いたします。 

（午後４時５０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時５０分 本会） 

◎議案第３９号・八代市心身障害児童生徒就学

指導委員会条例の一部改正について 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第３９号・八代市心身障害児童生

徒就学指導委員会条例の一部改正についてを議

題とし、説明を求めます。 

○学校教育課長（田北佳一郎君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）学校教育課、

田北でございます。 

 私のほうから、議案第３９号・八代市心身障

害児童生徒就学指導委員会条例の一部改正につ

いて、説明をさせていただきます。以後、着座

にて説明よろしいでしょうか。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○学校教育課長（田北佳一郎君） 失礼いたし

ます。 

 それでは、議案書の９９ページからとなりま

す。 

 八代市心身障害児童生徒就学指導委員会は、

障害のある子供の学びの場について協議をし、

就学先決定のための助言を行っておりますが、

就学先決定後においても継続した支援を行って

おります。 

 今回の主な改正内容である名称の変更につき

ましては、文部科学省の諮問機関である中央教

育審議会初等中等教育分科会において、早期か

らの教育相談・支援や就学先決定時のみなら

ず、その後の一貫した支援についても助言を行

うという観点から、教育支援委員会といった名

称とすることが適当であるとされております。 

 そのため、本委員会の名称を八代市心身障害

児童生徒就学指導委員会から八代市教育支援委

員会に変更し、併せて所掌事務を含めた本則の

法文の一部を国や県の通知文で用いられている

用語を参考に変更するものでございます。 

 なお、本改正において、本委員会が行います

障害のある子供に対する協議や支援の内容につ

きましては、これまでと変更はございません。 

 以上で、八代市心身障害児童生徒就学指導委

員会条例の一部改正についての説明といたしま

す。御審議のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第３９号・八代市心身障害児童生徒就学

指導委員会条例の一部改正については、原案の

とおり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため小会します。 

（午後４時５３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時５３分 本会） 

◎議案第４０号・八代市立学校統合等審議会条

例の一部改正について 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第４０号・八代市立学校統合等審

議会条例の一部改正についてを議題とし、説明

を求めます。 

○学校教育課長（田北佳一郎君） 失礼いたし

ます。引き続きまして、学校教育課、田北のほ

うから説明をさせていただきます。 

 それでは、議案第４０号で提案しております

八代市立学校統合等審議会条例の一部改正につ

いて、説明をさせていただきます。以後、着座

にて失礼をいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○学校教育課長（田北佳一郎君） 今回、令和

６年４月から本市教育委員会内に未来の学校づ

くり推進室を新設するとともに、八代市立学校

再編に向けた協議を本格的に推進するために、

八代市立学校再編等審議会の設置を計画してお

ります。そのため、今回の議案第４０号は、本

市における市立小中学校の再編を推進するため

に、八代市立学校統合等審議会条例の一部改正

をするために提案させていただくものでござい

ます。 

 資料の１ページ、２ページに八代市立学校統

合等審議会条例の新旧対照表がございますが、

まずは、条例の一部改定に至った経緯について

御説明いたします。 

 資料の３ページからとなります。 

 八代市立学校再編に向けた取組について～未

来の学校づくり推進室の設置～を御覧くださ

い。 

 １、児童生徒数の減少については、上の折れ

線グラフが小学校の児童数、下の折れ線グラフ

が中学校の生徒数の推移を示したものになりま

す。平成１７年、本市の児童生徒数は１万２３

８５人いたものの、令和５年度の児童生徒数は

９０２１人となり、この１８年間で３３６４人

の減少となっております。特に山間部の小規模

校を中心に、小中学校の児童生徒数が予想以上

に減少している状況が見られます。 

 次に、２、学校規模の状況についてですが、

学校教育法施行規則が示す学校規模の標準は、

小中学校ともに１２学級以上１８学級以下と設

定されており、現在、本市の児童生徒数と当て

はめますと、右側の表が示しているとおり、小

学校で適正規模の学校数は５校、中学校ではゼ

ロとなっております。このように、本市におけ

る小中学校の学校規模は、一定の適正規模を確

保できていない状況でございます。 

 このような状況を本市教育委員会においては

重要な課題の一つと捉えており、今回の学校再

編は、１０年、２０年先を見据え、これまでの

特定の地域や複式学級のある小規模校といった

学校だけでなく、市全体を対象に考えていく必

要があります。 

 これまで、各地域のまちづくりは地域のコミ

ュニティーの場や地域防災の拠点として学校が

果たす役割も大きく、今回の学校再編において

も地域ごとのまちづくりの視点から議論する必

要があると考えております。 

 そこで、令和６年度から学校再編に向けた方

針（理念）について協議する審議会を設置し、

再編の在り方について諮問を行い、審議を経て
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答申をいただきます。その後はその答申を踏ま

え、再編の基本方針、基本計画の策定を行いた

いと考えております。 

 資料４ページを御覧ください。 

 今後の大まかなスケジュールになります。 

 令和６年度から学校再編の取組を本格的に推

進していく未来の学校づくり推進室を教育部に

設置します。まずは、令和６年度は八代市立学

校再編等審議会の設置、令和７年度は基本方針

の策定、令和８年度は基本計画の策定を行いた

いと考えております。 

 それでは、新旧対照表を基に、審議会条例の

一部改正について説明をさせていただきます。 

 資料１ページ目を御覧ください。 

 左側が今回一部改正を行う改正案、右側が現

行となっております。 

 まずは、条例名の変更についてです。これま

で複式学級の小規模校の校区内の統合が中心で

あったため、「統合等」という条例名にしてお

りましたが、今回は校区をまたぐ全市的な再編

に加え、義務教育学校の新設も含めて検討を行

う予定としていることから、第１条中、「及び

特別支援学校の統合等」の部分を「義務教育学

校及び特別支援学校の再編等」に、それから、

「八代市立学校統合等審議会」を「八代市立学

校再編等審議会」に条例名及び条文を一部改正

しております。 

 このことから、現行第２条中、「小学校、中

学校及び特別支援学校の統合、分離、廃止及び

通学区域変更」を、「再編等」の定義として記

載し、同条を第３条としております。 

 現行第３条第２項中、「職にある者」を

「者」に改め、同項第１号から第４号までを次

のように改めております。（１）八代市ＰＴＡ

連絡協議会を構成する者、（２）八代市まちづ

くり協議会を構成する者、（３）八代市市政協

力員協議会を構成する者、（４）八代校長会を

構成する者。 

 現行第３条（組織）と比較すると、これまで

委員については「会長及び副会長」に限定して

おりましたが、改正案第４条では「何々を構成

する者」とし、関係団体に推薦してもらう形に

しております。このほかにも、「八代市市政協

力員協議会の会長及び副会長」が地域の代表と

して選出しておりましたが、前回の平成２２年

審議会後にまちづくり協議会が設立されたこと

から、両団体から選出できるように改正してお

ります。 

 第７条中（庶務）、「教育委員会学校教育

課」を「教育委員会未来の学校づくり推進室」

に改め、同条を第８条としております。 

 最後になりますが、一部改正後の条例につき

ましては、令和６年４月１日から施行すること

としております。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（大倉裕一君） こういった再編にです

ね、取り組まれる趣旨は十分理解をするところ

なんですけども、ここの委員さんの構成する中

にとか、今、説明の中で、まちづくりへの果た

す役割も大きいとかですね、学校がまちづくり

に役割を果たしてきましたよみたいな説明をい

ただいたと思います。これ、教育委員会だけの

議論でいいのかなというふうに思うんですよ。 

 というのが、市役所の企画、――もう一つ大

きなまちを形成していくという視点がやっぱり

この人口に関わってくるところがあるので、企

画と教育委員会がセットで議論していく必要が

あるんじゃないかなというふうに思うんですけ

ど、その辺りいかがですか。 

○学校教育課長（田北佳一郎君） 失礼いたし

ます。 

 委員お尋ねの点についてですけれども、ま
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ず、審議会の中でですね、どういった方向性を

ということで、十分こちらからの諮問に対して

の答申を出していただいて、そこの諮問の中で

のですね、答申に基づきながら、そういった部

分も十分配慮しながら進めていくことになるか

と思っております。 

 前回の場合がですね、複式学級がある学校を

統合するというような形でしたけれども、単に

そういう形だけではいけないというふうに考え

ておりますので、市のまちづくり全体も踏まえ

て今後は再編をする必要があるというふうに十

分認識しているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（大倉裕一君） 質問変わりますけど、

今、龍峯校区の生徒さんは自由校区で、氷川の

氷川中にも行けるし二中のほうにも行けるとい

うような話になってますけども、その件につい

てもこの中で触れていかれるちゅうことで理解

していいですか。もうそれは全然違いますとい

う話になるんですか。 

○学校教育課長（田北佳一郎君） 現在のとこ

ろ、龍峯小の子供さんは氷川中あるいは第二中

学校の選択できるような形になっておりますの

で、基本的には今のところ八代市立の小中学校

ということで考えておりますので、氷川町との

組合立を含めてというところでは今のところ考

えていないところでございます。 

○委員長（成松由紀夫君） 組合立は対象じゃ

ないっちゅうことですか。 

○学校教育課長（田北佳一郎君） 現在のとこ

ろそういうふうに捉えております。 

○委員（大倉裕一君） 私はやっぱりそこの校

区を縛ってですね、中学校エリアというのをこ

の会議で話し合っていっていただきたいという

ふうに思います。そこはもう見解の違いという

ような形になるかもしれませんけど、そういう

意見があったということで、もう一回、教育委

員会の中で議論していただきたいというふうに

思います。 

○委員長（成松由紀夫君） 要望ですね。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（増田一喜君） 意見ですけれども、ま

ちづくり協議会とか団体によっては年をとられ

た年配の人がおられる。そういう人が入ってく

るよりも、同じ団体の中でも若手の人ですね、

もし４０代とかそういう方が、３０、４０代の

方がおればその人を推薦してもらうような方策

を考えられたほうがいいのかな。 

 というのは、その時代に合った考えが、もう

７０とか過ぎたら昔の考えがどうしても頭の中

入ってくるもんだけん、次の展開ちゅうのがな

かなか難しいんじゃなかろうかなと思うもんで

すから、そういう方を選んでもらうようにした

らいかがかなと思います。意見でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（橋本徳一郎君） これだと教育委員会

とＰＴＡとまちづくり協議会、市政協力員、学

校、校長会、あと学識経験者、ちょっと現場の

先生方の意見とかいうのもどこで聞くのかなと

いうのがちょっと疑問なので、その辺の観点も

入れていただきたいなと思います。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第４０号・八代市立学校統合等審議会条

例の一部改正については、原案のとおり決する
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に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部は御退室ください。 

（執行部 退室） 

                              

◎令和５年陳情第６号・学校給食の無料化を進

め、地場産食材はもとより安心・安全な食材を

使用して子どもたちの成長を保障することを求

めることについて 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、請願・陳情

の審査に入ります。 

 今回、当委員会に付託となっておりますの

は、継続審査の陳情１件です。 

 それでは、令和５年陳情第６号・学校給食の

無料化を進め、地場産食材はもとより安心・安

全な食材を使用して子どもたちの成長を保障す

ることを求めることについてを議題といたしま

す。 

 要旨は文書表のとおりです。 

 本陳情について、御意見等はありませんか。 

○委員（北園武広君） 昨年の１２月、前回の

委員会のときに、財務部、そして教育部のほう

から説明を受けたかと思います。 

 財務部からは、現況、今、全部無料化にして

いくと年間約４億円ほどの予算がかかるという

ことで、捻出は厳しいかなという御説明だった

かと思います。また、教育部からは国や県のほ

うに、今後、要望をしていくというような前向

きな話も伺ったかと思います。 

 以上のことを踏まえまして、審議未了でお願

いしたいなというふうに判断いたしました。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（橋本徳一郎君） 財政的なところはも

ちろんあるんですが、委員会としてですね、無

償化を求めるというのは必要なことだと考えま

す。全国でももう８割近くの自治体がもう無償

化してるという実態もありますので、ぜひ委員

会としては採択をお願いしたいと思います。 

○委員長（成松由紀夫君） 採択。 

○委員（橋本徳一郎君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにありません

か。それでは、ほかにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、審議未

了を求める意見と採決を求める意見があります

ので、まず、審議未了についてお諮りいたしま

す。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 本陳情については、閉会中継続審査の申出を

しないこと、並びに結論を得るに至らなかった

こと、すなわち審議未了とするに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手多数と認め、

本件は審議未了とすることに決しました。 

 以上で付託されました案件の審査は全部終了

いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認

め、そのように決しました。 

 小会いたします。 

（午後５時０９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後５時２２分 本会） 

◎所管事務調査 

・教育に関する諸問題の調査 

・保健・福祉に関する諸問題の調査 
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○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、当委員会の所管事務調査２件を一括議

題とし、調査を進めます。 

 このうち、執行部より、教育に関する諸問題

の調査に関連して１件、保健・福祉に関する諸

問題の調査に関連して４件、発言の申出があっ

ておりますので、これを許します。 

                              

・教育に関する諸問題の調査 

（八代市教育支援センター「くま川教室」の移

転について） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、まず、

八代市教育支援センター「くま川教室」の移転

について、説明を願います。 

○教育サポートセンター所長（櫻井幸枝君） 

 教育サポートセンター所長の櫻井です。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 １０月から千丁支所２階で活動しているくま

川教室ですが、令和６年４月１日から正式に移

転することといたしましたので、説明させてい

ただきます。着座にて失礼いたします。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○教育サポートセンター所長（櫻井幸枝君） 

 では、１ページ目を御覧ください。 

 １、これまでの経緯でございますが、７月、

大雨により雨漏りが発生しました。８月、施設

の屋根構造全体の危険性が発覚しました。９

月、文教福祉委員会所管事務調査で、千丁支所

への仮移転について報告させていただきまし

た。そして、１０月から千丁支所２階で活動を

開始しました。９月の文教福祉委員会所管事務

調査でも、施設整備の方向性について検討する

とお伝えしておりましたので、ただちに検討を

開始し、千丁支所に正式に場所を移すこととい

たしました。その後、２月の教育委員会で、要

綱の一部改正について提案し、御承認いただい

たところです。 

 ２、施設の検討に検討内容を記載しておりま

す。 

 （１）旧施設の再利用、（２）市総合福祉セ

ンター、トヨオカ地建アリーナ別館などの市有

施設の活用、（３）建て替えについて検討いた

しましたが、いずれも厳しい状況でした。 

 また、３、現施設、千丁支所２階について使

用している生徒や指導員などは、場所も少し北

部寄りになりましたので、どう思っているかを

把握するために、１２月に生徒、保護者、指導

員対象にアンケートを実施し、御覧のような結

果になりました。 

 特に留意したい生徒たちからの意見では、と

てもきれいで使いやすい、明るく見晴らしがよ

い、暖かい、広いから伸び伸びできる、図書館

が近いなど過ごしやすいと思っていることが分

かりました。通学距離が遠くなった生徒、自転

車で５０分ほどかかるようになる生徒がおりま

したので心配しておりましたが、頑張って通い

続け、このたび進路も無事に決まりました。 

 以上、施設面での検討及び関係者、特に子供

たちの意見から、このまま継続して千丁支所で

活動していくことは可能と判断をいたしまし

た。 

 ４、今後の方針ですが、くま川教室について

は令和６年４月１日をもって千丁支所に移転す

ることになりました。なお、今後、教育支援セ

ンターとして適した施設が生じた際には利用を

検討したいと考えております。 

 ２ページ目を御覧ください。 

 以下、ソフト面として、５、今後の本市の不

登校に対する施策を記載しております。 

 （１）未然防止策として、教育委員会の３つ

の取組を挙げております。 

 （２）地域住民への啓発のために、不登校に

ついて一緒に考えましょうというリーフレット

を作成し、小中学生のお子様をお持ちの全家庭

に一斉メールで周知しました。また、全ての町

内には回覧板で回し、周知を図りました。 
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 （３）不登校児童生徒への対応です。①教育

支援センターくま川教室の運営を更に充実させ

てまいりたいと思います。②また、指導員の学

校等への派遣も行っております。③その他の学

びの場の提供として、教育委員会の３つの取組

を挙げております。④新たな取組としまして、

くま川教室におきまして、小学生の教科学習サ

ポートを実施する予定で準備をしております。

将来的には、先ほども申し上げましたが、教育

支援センターとして適した施設が生じた際には

分室として設置を検討したいと考えておりま

す。 

 以上、教育支援センターくま川教室の移転に

ついての御報告とさせていただきます。どうぞ

よろしくお願いいたします。（委員大倉裕一君

「リーフレットの」と呼ぶ） 

 ただいま大きい５番の（２）地域住民への啓

発等の啓発リーフレットがこれになりますが、

これを委員の皆様に配付してもよろしいでしょ

うか。 

○委員長（成松由紀夫君） 小会いたします。 

（午後５時２７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後５時２８分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 ただいま執行部から、大きい項目の５、そし

て、（２）地域住民への啓発等のリーフレット

の作成がなされ、既に市民に配布してあるとの

ことであります。 

 内容につきましては、私が今確認したとこ

ろ、不登校についてのそもそもの考え方、子供

さんへの感じ方、接し方、そして相談方法や窓

口というような内容ですので配付しても構わな

いと思いますが、お諮りいたします。 

 執行部からの追加の資料配付について、配付

いたしますことに御異議ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認

め、それでは、資料の配付をお願いいたしま

す。 

○教育サポートセンター所長（櫻井幸枝君） 

 ありがとうございます。 

（資料配付） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、このリ

ーフについての何か説明はございますか。 

○教育サポートセンター所長（櫻井幸枝君） 

 はい。 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手。 

○教育サポートセンター所長（櫻井幸枝君） 

 不登校のお子様をお持ちのお父様、お母様ほ

か御家族の皆様は、我が子のことも心配され

て、それから、なかなか不登校の昔のイメージ

がまだ定着されている方からの、何で学校行け

ないのだろうというそういうあれがありまし

て、そのお父様、お母様の御家族の方がです

ね、少しでもですね、気持ちが和らぐように、

まずは市民の皆様へ本当の不登校のことを知っ

ていただきたいということでリーフレットを作

成しました。 

 相談方法、相談窓口もこういうことを八代市

ではやっておりますということもしっかり伝え

たいと思いまして、このようなリーフレットを

まず作成しました。 

 実際、この回覧板を回した後ですね、今のと

ころ七、八件、今まではなかなか言いづらかっ

たけど、思い切って電話をしましたという御家

庭がありましたので、どんどんまだですね、啓

発を進めていきたいと思っております。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、本件に

ついて何か質疑、御意見等ございませんか。 

○委員（大倉裕一君） すいません、ありがと

うございます。 

 千丁支所の２階に移転といいますか、移られ

て、全体としての総合評価としてはそこまで悪

くなかったという評価が出てるということなん
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ですが、やっぱり気になるのは、少数の意見に

どう応えていくのか、あまりよくないというふ

うに答えてる子がいるということと、保護者に

もあまり満足していないという、この声をやは

り真摯に受け止めて改善していくことがやっぱ

り必要だというふうに思いますので、その点を

しっかり対応していただくように要望しておき

たいというふうに思います。 

 分かりますかね、これ。アンケートを取られ

たんだろうと思うんですけど、上手にその辺り

をですね、対応していただければというふうに

思います。回答はもう結構です。 

○委員長（成松由紀夫君） 要望ですね。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（堀口 晃君） 以前、くま川教室に視

察に会派で行かせていただいた折にですね、生

徒さんのお話も聞かせていただいた部分があり

まして、そのときに、体育というか、体育の授

業のときには非常に皆さん集まってきてとか、

非常に楽しいというようなところを聞かせてい

ただいて、その代わり、あそこのくま川教室の

八幡さんのあそこにおいては体育の授業できな

いから体育館まで移動してるっていうようなお

話を聞かせていただいたような気がするんです

ね。塩屋から体育館まではそう遠くはないのか

なと思っておるところなんですが、今度は千丁

支所から体育の授業するのに体育館までやっぱ

行って体育をされるということですかね。そこ

をちょっとお聞きしたい。 

○教育サポートセンター所長（櫻井幸枝君） 

 座ったまま失礼いたします。 

 体育活動は火、木曜日ですので、子供たちは

それぞれ家から直接総合体育館へ行きますの

で、今まで八幡町にあったときと全く距離等は

変わりません。（委員堀口晃君「ああ、なるほ

ど」と呼ぶ）そのようになっております。（委

員堀口晃君「分かりました。ちょっとそこ心配

だったので。了解です」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（堀口 晃君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（橋本徳一郎君） 環境的に２階で廊下

を挟んで選挙管理委員会があるというとこです

よね。選管自体はそんなに人の出入りがないか

もしれないんですけど、そういうところでの教

育活動というのはどうなのかなというのはちょ

っと常々思ってたんですが、その辺は、中には

活動しにくいという方もおられますからです

ね。その辺もやはりちょっと検討というか、配

慮が必要なんだろうなというふうに思いまし

た。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） 質問じゃなくて。 

○委員（橋本徳一郎君） 意見で。 

○委員長（成松由紀夫君） 意見。 

○委員（橋本徳一郎君） 答えでも。 

○委員長（成松由紀夫君） 答弁させますか。 

○教育サポートセンター所長（櫻井幸枝君） 

 くま川教室はですね、将来の子供たちの一人

一人の社会的自立を目指しておりますので、今

までは不登校っていえばもうみんなからちょっ

と離した、誰もいないところで活動するという

のがあったんですけど、今は考え方が変わりま

して、社会に出て人と交わっていかないといけ

ないということで、あれぐらいの環境はとても

ですね、よくって、支所の方が一生懸命関わっ

てくださって、挨拶ができるようになった子供

が増えました。 

 それから、給食試食会は一緒に千丁支所の方

をお招きしたり、茶道体験を一緒にしたりし

て、そこでですね、人とのコミュニケーション

を図って、かなりよい結果が、子供たちが、人

と話せるようになりました。そのように今なっ
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ておりますので、そういう面があります。 

 以上、お答えといたします。（委員橋本徳一

郎君「分かりました」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、八代市

教育支援センター「くま川教室」の移転につい

てを終了します。 

 執行部入れ替わりのため小会します。 

（午後５時３５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後５時３７分 本会） 

・保健・福祉に関する諸問題の調査 

（新型コロナウイルスワクチン接種について） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、新型コロナウイルスワクチン接種につ

いて、説明を願います。 

○健康推進課長（子育て世代包括支援センター

所長兼務）（森田克彦君） 健康推進課、森田

でございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、新型コロナウイルスワクチン接種

について御説明いたします。着座にて失礼いた

します。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○健康推進課長（子育て世代包括支援センター

所長兼務）（森田克彦君） 資料は所管事務調

査資料を御覧ください。 

 まず１点目、令和６年度以降の接種につい

て、御説明いたします。 

 現在、実施しております国の特例臨時接種は

令和６年３月３１日で終了いたします。令和６

年度以降の接種は、個人の重症化予防を目的

に、予防接種法上のＢ類疾病の定期接種として

実施いたします。現在、Ｂ類疾病として実施し

ております高齢者のインフルエンザ定期接種と

同様の取扱いとなります。 

 対象者は６５歳以上の高齢者並びに６０歳か

ら６４歳で重症化リスクの高い方となります。

定期接種の回数・期間は、年１回、秋冬の期間

が対象となります。接種方法は医療機関による

個別接種です。対象者以外の方や対象者の方で

も接種期間外に接種される場合は任意接種とな

り、全額自己負担となります。 

 接種費用については、参考となるワクチンの

価格等がまだ示されていないため、対象者の自

己負担額も含めて、今後、医師会等と協議の

上、決定いたします。そのため、予算につきま

しては接種に間に合うよう決定し、提案する予

定としています。 

 次に、２点目の予防接種健康被害救済制度の

申請・認定状況を報告いたします。 

 現在、申請は１１件で、このうち３件は令和

５年度中、１０月以降に申請があったもので

す。死亡されましたケースが１件含まれており

ます。認定されているのは６件で、５件が認定

待ちとなっております。 

 申請内容の内訳ですが、医療費・医療手当申

請は１１件で、このうち死亡されましたケース

で死亡一時金・葬祭料の申請が２件、障害年金

の申請が１件ございます。なお、申請・認定状

況は市ホームページに公表し、随時、更新をし

ております。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いい

たします。 

○委員長（成松由紀夫君） 本件について何か

質疑、御意見等はございませんか。 

○委員（大倉裕一君） すいません、自己負担

額の決定の時期と、あと、周知方法についてお

聞かせください。 

○健康推進課長（子育て世代包括支援センター

所長兼務）（森田克彦君） 自己負担額の決定

につきましては、ワクチン等の価格が決定次

第、すぐ決定させていただきたいと思っており

ます。その時期がまだちょっと示されていない

ので、今のところいつ頃というのはちょっとお
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答えできない状況です。 

 また、周知方法につきましては、市のホーム

ページと市報等におきまして、接種につきまし

ては広報をしてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（橋本徳一郎君） 新型コロナウイルス

が５類になったというところもあって、大分接

種率が減ってると思うんですけども、実際、今

からまた自己負担になってどのくらいの接種が

見込めるのかなというのがちょっと分からない

んですけど、どういう考えをお持ちですか。 

○健康推進課長（子育て世代包括支援センター

所長兼務）（森田克彦君） 今回、定期接種と

なりますコロナウイルスのワクチン接種の接種

率でございますが、同時期に高齢者のインフル

エンザの接種も行います関係で、高齢者のイン

フルエンザの接種率が大体今６０％程度でござ

います。ですので、インフルエンザと同時に打

たれるということで想定しますと、大体６割程

度の接種率を見込んでいるところです。 

 以上です。 

○委員（橋本徳一郎君） 分かりました。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、新型コ

ロナウイルスワクチン接種についてを終了いた

します。 

 執行部入れ替わりのため小会いたします。 

（午後５時４１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後５時４２分 本会） 

・保健・福祉に関する諸問題の調査 

（こども家庭センターの開設について） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、こども家庭センターの開設について、

説明を願います。 

○こども未来課長（橋口伸一君） こども未来

課の橋口と申します。 

 それでは、こども家庭センターの開設につい

て、着座にて御説明させていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○こども未来課長（橋口伸一君） それでは、

お手元の資料を御覧ください。 

 国においては、こども家庭センターは、児童

虐待の相談対応件数の増加など、子育てに困難

を抱える家庭がこれまで以上に顕在化している

ことから、子育て世帯に対する包括的な支援の

ための体制強化等を目的として、令和４年６月

の児童福祉法の改正により、令和６年度以降に

市区町村に設置するように努めることとされて

おります。 

 これまでの子ども家庭総合支援拠点の児童福

祉と子育て世代包括支援センターの母子保健の

双方の機能を引き続き生かしながら、全ての妊

産婦や子育て世帯、子供への包括的な相談支援

を行う機能を有するこども家庭センターを、本

市では法の施行に合わせまして、令和６年４月

１日から開設としております。 

 次に、こども家庭センターの役割でございま

すが、１点目、妊産婦及び乳幼児、子供とその

家庭に対して包括的な支援を切れ目なく一体的

に実施してまいります。 

 中央の図を御覧ください。 

 こちらは、こども家庭センター設置のイメー

ジの図となります。センターが関係機関のコー

ディネートを行い、各種支援メニューの利用に

つないでいくソーシャルワークの中心的な役割

を担うというイメージでございます。 

 次に、２点目に、母子保健と児童福祉でそれ

ぞれで支援を行っている家庭で、相互に情報共

有や連携した支援が必要であると考えられる家

庭について、ケース会議等を開催し、支援方針

の検討やサポートプランの作成を行い、一体的
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に計画的な継続した支援を行います。 

 次のページを御覧ください。 

 こちらの図は、情報共有と連携のイメージを

示しております。三角の図全体がこども家庭セ

ンターの範囲となります。三角図の上の部分は

健康推進課が主な対象とする妊産婦や子育て家

庭で、下の部分はリスクの高い、こども未来課

が主な対象とする特定妊婦や要支援児童です。

その中間の部分が、複雑な問題を抱えている家

庭のなど、相互に情報共有や連携した支援が必

要なケースとなります。 

 続きまして３点目、保育所や子育て支援機

関、学校、医療機関、児童相談所等の関係機関

とも密に連携し、ネットワークの強化を推進

し、支援体制の充実を図ることでございます。 

 次に、組織体制ですが、こども未来課と健康

推進課において、こども家庭センターの機能を

担い、連携体制により、これまで以上に迅速か

つ切れ目のない一体的な支援を行ってまいりま

す。 

 下段の図にこども家庭センターの組織体制図

を示しております。網かけ部分がこども家庭セ

ンターの業務を行う部分となります。 

 以上で御説明を終わります。よろしくお願い

いたします。 

○委員長（成松由紀夫君） 本件について何か

質疑、御意見等はございませんか。 

○委員（大倉裕一君） この２枚目のこども家

庭センターの組織図がありますけど、これが国

がモデルとして示したセンターのイメージです

かね。それに沿った形でこれ作ってあるという

ことになりますか。 

○こども未来課長（橋口伸一君） 国が示した

モデル図と全く同じではございませんが、一つ

の例としては、こういった児童福祉と母子保健

と両方の部分についてそういった範囲で示した

部分もございます。その部分の一つを、今回、

取り入れたものでございます。 

○委員長（成松由紀夫君） これがイメージ図

なんでしょう。一例じゃなくて。 

○こども未来課長（橋口伸一君） そうです。

本市におきましてはこのイメージです。 

○委員長（成松由紀夫君） これでいくんでし

ょう。 

○こども未来課長（橋口伸一君） 本市におき

ましてはこれで。 

○委員長（成松由紀夫君） これですね。 

○委員（大倉裕一君） 国が示したのとどこが

違うんですかね。 

○委員長（成松由紀夫君） 国のイメージ図と

何ら違うところがあれば。 

○健康推進課長（子育て世代包括支援センター

所長兼務）（森田克彦君） 国のイメージでは

両課の２つの機能を併せ持ったセンターをつく

るということでこのパターンを作っております

が、国のほうではセンター長と当課支援員を１

名ずつそれぞれ置くということにしております

が、連携を図るために副センター長と当課支援

員をそれぞれ両課に１人ずつ設置をしまして、

連携を強化するようにしております。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） より丁寧にですね。

ということですが。 

○委員（大倉裕一君） もう意見ですけど、何

か起きてからじゃ遅いので、しっかり対応がで

きる体制を整えて、４月１日から臨んでほしい

と思います。 

○委員（堀口 晃君） 先ほどもちょっとあっ

たんですが、これを市民の皆様にどうやってお

知らせしていくのかなというのがちょっと、今

の説明じゃなかったような気がするんで、どう

いうような形で市民の皆さん、こういうのでき

ましたというようなところを周知されていかれ

るのでしょうか。 

○こども未来課長（橋口伸一君） まず、市報

ですね。広報やつしろや市のホームページ、子
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育て総合支援サイトのあったかねっと等でまず

周知を図ります。それと、子育て応援のハンド

ブックというのもございます。そういったもの

や母子健康手帳交付時や赤ちゃん訪問や乳児健

診などの個別面談等でですね、そういったとこ

ろでも周知を図りたいと思っております。 

 以上です。（委員堀口晃君「ありがとうござ

います」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） こういうサービスっ

て実際使ってもらわないと広まらないっていう

のもありますし、動き出すと割と対応が大変に

なってくるかなという印象もあるんですけど、

その辺の体制というのは十分に取れるというこ

とですか。 

○こども未来課長（橋口伸一君） そうですね。

これまで以上にですね、こども未来課と健康推

進課連携しましてですね、そういった体制を取

れるような形で実施をしてまいりたいと考えて

おります。（委員橋本徳一郎君「分かりました」

と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） すいません、ちょっと

聞きそびれましたけども、このこども家庭セン

ターは本庁だけの組織っていうふうになります

か。支所にもそれぞれ出張所みたいな形で、こ

れのミニ版ができるとか、そういう形ではない

ですか。どちらになりますか。 

○こども未来課長（橋口伸一君） こちらのこ

ども家庭センターという場所自体は本庁のみで

の設置となります。 

○委員長（成松由紀夫君） 出先はないちゅう

ことですね。窓口はね。 

○健康推進課長（子育て世代包括支援センター

所長兼務）（森田克彦君） こども家庭センタ

ーは本庁に設置しますが、鏡の保健センターは

残っておりますので、妊産婦や子供の相談につ

いてはこれまでどおり鏡の保健センターのほう

でも受付をいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） いいです。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかに。 

○委員（橋本隆一君） 電話番号ですね、新た

に設置されるのか、例えば、両課の中でどっち

かが取って、お母さんがこども家庭センターお

願いしたいんですけどと、ああ、ここでいいで

すよと言われるのか、ちょっと担当とかと替わ

りますねとか、どういうような形で具体的に受

け付けされるんですかね。 

○こども未来課長（橋口伸一君） 委員御質問

の電話番号につきましては、新たに一つ番号を

取る予定でございます。こども家庭センターと

して。（委員橋本隆一君「広報としてそこに、

こども家庭センターですというふうに出るいう

ことだね」と呼ぶ）そうでございます。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（橋本隆一君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、こども

家庭センターの開設についてを終了いたしま

す。 

 執行部入れ替わりのため小会いたします。 

（午後５時５１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後５時５１分 本会） 

・保健・福祉に関する諸問題の調査 

（八代市国民健康保険第３期保健事業実施計画

（データヘルス計画）・第４期特定健康診査等

実施計画について） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、八代市国民健康保険第３期保健事業実

施計画（データヘルス計画）・第４期特定健康

診査等実施計画について、説明を願います。 
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○国保ねんきん課長（早川孝幸君） 国保ねん

きん課の早川です。よろしくお願いいたしま

す。 

 八代市国民健康保険第３期保健事業実施計

画・第４期特定健康診査等実施計画について御

説明のほう、させていただきます。それでは、

着座にて説明のほうをお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○国保ねんきん課長（早川孝幸君） それで

は、右肩に令和６年３月１４日、文教福祉委員

会所管事務調査（国保ねんきん課）と表示し

た、八代市国民健康保険第３期保健事業実施計

画（データヘルス計画）概要版を御覧くださ

い。 

 まず、１ページ目では、計画の基本的な考え

方と目的を記載しています。本市国保における

保健事業を引き続き実施するに当たり、国の指

針に基づき、第３期データヘルス計画と第４期

特定健康診査等実施計画を一体的に策定し、生

活習慣病の発症及び重症化予防に取り組み、国

保加入者の健康保持・増進を図ることで、健康

寿命の延伸、ひいては医療費適正化を目指すも

のでございます。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第２章、第２期計画にかかる考察及び第３期

における健康課題の明確化において、平成３０

年度から令和４年度までの国保データベースを

活用し、現在の計画の評価、考察を行っていま

す。その中で特徴的なデータのほうを掲載して

おります。 

 まず、６５歳から７４歳の前期高齢者の被保

険者の割合が３.６ポイント増加しており、国

民健康保険加入者の高齢化が進んでいます。ま

た、全体の被保険者は減少し、総医療費も減少

しているが、１人当たりの年間の医療費は２万

６６２３円増加しており、本市と同規模の自治

体の平均より高い状況となっております。 

 次に、生活習慣病の発症につながるメタボリ

ックシンドロームの該当者及び予備群の割合が

増加傾向にあり、特定健診の受診率は、全体で

は３１.８％となっていますが、４０歳代、５

０歳代の受診率は２４.５％と低い状況となっ

ております。 

 このような第２期計画の評価、考察を踏ま

え、第３期に向けての主な健康課題について右

上の表にまとめております。 

 次に、下の表になりますが、これらの６つの

健康課題の解決へ向け、第２期計画に引き続

き、中長期目標として、１人当たりの医療費の

伸びの抑制と、脳血管疾患、虚血性心疾患、人

工透析となる疾患の新規患者数、割合の維持・

減少を目標に取り組みます。 

 次に、この中長期目標を達成するための短期

目標として、疾患の早期発見・早期治療につな

がる健診の受診率の向上、特に４０歳代、５０

歳代の若い世代からの早期受診を進めるととも

に、疾患の原因として共通リスクとなる高血

圧、糖尿病、脂質異常症、メタボリックシンド

ローム等の該当者の減少を目指します。この目

標達成のため、下段右側の表に記載した６つの

事業に取り組んでまいります。 

 次に、３ページ目をお願いいたします。 

 個別保健事業では、目標値を設定し評価して

いきます。これらの表は主な目標値で、中長期

目標と短期目標に整理しています。星印がつい

た項目は県内共通の指針です。 

 次に、生活習慣病の重症化予防が介護予防や

健康寿命の延伸と深く関わることから、生活習

慣病の予防は大変重要なものです。特定健診の

対象となる４０歳以前から予防活動、また、子

供たちの肥満は将来の生活習慣病やそれに伴う

動脈硬化性疾患の予防の観点からも注目されて

ます。そこで、４０歳未満へのヤング健診や保

健指導、生活習慣の改善などの健康情報の提

供、また、高齢者に対しては保健事業と介護予

防の一体的に連携して実施していきます。 
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 最後になりますが、この計画は３年後の令和

８年度に進捗確認の中間評価を行い、計画の見

直しを行います。そして、最終年度の令和１１

年度においては、次の第４期計画の策定を行い

ます。また、本計画は公表し、市民に対してホ

ームページや市報などで周知を行ってまいりま

す。 

 以上で、八代市国民健康保険第３期保健事業

実施計画（データヘルス計画）・第４期特定健

康診査等実施計画についての説明を終わりま

す。よろしくお願いします。 

○委員長（成松由紀夫君） 本件について何か

質疑、御意見等はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、八代市

国民健康保険第３期保健事業実施計画（データ

ヘルス計画）・第４期特定健康診査等実施計画

についてを終了いたします。 

 執行部入れ替わりのため小会いたします。 

（午後５時５７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後５時５８分 本会） 

・保健・福祉に関する諸問題の調査 

（八代市保健計画（第三次）・八代市自殺対策

計画（第二期）について） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、八代市保健計画（第三次）・八代市自

殺対策計画（第二期）について、説明を願いま

す。 

○健康推進課長（子育て世代包括支援センター

所長兼務）（森田克彦君） 健康推進課、森田

でございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、八代市保健計画（第三次）・八代

市自殺対策計画（第二期）について御説明いた

します。着座にて失礼いたします。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○健康推進課長（子育て世代包括支援センター

所長兼務）（森田克彦君） 資料のほうは、所

管事務調査資料１枚目にございます概要資料に

て御説明をいたします。 

 この２つの計画は今年度で計画期間が満了す

るため、次期計画の策定を今年度行っていま

す。計画はそれぞれ策定いたしますが、体や心

の健康づくりという点で関連性があるため、一

体的に推進してまいります。 

 まずは、八代市保健計画について、御説明い

たします。 

 保健計画は、健康増進法に基づく市町村の健

康増進計画となります。計画期間は国の計画に

合わせ、令和６年度から１２年間です。６年後

の令和１１年度には全体的に中間見直しを行う

こととしています。 

 基本理念に、市民が健康で安心して暮らすこ

とができるやつしろ～体いきいき心はればれ元

気やつしろ～を掲げ、基本目標として健康寿命

の延伸と健康格差の縮小を目標とし、市民がい

つまでも健康で、誰もが健康であることを目指

します。 

 そのため、４つの施策を展開してまいりま

す。 

 まず、施策の１、次世代の健康づくりでは、

妊産婦及び乳幼児の健やかな生活習慣の情報提

供と健康支援を行います。重点取組としまし

て、妊産婦への保健指導、ハイリスク妊産婦や

育児支援が必要な方へのサポートプランによる

計画的な支援を行い、伴走型の相談支援の充実

を図ります。 

 次に、施策の２、より良い生活習慣の形成、

生活習慣の改善です。生活習慣病の発症予防に

影響が大きい栄養と食生活、身体活動と運動、

喫煙と飲酒、歯と口腔の健康、こころの健康づ

くりの５つの項目を推進いたします。 

 次に、施策の３、生活習慣病の発症予防・重

症化予防です。死亡の大きな原因であるがんと

循環器疾患、糖尿病を中心に、病気に対する知

識の啓発、健診の受診率向上を図ります。重点
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取組として、各種がん検診等の実施や健診の受

診勧奨、保健指導に取り組んでまいります。 

 次に、施策の４、健康づくりを支える社会環

境づくりです。地域との連携による健康づくり

を進めてまいります。また、デジタル技術を活

用した新たな保健サービスを導入することで、

市民の健康づくりへの活用を促します。 

 次に、八代市自殺対策計画です。 

 この計画は、自殺対策基本法に基づき市町村

で計画を定めることとされております。計画期

間は令和６年度から６年間です。本市では自殺

対策を推進するため、誰も自殺に追い込まれる

ことのない八代市を目指してまいります。 

 国の数値目標では、人口１０万人当たりの自

殺者数を示す自殺死亡率を、令和８年までに平

成２７年と比べて３０％以上減少させることと

しています。本市では、平成２７年の自殺死亡

率３１に対し、令和８年の数値目標となる１７

を令和３年は下回っていることから、近年で最

も自殺者数が少ない令和３年の１２を上回らな

いように取り組んでまいります。 

 基本施策として、関係機関とのネットワーク

強化、自殺対策を支える人材育成、住民への啓

発と周知、生きることを支援する様々な相談窓

口の周知を図ります。重点施策としましては、

中高年や子供、若者世代に沿った自殺対策を推

進してまいります。 

 重点取組として、市民を対象とした自殺予防

ゲートキーパーの養成に取り組みます。ゲート

キーパーとは、悩んでいる人に気づき、声をか

け、話を聞いて、支援につなげる、寄り添いな

がら見守る人のことです。身近で、まず支援の

できる人の養成に取り組んでまいります。 

 この２つの計画の推進として、子供から高齢

者、また女性など、それぞれのライフステージ

に応じた健康支援を行ってまります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いい

たします。 

○委員長（成松由紀夫君） 本件について何か

質疑、御意見等はございませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） 自殺対策のことでゲ

ートキーパーを養成するというふうになってる

んですが、この方がですね、市民に一般的に接

触することで予防する効果を上げるということ

になると思うんですけど、養成した後、どうい

うふうな形で動いてもらうという方針とかはあ

るんでしょうか。 

○健康推進課長（子育て世代包括支援センター

所長兼務）（森田克彦君） ゲートキーパーの

養成の講座を受けていただきますと、できるだ

け周りの自殺を考えていられる方に気づいてい

ただくのがまず第１のことかと考えます。その

後は、いろんな相談機関にもつなげていただく

というのを研修のほうでもお願いしておりまし

て、私ども健康推進課のほうにでも御一報いた

だければ、またいろんな相談機関にもつなぐこ

とができますので、そういったことで活動のほ

うをお願いできたらと考えているところです。 

○委員（橋本徳一郎君） 今の方向性だとそれ

なりの人数が必要になりますよね。受講者とい

うのは。どのくらいのを考えてらっしゃいま

す。 

○健康推進課長（子育て世代包括支援センター

所長兼務）（森田克彦君） ゲートキーパーの

養成の数ですが、具体的な数値の目標は今のと

ころ持ち合わせておりませんが、これまでも受

講のほうを進めておりまして、まずは、例え

ば、高齢者施設であるとかそういったところの

よく相談を受けられる方を受講をちょっとお願

いをしているところです。現在は一般の方も受

講のほうを進めておりますので、そういった形

でゲートキーパーとしての市民の方の力も必要

としているところではございます。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

○委員（大倉裕一君） 若者の薬の過剰摂取、
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すいません、横文字で忘れてしまいましたけ

ど、その点については何か市のほうとして対応

していこうというようなことはないんでしょう

か。 

○健康推進課長（子育て世代包括支援センター

所長兼務）（森田克彦君） 直接、薬の過剰摂

取ということで対応をすることは今のところち

ょっとやっておりませんが、心の相談とかの中

ではそういった悩みがある方については相談窓

口として準備をしておりますので、そういった

ところで対応していきたいと思っております。 

○委員（大倉裕一君） 結構です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、八代市

保健計画（第三次）・八代市自殺対策計画（第

二期）についてを終了いたします。 

 執行部は御退室ください。 

（執行部 退室） 

○委員長（成松由紀夫君） そのほか、当委員

会の所管事務調査について、何かありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

所管事務調査２件についての調査を終了いたし

ます。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き閉会

中の継続調査の申出をいたしたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認

め、そのように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。 

 これをもって、文教福祉委員会を散会いたし

ます。 

（午後６時０７分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和６年３月１４日 

文教福祉委員会 

委 員 長 
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